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　　　プロローグ　嵐あらしの前の





『魔ま法ほうの使える人は多くないものですから──』

　少女は語る。

『育成校は普ふ通つうの学校よりも通っている生徒が少ないのです。歳としが違ちがっていても一いつ緒しよに授業を受けたりするんですよ。私の通っているところは一年生から三年生までの年少組と、四年生から六年生までの年長組の二クラスですね』

『それは小学校としてはかなり珍めずらしい環かん境きようですね。大変ですか？』

『いえ、楽しいですよ。年下の子の面めん倒どうをみたりするんですけど、お姉さん気分を味わえますし。私、末っ子なものですから、なかなかそういう経験をする機会がなくって』

　少し微笑ほほえんで続ける。

『それにね、自分にできることがあって誰だれかの役に立てるというのは、やっぱり嬉うれしいんですよ。小さい子の遊び相手をしたり、勉強を教えたり、あるいは先生のお手伝いとか。そういう部分はこれからも変わらないんじゃないかな、と思います。私は魔法士ですから、多分、大きくなるにしたがって色々なお仕事を任されることになるでしょう。その中で、色んなところに行って、色んなことを経験して、色んな人の役に立てることが楽しみなんですよ』

『なるほど。今後のご活かつ躍やくを期待しています。──雛ひな咲さき月つき子こさんでした。本日はどうもありがとうございました』



「うん、悪くない」

　ネット回線を利用した日本からの中ちゆう継けい、それをモニタで見ながらプロジェクト・マクスウェル社の社長チェスター・マクスウェルは呟つぶやく。

　真まっ直すぐな理想家というのは、最近の子どもたちにはとんと見られなくなった個性である。やや優等生すぎるきらいはあるものの、すれていなくて生き真面目まじめなこの少女は、日本だけに留とどまらず国際的な舞ぶ台たいにおいても好意をもって迎むかえられることだろう。

　プロデュースする人間の手しゆ腕わんかなと、少女の祖父でもある老ろう獪かいな政治家の顔を思おもい浮うかべる。彼かれとは多少の付き合いがあるが、確かにイメージ戦略、大衆の操作という点で優ゆう秀しゆうな男だ。

　とはいえ、要因はそれだけではないはずだ。

　計算のみで完かん璧ぺきに与あたえられた役割を演じ切れるような歳でもないだろう。表出している健気けなげさ、真しん摯しさは彼かの女じよの本質でもあるに違いない。

　少女は押おしつけがましくならないよう控ひかえ目めに、しかし必死にメッセージを送っている。私たちを怖こわがらないでください。お役に立ちたいんです。仲良くしましょう。きっとできるはずです──

「しかも、潜せん在ざい的てきな性能は、椎しい葉ば一いち花かをしのぐ、か？」

　魔法を複数同時に操あやつることができる複数施呪者マルチキヤスターであるということは広く知られているものの、他にこの幼い少女の実力を測る資料はほとんどない。マクスウェルの手元にあるのも、一花と相対したときのニュース映像とわずかな伝聞情報のみである。だが、判断するにはそれだけで十分すぎるほどだった。

　結論──この少女には、自分が手を出す価値がある。

　一花はその天才ゆえに、国家の汚よごれ役やくとして裏の世界で酷こく使しされ続けた。少女の境きよう遇ぐうは真逆だ。表の世界で注目され、期待されている。それは幸福なことか、それとも不幸なことなのか。

「いずれにしても、一花と同じ方法で手に入れるわけにはいかないからなあ。まあ、やりようはいくらでもあるが……」

　その高こう邁まいな理想を叩たたき折って屈くつ服ぷくさせるか、あるいは甘あまい顔かおで近付いて取り込み操るか──

　今のところ、一つ動かしているプロジェクトがある。上う手まく仕上げるためにはあといくつか根回しと工作が必要だが……とりあえずは、あの能の勢せとかいう男が役目を果たしてくれることを期待しよう。
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「申し訳ありませんね、狭せま苦くるしいところで」

　特別対策局本部の第一応接室。

　目の前の老人に向かい、淵ふち上がみ竜りゆう生せいはそう言った。

「いやいやこちらこそ、お仕事の最中に申し訳ないね、局長さん」

　温おん厚こうな表情と口調だが、その目はまったく笑っていない。

　衆議院議員、雛咲伊い蔵ぞう。与よ党とうの重じゆう鎮ちんにして、政財界に絶大な影えい響きよう力りよくを持つとされる政治家である。

　淵上は内心でため息をついた。公務員にとっての議員というのは天敵に近いというのに、中でも最大級に面倒なのがやってきやがった。

「お孫さん、ご活躍のようで。結構なことですな」

「おお、ありがとう。まだ未熟な子どもだが、利発なうえ気だての良い子でな。幸いにして世間の皆みな様さまの支持をいただいておる。──おっと、これは爺じじい馬ば鹿かが過ぎたかの」

　ふぉふぉふぉと声を立て笑う伊蔵。

　見かけ通りの好々爺ではない。ときに豪ごう腕わんを振ふるって自らの地位を固め、ときに悪あく辣らつな手段で政敵を陥おとしいれ葬ほうむり去さる──非道とも言えるそのやり口の苛か烈れつさは有名だ。

　淵上は巨きよ大だいな食虫花を連想する。自分の孫すらも養分とし、さらに大きく肥え太ろうとする醜しゆう悪あくな花。

「で、御ご用ようの向きは？」

「おお、これは失礼。どうもこのところ会合や打ち合わせでも雑談に逸それがちでの。この歳になると、同年代の友人知人もどんどん減っていくのみでなあ。少し心が寂さびしくなっておるのかもしれんの」

「お察ししますよ」

　淵上は儀ぎ礼れい的てきに笑い、続ける。

「ただ、仕事はスムーズに進むに越こしたことはないでしょう。うちも人手不足なもんでして、なかなかに時間が貴重なのですよ。申し訳ありませんが」

「人手不足！　そう！」

　伊蔵はぽんと膝ひざを打ち、唇くちびるを笑えみの形に曲げる。淵上は背中に薄うすら寒さむいものを感じた。

「まさにそれだよ、話というのは」

「と、仰おつしやいますと？」

「特別対策局は、人員の割に仕事量が多すぎる。淵上さんはそうは思わんかな？」

「……ま、ハードな職場であるのは確かでしょうなあ」

　国の職務に従事する──つまり国家公務員としての魔法士は特とく殊しゆ執しつ行こう官かんと呼ばれる。

　特別対策局は国内から特に優秀な特殊執行官が集められる部署である。組織の壁かべを越えて国内のあらゆる事件や災害に介かい入にゆうする権限を持つ、治安維い持じの最高機関、最終兵器だ。

　権力の大きさ、及およびそれに伴ともなって求められる職能の高さゆえに、局員に掛かかる負担は並なみ大たい抵ていのものではない。

「実はな、わしには現状は改善の余地があるように思われるのだよ」

　伊蔵の粘ねばり着つくような口調。

「改善の余地、ですか」

　嫌いやな予感がした。淵上は内心の動きを表情に出さないよう注意する。

「単刀直入に言おう。負担が大きいのは、一極集中の形になっておるからだとわしは思う。事実上、あらゆる公機関から選よりすぐられたあらゆる厄やつ介かいな仕事が回ってくるシステムだろう？　そこで逆転の発想だよ。人員を削さく減げんして、その分仕事を減らせばどうかね？」

「戦力の分散化ですか」

「そう、他部署に魔法士を厚く配し、これまでこちらに回していた仕事をそれぞれが処理できるようにする。それがわしの構想だ。その方がバランスが取れるだろう」

「ふむ……」

　淵上は一息置いて、再び口を開いた。

「率そつ直ちよくに申し上げて、効率がよろしくないような気がしますなあ。分散すると、それぞれ所属の組織に縛しばられることになる。動員の手続きが面倒になり、各部署間の協力が必要になったとき問題が起きかねません。現状のように、戦力は一箇か所しよに集中させ一気に投入できる体制を整えていた方がいい」

「しかし、それは有効だったかね？　あの椎葉一花の事件の際に」

　やはりそう来たか、と淵上はわずかに眉まゆ根ねを寄せた。

「あの立て続けに起こった要人殺害のとき、特別対策局の全戦力を一気につぎ込んだ結果、機動性を失い後手後手に回ることになったのではないかな？　例えば、警察の魔法士を先行して動員すれば、もっと早く現場に送り込むことができたかもしれん」

　それでは勝負にならない。警察配属クラスの魔法士が何百人束になってかかったところで、一花を足止めすることすらできなかっただろう。戦力差を考えれば、精せい鋭えいを同時に動員し一気にぶつけるしか手段がなかったのだ。

「確かにあの件で我々は後手を踏ふみました。ただ、最善の戦術をとり、全力を尽つくしたとは思っておりますよ。問題は結果的に犯人が規格外の力を持っていたということ、その一点に帰結します。核かくミサイルを拳けん銃じゆうで撃げき墜ついすることを期待されるのは、いささか辛つらいものがありますな」

「言い訳かね？」

「…………」

　言い訳の定義はさておき、万ばん人にんに対して説得力を持つかと問われれば否だろう。淵上が打てるだけの手を打ち、それでもなお防ぎ得なかった事態に対して悔かい恨こんを噛かみ締しめる日々を送っていたとしても、だ。

「いやなに、責めとるわけではない。ただ、あの事件では多くの犠ぎ牲せい者しやが出た。殺された中にはわしの友人知人もおった。事件を止めたのはわしの孫と、謹きん慎しん中に脱だつ走そうした特とく殊しゆ執行官だった。君たちは最後の最後に駆かけつけて彼女を処分することに成功したに過ぎん。──とまあ、それらの事実は消しようがないということだよ」

「責任は痛感しとりますよ」

「だから責めとらんと言うに」

　伊蔵は笑う。友人知人を殺された人間ではなく、債さい務む者しやを前にした借金取りのような表情だった。

　淵上は努めて淡たん々たんと言う。

「では、何が仰りたいのでしょうかね？」

「君たちには義務があるということだ、局長。この組織を改善し、二度とあんな悲劇を起こさないようにするための義務がね。先の事件でももっと魔法士を広域に配置しておけば、迅じん速そくに対応できたかもしれない。少なくとも現行の構成で上手く行かなかったのだから、よりよい組織を作ることができないか検討しなければならない」

　老人は身を乗り出し、その爬は虫ちゆう類るいめいた顔をぬっと近づける。

「わしはな、それに協力できたらと思っておるのだよ」



　客人が帰った後も、淵上は一人応接室のソファに座すわり、タバコをふかしていた。

「さて、ねえ」

　どうしたものか。

　五年と少し前、あの八人の魔法士を失った海外派は遣けんは、前任の局長が権力に媚こび、功に逸はやった結果として引き起こされた。

　失しつ脚きやくした彼の後を継ついで局長となった淵上は、以降、政治とは距きよ離りを置くよう腐ふ心しんしてきた。縄なわ張ばり争いに巻き込まれるのを避さけ、特別対策局が政府の中である意味独立した、いわゆる『自治区』的な立場でいられるように計らったのだ。魔法士と権力が結びつくことは、誰にとっても不幸な結果しかもたらさなかったからである。

　伊蔵に対しては説明しなかったが、優秀な特殊執行官を一箇所に集めておくのには、もう一つ理由がある。実力と功績を目立つ形でわかりやすく示すことで、局のみならず魔法士全体が一定の注目と評価を得られるようにするということだ。もちろん限界はあるにしても、これはまずまず効果を上げていると言えた。

　伊蔵の目的については見当が付く。雛咲月子を御輿みこしに担かついで、魔法士組織に対する自分の権力を強めること。そのために現行の特別対策局を弱体化させておきたいのである。

「妄もう執しゆうだねえ……」

　一〇年後に生きているかどうかも怪あやしい老人が、まだ権勢を拡大しようとしている。迷惑な話だ。

　こういう事態が過去になかったわけではない。これまでは上手くしのいできたつもりだった。ただ──今回は事情がかなり違う。

　第一に、椎葉一花の起こした事件。

　伊蔵の言うとおり、特別対策局の対応を非難する内外の声は決して小さくない。

　そして第二に雛咲月子の存在。

　彼女は抜ぬきん出でた才能を持っている。そして純心で清せい廉れんで理想に燃えている。少なくともマスコミの報道によればそうだ。だが、魔法士という総体を見たとき、その実態は彼女の喚かん起きするイメージからはほど遠い。

　常人と違う力を持ち、常人と違う扱あつかわれ方をしてきた人間たちだ。大たい抵ていはどこかに歪ゆがみを抱かかえている。身も蓋ふたもない言い方をすれば、彼らは能力的にも人格的に雛咲月子ではないという事実が確かにある。

　そのギャップの影えい響きようを一番受けるのは、最も目立つ魔法士集団、この特別対策局だ。月子が輝かがやきを増せば増すほど、影かげがくっきりと浮かび上あがることになる。世間の人々の頭の中で、一二歳の子どもが語る理想と大人たちの汚れた現実が美しさを競きそうことになるのだ。結果は言うまでもない。

　つまり、今は世論を納なつ得とくさせるためのハードルがかつてないほど上がっている。

「あのじいさん、次の手をどう打ってくるかねえ」

　諦あきらめの良い人間には見えない。とはいえ、性急に事を運ぶタイプでもないだろう。用いる手段はときに強ごう引いんだが、その準備や根回しは怠おこたらないという印象を淵上は抱いだいている。となれば、まずは付け入られるような隙すきを見せないことか。

　一花の事件後、一人姿を消した局員がいる。今のところはただの失しつ踪そうという扱いで済んでいるが、性格を考えると何かをやらかすかもしれない。対応を考えておかなければならないだろう。

　あとは伊蔵の政敵を上手く利用し、動きを抑え込むことができれば理想的だ。

　とはいえ、あの老人に対たい抗こうできる人間はそう居ない。変な借りを作らないよう慎しん重ちように立ち回る必要もある。気の遣つかい所だ。

　そういえば、魔法士関連の事案については、彼よりもむしろ息子むすこにして同じ代議士でもある雛咲拓たく磨まの方が積極的に関かかわっていたはずだ。これは利用できないだろうか？

　淵上は大きなため息とともに煙けむりを吐はき出すと、タバコを灰皿に押しつけた。

「政治、かけひき、権けん謀ぼう術じゆつ数すう……か。あーやだやだ」







　　　一章　一歩一歩





　魔法士──遍へん在ざいするマナ魔力素子を魔法回路として組み上げ、力を引き出し、自分の認にん識しきを現実に反映させることによって事象を思う通りにねじ曲げる者。

　マナを感じ取ることのできる人間は数千人に一人、マナを操って魔法回路を組むことができるのはその中のさらにごく一部。よって魔法士は極きわめて貴重な存在であり、現在世界のほとんどの国において国家財産として政府の管理下に置かれている。

　ここ日本でも幼児期に適性検査が義務づけられており、選せん抜ばつされた子どもは育成校と呼ばれる教育機関に送られ、魔法を使いこなすための訓練を受けることになる。
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　三月上旬。

　放課後の守もりヶ丘おか初等育成校。

　その職しよく員いん寮りようの自室で、椎しい葉ば十じゆう郎ろうは私物を整理していた。

　現在の身分は特別対策局の局員、かつ育成校の教官である。

　姉である椎葉一いち花かの起こした事件以降、局の任務からは外されていたのだが、先日教官職からの離り任にんと専属局員としての局への復帰が正式に決定したのだ。

　本来異動は四月からだが、できるだけ早く活動するよう要よう請せいされている都合上、これからは寮りようではなく局に近い自宅マンションで寝ね起おきすることが多くなる。一応、三月下げ旬じゆんの卒業式が終わるまでは育成校にもときどき顔を出す予定で、完全に引ひき払はらうのはその後のことになるが、ある程度の荷物は移動させておかなければならない。

　十郎はふと手を止めて辺りを見回す。

　やや黄ばんだ白い壁かべ紙がみ。古いブラウン管型のテレビ。白黒二匹ひきのハムスターの遊び場となっていた、グレーのデスク。意外にしっかりした作りのダイニングテーブル。ほとんど使った記き憶おくのないコンロ。

　そこはかとなく、寂しいような気分になる。

「一年弱しか過ごしてない部屋なのに、意外に愛着が湧わくもんだな」

　呟きとともに苦く笑しようが漏もれた。

　育成校に未練を感じているらしい自分が妙みようにおかしかった。もともと懲ちよう罰ばつ人事で飛ばされてきた職場であり、散々面めん倒どうごとにも巻き込まれた記憶もあり──去るのを惜おしむような場所ではなかったはずなのだが。

　いずれ局に戻もどらなければならないのは、わかっていたことだ。そして今の自分にはそれを望む理由もある。ならば、きっちり気持ちの区切りを付けておくべきだろう。

　と、そのときチャイムが鳴った。

　玄げん関かんのドアを開けると、見慣れた三人組の姿があった。

「こんにちはー！」

「こんにちはぁ」

「……なんだ、お前ら」

　快活そうな方が日ひ馬ま菜な々な香か、のんびりしているのが羽は倉くら紗さ弓ゆみ。この学校の年長組に所属する、十郎の教え子たちである。

「せんせー、引っ越しするんだよね？　──あ、もう準備始めてるんだ」

　菜々香が部屋の奥おくを覗のぞき込んで言った。

「お手伝いできることがあるかなあ、と思ってうかがいましたあ。ねえ？　月ちゃん」

「は、はい、えっと、あの……」

　二人の背後から小こ柄がらな少女が顔を出す。

「ご迷めい惑わく、でしたか？」

「……いや」

　別に追い返す必要もないだろう。ふう、と息をついて十郎は踵きびすを返す。

「あがれよ」

　おじゃましまーすという声とともに、背後から賑にぎやかな子どもたちの足音が追いかけてきた。

「わ、意外に綺き麗れい」

「ほんとだねえ。あ、椎葉先生、男性の部屋のベッドの下にはＨな書物が隠かくしてあるとものの本で読んだのですが、そうなんですか？」

「ねえよ」

　どんな本を読んでいるのだ、この娘むすめは。

「えっと、騒さわいでないで、お手伝いしましょう、お二人とも」

　月つき子こがぱんぱんと手を叩いた。このあたりは委員長らしい。

「何か私たちにできることはありますか？　先生」

「あー、そうだな……」

　十郎は考える。















　もともと物が多いわけではない。一人でやっても大して手間は掛からない程度だろう。月末までに引っ越しを完かん了りようさせればいいので、特に急いでいるわけでもないし──

「じゃ、そこに積んである本を分類してくれ。俺おれが自分で買った奴やつと学校から借りてる奴がある。裏表紙めくったところに判子の押おしてあるのが学校のだ」

「わかりましたあ」

「……うっわ、すごい本の山。先生読書家なんだね」

　菜々香が声を上げた。

「仕事だからな。別に趣しゆ味みじゃねえ」

　十郎は素っ気なく答えた。

　魔ま法ほう士としての基本能力の低さを、知識を取り入れ多くの魔法回路に精通することで補ってきたのだ。暇ひまを見付けては魔法に関する学術雑誌や研究書に目を通すことにしており、その習慣は育成校で子どもたちを教えていた期間中も継けい続ぞくされている。教育機関ということで、申しん請せいすれば大抵の本を手に入れることができるのはありがたかった。

「Ｈな本は混じってませんかあ？」

「……ねえよ」

「うーん、若い男の人は絶対持っていると書いてあったのになあ……」

　紗弓はぶつぶつと呟つぶやいている。と、月子が口を挟はさんだ。

「えっと、あの、それは、持っていても持っていないと言うしかないと思いますから、訊きいても仕方のないことかと思いますよ」

　本人は大真面目だが、フォローになっていない。

「それもそうだねえ。ごめんなさい、椎葉先生」

「いや……」

　お前も納得するなよ、と思う。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですよ」

　少し顔を赤らめて月子が言った。

「私は、気にしませんし、男の人って、そういうものだと思いますし……」

「おい、ちょっと待て──」

　なぜか既き成せい事実化された自分の蔵書情報に抗こう議ぎの声を上げる十郎だったが、適当な言葉を探しているうちに、三人の少女は賑やかなお喋しやべりを交かわしながら整理に取とり掛かってしまっていた。諦めて口を閉じる。

　月子は屈くつ託たくなく友人たちと会話を交わしていた。その表情は、かつて浮うかべていた作り笑え顔がおではない。

　ここでの日々は、そのまま月子の変化と成長を見守った月日でもある。身長はあまり伸のびなかったようだが、内面は大きく変わった。彼かの女じよにとってプラスとなる方向に。本当に良かった──と一言で済ませるには、色々なことが起こりすぎてはいたが。

（卒業なんだな、こいつらも）

　ほとんどの生徒はそのまま中等育成校に進むことになるが、月子は例外である。世界でも類を見ないほどの才能を開花させた彼女は、おそらくエリートが選抜される特別育成校の方に編入されることになる。

　今やその力は最上級の国家財産なのだ。彼女に選せん択たくの余地はない。おそらく公私とも多た忙ぼうを極め、菜々香や紗弓とも会えなくなるだろう。

　果たしてそのことを分かっているのだろうか、と無む邪じや気きに笑い合う少女たちを見ながら、十郎は考える。いや、もしかしたら、三人全員がその程度のことで壊こわれる絆きずなではないということを、確信しているのかもしれない。そうであってくれればいいと思う。

「終わったよー」

　ほどなく本はきれいに二つの山へと分類された。

「ああ、俺の本はそのダンボールへ詰つめといてくれ」

「学校のは？」

「俺が後で資料室に返しておくからそのままでいい」

　十郎がそう言うと、菜々香と紗弓は無言で何か相談するように顔を見合わせ、そして揃そろってにいっと笑った。

「今、行ってきますよお。まだ嘉か神がみ先生も校舎に残ってるでしょうし」

「《見えざる手》使えば、ちょうど二人で分担して持って行けるくらいの量だよね。使っていいよね？　訓練ってことで」

「あ？　ああ」

「じゃあ、ちょっと行ってきまーす」

「月ちゃんは、ダンボール詰めの方よろしくねえ」

　二人は本を持って出て行った。

「……なんだ、あいつら」

「気を利きかしてくれたのかな」

　くすくすと笑いながら月子が言った。

　周囲に人の目がないとき、彼女の言葉からは敬語が消える。誰だれに対しても心を開けなかった少女に、十郎が命じてそうさせたのだ。あのあたりが二人の縁えんの始まりだったのかもしれない。

「何に気を利かすんだ？」

「私と先生が二人っきりになれるように」

　月子は嬉うれしそうに微笑ほほえむ。その真まっ直すぐな表情に、十郎は一いつ瞬しゆん目を奪うばわれた。

「お前……」

「はい？」

「何か、変わったよな。その──」

「観覧車のときから？」

　本をダンボールの中に仕し舞まいながら、月子は言った。

　そう、単に変わったというだけなら、彼女は常に変わり成長し続けている。しかし先日の観覧車での一件以降、何かそこに『強さ』とも言うべきものが加わったような、そんな印象を十郎は受けていた。

「別に変わったわけじゃないと思うよ。色々と気持ちの整理がついたこと、ちゃんと気持ちを伝えられたことで満足しただけ」

　そういえば、差し向かいで話をするのはあのとき以来だ。

　一応年長者として、忠告はしておいた方がいいのだろうか。はしたない真ま似ねをするなとか、もっと自分を大切にしろとか──いや、どれも何となくずれている気がした。自分はとんでもなく的外れで馬ば鹿か馬ば鹿かしいことを考えているのではないか、という気分になる。

　そんな十郎の思考を先回りしたように月子は口を開いた。

「えっと、私、先生に対して何かをしてほしいと、思ってるわけじゃないよ。今すぐ答えが欲ほしいとか、気持ちに応こたえてもらいたいとかいうことじゃなくて、ただ知っておいてほしいだけ」

「それは、まあ……」

　どう答えたものかわからず言葉を濁にごす。

「あーその、でも、お前はまだ子どもなわけで、そういう話はちょっと早いんじゃねえのか」

　言いながらこれも間の抜けた台詞せりふだよな、などと考える。

「でも、私にだって、どうにもできないよ？」

　月子は胸に手を当てた。

「気持ちがここにあるんだもの。自分の意思でもどうにも動かせないものが。今の立場は不安で怖こわくて、大変だけど、でも、これがあるから頑がん張ばれる気がするんだ。不思議な感じだよね。──あ、それともう一つ、ものすごくあたりまえのことなんだけれど」

「あん？」

「私、今は一二だけど、三年後には一五だし、八年後には二〇。子どもじゃなくなるときは、絶対に来るんだよ。忘れないでね」

「あ、ああ」

　肯うなずくと、月子は笑った。十郎はその表情にどこか圧あつ倒とうされるような、妙な力強さを覚えた。

　口調は穏おだやかで控ひかえ目めで、紛まぎれもなく自分の知る雛ひな咲さき月子だ。しかし、やはり変わったのだと思う。そう、確かに彼女は強くなった。少々予想外の方向にではあるが。

「本、沢たく山さんあるね。もうダンボール四つ目」

「手て当あたり次し第だいに買うからな。持って帰ってから選より分わけて整理するさ」

　マンションの自宅の方では、部屋を一つ書庫として使っている。もう少しスペースには余よ裕ゆうがあったと思うが、そろそろ不要な本の処分のことは考えておいた方が良いだろう。

　そういえば一花の蔵書もまだ残してあったな、と十郎は思い出だした。

　彼女の好みは幻げん想そう的てきな小説や童話の類だった。聖書などもあった気がする。十郎とは相あい容いれない趣味だが、姉が居なくなってからも捨てる決心ができないまま置いてある。

　一花の心は殺さつ伐ばつとした現実からかけ離はなれた何かを必要としていたのだろう。もっと早く気付くことができていれば、何かが変わっていたのかもしれないが──

（……いや、これも不毛な考えか）

　十郎は思考を打ち切った。

　今でもときどきこのような気分にとらわれる。月子たちに助けられてずいぶんと立ち直ってはいるのだが。

「そういえば、先生、引っ越しは特別対策局へ復帰するからなんだよね。おめでとうございます」

「どうも。誰に聞いた？」

「嘉か神がみ先生。仕事が増える、忙いそがしくなるってぼやいてたよ」

　嘉神祐ゆう平へいはここの教官の一人、年下の同どう僚りようである。人の好さそうな笑顔を思おもい浮かべ、十郎は申し訳なく思った。どこもかしこも人手不足だ。

「えっと……それで、もう、学校には来ないの、かな？」

　月子が首を傾かしげて問とい掛かけてきた。少し寂さびしそうな表情に見えた。

「いや、お前らの卒業まではときどき顔を出すようにする。一応、責任があるし、それにまだまだ教え切れていないことが多すぎて不安だからな」

「え、そうなの？」

　少女は驚おどろいたように十郎の顔を見つめ、そして嬉しそうに、少し可お笑かしそうにくすくすと笑った。

「……何だよ」

「うん、先生も結構変わったなと思って。前はそういうこと思ってても、口にすることはなかったんじゃないかな」

「そうか？」

　自分ではよくわからない。

「先生は──教える仕事に向いてると思う。ずっと続けて欲しいくらい。それに、卒業しても先生の生徒だったことは変わらないよ。私だけじゃなく、みんなもそう。ずっとそのうえに色々なことを積み上げて生きていくの」

「……責任重大なこったな」

　自分は一人で生きて一人で死ぬものだと思っていた。他人の人生と繋つながって影響を与あたえ合うことがあるなど、考えてもみなかった。それを教えてくれたのは──多分、この少女なのだろう。

「そのうえ、私はずっと一いつ緒しよにいると約束してもらったしね」

　ふふっと月子は笑い、そして身を乗り出してきた。距きよ離りが縮まる。その表情が普ふ段だんとは別人のように見え、十郎は思わず体を硬こう直ちよくさせる。

「先生、私はね──」

　と、そのとき、玄関のチャイムが鳴った。同時にドアが開けられる。

「椎葉せんせーい！　いらっしゃいますかー？」

　ダイニングの向こう、玄関に立っている少女の姿が見えた。

「卯う滝たき、返事する前にドア開けんな。チャイムの意味ねえだろうが」

「あ、すみません」

　卯滝唯ゆい里り。一五歳さいながらこの育成校で教官見習いを務める十郎の後こう輩はいである。

　彼女は軽く背せ伸のびをするように、部屋の中を覗き込む。

「……もしかしてお邪じや魔までしたか？」

「いや、別に」

　隣となりの月子が少し頬をふくらませおじゃまでした、と呟いたような気がするが、聞かなかったことにする。

「何か用か？」

「いえ、もうすぐ特別対策局の方に戻るんですよね？　引っ越こしの準備とかお掃そう除じとか、手伝えないかと思って」

「わ、私たちがもうお手伝いしてますから、大丈夫です」

　十郎より先に月子が答える。少し声に棘とげがあったような気がしたが、唯里は意に介かいした様子もなく明るい笑顔を見せた。

「じゃあ、私もお手伝いすればもっと早く終わるね。上がっても良いですかー」

「あ、ああ」

　押し切きられたような格好で許可を出すと、では失礼しまーすと唯里は軽かろやかな足取りで部屋の中に入ってきた。

「わあ、シンプルですねー」

　部屋を見回す。

「なんか、大人の男って感じでかっこいいです。素す敵てき」

「卯滝先生の仕事はもうないと思いますよ。私たちだけで十分です」

　月子がどこか不機嫌そうな顔で言った。基本的に穏やかで人当たりの良い彼女にしては、珍めずらしいことである。どうやら唯里を苦手としているらしいのは普段の言動からも読み取れるが、その理由まではわからない。

「そんなことないと思うよー。掃除や後片付けもあるし、引っ越すのって結構大変なんだから。でも、今月いっぱいまではときどきこっちにも来るんでしたっけ。じゃあ、急ぐ必要もないのかなー。──あ、そうだ、ご飯作りましょうか。先生色々忙しいみたいだし、時間なさそうだから」

「ご、ご飯なら私だって、作──」

　月子が対抗するかのように立ち上がったが、急速に言こと葉ば尻じりがしぼんでいった。

「作、れ、ないですけど、その、いずれは……」

　まだ幼い上に箱入りのお嬢じよう様さまである。料理も含ふくめた家事能力全ぜん般ぱんにおいて、彼女は唯里に遠く及およばない。

「将来に期待するさ。──それから卯滝も、別にそこまでしてもらわなくていい」

「将来。そうですね、ずっと一緒なんですから」

　今度は唯里がむ、と口を一瞬への字に曲げた。

「……月子ちゃん、ちょっとこっちにきてくれるかなー？」

　そして、少し意地の悪そうな笑えみを浮かべて月子を手招きする。

「何ですか？」

　警けい戒かい心しんも露あらわに近づいた月子の耳に口をよせ、何事か囁ささやく。と、囁かれたほうの顔色が変わった。

「な、何ですかそれ！　ず、ずる──！」

「何を騒いでいるのですか？　あなたたち」

　月子の悲鳴を遮さえぎる声がした。玄げん関かん先さきに新たな客人の姿があった。

「声が外に漏れています。静かに」

　成人女性としてはかなり小柄で童顔。主任教官で育成校における十郎の上司、出雲いずも井い信し乃のである。そして、彼女の半歩後ろで嘉神祐平が人の好さそうな笑顔を浮かべていた。

「あ、私、ドア閉め忘れてた。すみませーん。出雲井先生」

「手伝いは結構ですがもう少し落ち着きなさい、卯滝さん。──資料室に居たら羽倉さんと日馬さんが椎葉先生の本を返しに来たのです。尋たずねたら、今、部屋に居るということだったので」

　二人の背後に立っている菜々香と紗弓が、月子にゴメンと謝あやまるように手を合わせていた。

「あんたが来るとは珍しいな、何の用だ？」

　月子たちや唯里はともかく、祐平に信乃までが部屋を訪ねて来るというのは、極めてイレギュラーな出来事だ。特に、この融ゆう通ずうの利かない上司とは普段から反りが合わない。交流を楽しむような関係ではないはずだが。

「単なる手続きの問題ですよ。異動の件、淵ふち上がみさんから連れん絡らくが行っているとは思いますが、規則上はここの責任者である私が直接伝えなければならないのです。──椎葉一級特とく殊しゆ執しつ行こう官かん、四月一日より特別対策局への異動を命じます。正式な書類は後ほど。また、それまでの間、常勤教官から非常勤教官へ身分を変へん更こうし、当校と同時に必要に応じて特別対策局での任務に従事することを認めるものとします。これまでのご協力に感謝します。以上」

「拝命した。どうも」

　相変わらず無む駄だに几き帳ちよう面めんなことだと思いながら、そう答える。

「というのは建前で」

　とそのとき、祐平がにこにこしながら続けた。

「挨あい拶さつしておきたかったんすよ。信乃先生も椎葉先生もお互たがい忙しい身ですし、最悪四月まで顔を合わせられないままさようならって可能性もあったんすから」

　余計なことを言うな、という顔で信乃が睨にらんでいるが、祐平は意に介さない。

「一年間ありがとうございました。俺もかなり助かりましたっすよ、色々とね。ま、うまく時間が空けば飲みにでも行きましょう」

「俺は酒飲まないんだがな」

「じゃ、俺が飲むっす」

「祐平君、あなたまだ未成年。──雛咲さんたちも、そろそろ夕食の時間です。寮に戻りなさい」

　はーい、という子どもたちの返事に肯くと、では失礼しますと言い置いて信乃は踵を返した。

　一流の医い療りよう魔ま法ほう士にして、厳しい教官。病院で医師として働きつつ医療魔法の研究に努め、さらに子どもたちの面倒をみるというのは、かなりの激務のはずだ。だが、彼女が弱音を吐はいたのは見たことがない。

　間ま違ちがっても友好的な関係とは言えなかった。しかし、彼女に助けられたことも多かったように思う。

「──世話になったな、出雲井。嘉神も」

　十郎が声を掛けると、一瞬信乃は足を止めかけたが、結局何も言わなかった。

　代わりに先を歩いていた祐平が振ふり向むいて言った。

「すみませんね、信乃先生、こう見えてかなり重度の照れ屋さんなもので──あたっ！」

　追おい抜ぬきざまに信乃が彼かれの足を踏ふんで行った。

　小さく苦笑が漏れる。意外なことに、悪くない気分だった。

　楽しかった──おそらく育成校での日々は、そう表現できるものだったのだろう。

　だが、自分はここから去らなければならない。

　過去と決別するために。姉を殺したあの男とけりを付け、前に進むために。



　　　　　＊　＊　＊



　翌日、特別対策局の局長室まで出向くと、運良く淵上が在席していた。

「──よお、元気そうじゃないか」

　受話器を置いて軽く手を上げる。どこかと電話していたらしい。

　根強い異論はあったようだが、結局、淵上は十郎の復帰案を通すことに成功した。見た目はやる気のなさそうな中間管理職だが、そのあたりの手しゆ腕わんは大したものである。

「どうも。ひとまず礼を言っておきます」

　淵上は十郎の顔に視線を向け、そして値ね踏ぶみするように目を細めた。

「もう気持ちの整理はついたか？　まったく、お前の姉さんもアホなことやらかしてくれたもんだ。後始末が大変だったよ」

「……試ためすのはやめてもらえませんかね」

　十郎は淡たん々たんと続けた。

「自分の上司が本気でそんなセリフを吐くほど馬ば鹿かだとは思いたくないんで」

「ふむ」

　淵上は両手を上げた。

「悪かった。どうやら本当に頭は冷えたようだな。ここで冷静さを失うようなら、さっさと叩たたき出すつもりだったんだが」

「能の勢せの行方ゆくえは？」

「国外に出た形けい跡せきがある。その後のことは何も掴つかめていない。何を考えているのかよくわからん奴だが──まあ、最悪のケースは想定しておかなければならんな、あいつの性格的に」

　この場合の最悪とは、能勢が何らかの事件に巻き込まれて死んでいることではなく、敵となって牙きばを剥むいてくるということである。そしてそうなった場合、彼を相手にできるのは十郎しかいない。

「椎葉一花の事件あたりから、少し精神的にやばかったからなあ。暴発する可能性は考えていたが、失しつ踪そうされると動向が把は握あくできんぶん、余計に厄やつ介かいかもしれん」

「動き待ちですね」

「当面はな」

　淵上はそこでふと思いついたとでもいうように、普段とは違ちがう色を湛たたえた目を十郎に向けた。

「……お前はさ、あいつ、殺せるか？」

「それはどちらの意味で？」

　戦って相手を凌りよう駕がすることができるかということか、それとも、心情的にとどめを刺さすことができるかということか。どちらでも答えは一緒だが。

　戦うことになれば、結末はどちらかの死しかないだろう。お互い全力を尽つくせば、結果は自然に出る。それだけの話だ。そして、十郎が姉を殺したあの男と戦う理由は十分すぎるほどにある。

　ただ──能勢に対し一つだけ十郎はある疑問を抱いだいていた。願わくば、戦う前にそれについて能勢と話のできる機会があればいいのだが。

　淵上はふうと息を吐いた。

「愚ぐ問もんだったな。忘れてくれ。まあ、それ以外にでも、お前の力は必要だ。このところ内外で少し妙みような気配がする。金とか武器とかの動きがね。面めん倒どう事が起こるかもしれん」

「大規模なテロとかですか？　『大おお祓はらえ』の残党とか」

『大祓』とは反魔法士系のテロ組織である。過激な活動で有名だったが、少し前に壊かい滅めつし、現在は存在していない。

　そういえば残党なら先日一人捕つかまえたな、と十郎は思い出した。

　ショッピングモールに爆ばく弾だんを仕し掛かけようとしていたのである。唯里の頑張りに加え、幸運にも恵めぐまれて、被ひ害がい者しやは出さずに済んだ。あれは単独犯のようだったが、再結成の組織だった動きなどがあるのだろうか。

「わからん。杞き憂ゆうならそれでいいけどな。──とりあえず、オフィスの方に行ってくれ。お前のデスクは変わってない。週一から二で育成校、残りはこっちってことで話が付いている。非番のときも居場所は明確にしておくこと。当面は待機当番の予定だが、基本的にいつでも出動できるようにしておいてくれ。以上だ」

「了りよう解かい」

　十郎が退出しようとしたとき、淵上は思い出したように付け加えた。

「ああ、そうだ。あと能勢が消えた分の補ほ充じゆうで新人が入ったから、教育係をお前に任せる。しばらくついててやれ」

「……新人？」

　十郎は眉をひそめた。



　オフィスに入る。

　久ひさし振ぶりではあるが、何も変わったところはないように感じられた。

　人はあまり多くない。局に所属する特殊執行官は、外で任務に就ついていることがほとんどであるからだ。少数居る内勤の職員からちらりと視線を向けられたり、ときに露ろ骨こつに顔をしかめられたりはするが、まあそんなことはどうだっていい。孤こ立りつしているのは昔からだ。自分はただ、ここで果たすべき役目を果たすのみである。

　とりあえず腰こしを落ち着け、現状起こっている重大事件をチェックし──と自分のデスクに視線を向けたとき、見覚えのある姿があった。

「あ、椎葉先生。よろしくお願いします」

　能天気ともいえる明るい声。

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………ここで何やってんだ、お前」

　十郎はたっぷり数十秒沈ちん黙もくし、ようやく口を開いた。

　目の前で唯里が笑っていた。
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　後部座席のシートにもたれて、はあ、と月子はため息をついた。

（こうしてるあいだにも卯滝先生、椎葉先生と一緒にお仕事してるのかなあ……）

　昨日の唯里の言葉を思い出す。

　申しん請せいが通り、唯里も特別対策局で見習いとして働くことになったのだという。育成校の教官職も今まで通り続けるため時間的にはかなり厳しくなるだろうが、そんなのは彼女にとって何ほどのことでもないだろう。

　十郎はずっと一緒に居ると約束してくれた。そのことは自分の大きな拠より所どころであり幸せな気分をもたらしてくれるが──考えてみれば、自分一人が彼のすべてを独どく占せんできるわけもない。

『三年後には一五だし、八年後には二〇』と十郎に言ったのは月子自身だ。しかし、唯里は現在すでに一五で、ということは大人になるのは月子より早いわけで──

「うー……」

　月子は唸うなり声ごえを上げて頭を垂れた。彼かの女じよに対しては常に先を行かれているような、敗北感のような感情がどうにも拭ぬぐえない。

　と、運転席から声が掛けられた。

「どうかなさいましたか？」

　幸こう崎さき深み冬ふゆ。年ねん齢れいは二〇代半ばくらい。祖父の私設秘書であるが、最近は月子の傍そばについて警護とマネジメントを担当することが多い。整った顔をしているが、まるで能面のように表情が乏とぼしく、口数の少ない女性である。

「あ、い、いえ、何でもありません。ちょっと考えごとを」

「そうですか。──渋じゆう滞たいです。到とう着ちやくにはもう少しかかるかもしれません」

　わかりました、と月子は答えた。

　年明けの一花の事件以降、雛咲月子の名前は全国的に知られるようになった。

　テレビへの出演依い頼らい、新聞雑誌からの取材申し込みなどは一時期の常じよう軌きを逸いつした量に比べれば落ち着いたものの、それでもまだまだ目の回るような忙しさである。

　魔ま法ほう士と一いつ般ぱん人じんとの断絶を埋うめる。立ち止まらずに、少しずつでも世界を変えていく。──そう決意した以上弱音を吐くつもりはなかったが、気の休まるときがほとんどないというのは、やはり精神的負担となる。

　そんな中、幸崎に連れられて移動する時間は比ひ較かく的てき楽にしていられるのだった。同性であり、必要以上に話しかけられることもないからだ。

　彼女がいない場合はいかつい男性のボディーガードに囲まれながら動くことになるので、緊きん張ちようの度合いが雲うん泥でいの差なのである。

　これからテレビの収録だ。局まであと一〇分ほどだろうか。月子は柔やわらかい背もたれに体重を預けて、目を閉じる。

（キス、してる分、リードだよね）

　観覧車の中でのことを思い出す。

　あれはその場の勢い任せというか、ほとんど無む我が夢む中ちゆうだった。とにかく緊張していて前後のことも覚えていないし、もう一度やれと言われてもとても勇気は出ないだろう。

　でも、あの感かん触しよくだけは唇くちびるに鮮せん明めいに残っていて──思い起こすたびに口元がゆるみ、頬ほおが染まる。

（先生のあっけにとられたような顔も、可愛かわいかったなあ）

　まあ、不意打ちで奪うばったようなものだから、そうなるのも当然なのだが──とそこまで考えてふと気付く。自分が不意打ちで奪えたということは、当然唯里にもそのチャンスがあるのではないだろうか。

　再び唸って頭を抱かかえた。やはり、どうしても、傍にいる時間の長いほうが圧あつ倒とう的てき有利に思えてしまう。

　昨夜、友人たちに相談したら、紗弓が『これはキセイジジツを作って、ゆいちゃんからさらなるリードを奪うしか──』とか言っていた。途と中ちゆうで菜々香がスパンと頭を叩いて黙だまらせたので、どういう意味か詳しくは聞けなかったが。

（──傍にいる時間、か）

　ふと思った。

　時は有限。

　十郎だけでなく、菜々香や紗弓、他のあらゆる人についても、共に過ごしていられる時間には限りがある。

　おそらく月子の進路は友人二人と別れることになる。友だちであるという関係はずっと変わらないが、だからといってまったく変化せずにいられるかというと、そういうわけにもいかないのだろうと思う。

　もの寂しい気分になり、ため息がもれた。

「お体の具合がよろしくないのですか？」

「え……はい？」

「さきほどからため息をついたり、表情をめまぐるしく変えていらっしゃいますので」

　ルームミラー越しに観察されていたものらしい。

　とくに皮肉の響ひびきはなく事実をそのまま述べる口調だったが、月子は赤面した。

「ごめんなさい。大だい丈じよう夫ぶです」

「また考えごと、でしょうか？」

「え、は、はい、まあ」

　顔に出てるんだなあ、私、と月子はぺたぺたと頬を撫なでる。気を付けよう。

「──お変わりになられたと、思います」

　幸崎は不意にぼそりと言った。

「私がこれまでお目にかかる機会はそれほど多くなかったですが、それでもそんな印象を受けます」

「……え？」

　一呼吸ほど置いて、自分のことを言われているのだと気付いた。

「ああ、うん。そうかもしれないですね。傍にいる人たちから色々と影えい響きようを受けた結果でしょう」

　ほんの一年ほど前までは笑え顔がおしか知らなかった。心の中がどうであれ、その表情を変えぬまま“〝雛咲”〟にふさわしい振る舞まいをするのが正しいことだと、信じていたのだ。

　そうではない生き方のほうがずっと楽しく幸せだと教えてくれたのは、十郎であり、菜々香や紗弓だった。

「あの、幸崎さんはお祖じ父い様さまの元に来てどのくらいでしたか？」

「五年と二ヶ月です」

　一いつ瞬しゆんの思考時間もなく答えが返ってきた。

「だとすれば、今の自分はさぞ変わったように見えるでしょうね……」

　ふと、この女性に興味が湧わいた。少し勇気を出して尋ねてみる。

「あの、幸崎さんも魔法士なんですよね？　お祖父様のところにいらっしゃるまでは何をされていたのですか？」

「特殊執行官です。事情があって行き場所を失ったのですが、そこを雛咲伊い蔵ぞう先生に拾っていただきました」

　すんなりと返答があって、少し意外に思う。

　ミステリアスで寡か黙もく、どちらかと言えば冷たい人という印象があったが、話しかけてみれば、案外会話が成立するものだ。

「あの、では、育成校にも通ってらしたんですよね？　初めての卒業式とか、どんな気分でした？　私、友だちと離はなれてしまうのが悲しくて……」

「私は──初等育成校には通っておりませんので、その辺りはよくわかりません。申し訳ありませんが」

「そうなんですか？」

　この国で生まれた人間には、生後の一定期間内に魔法の素質検査が義務づけられており、そこで才能ありとみなされた者は育成校に送られるはずだ。月子の知る限り例外はない。

　通っていないとは──どういうことなのだろう。

　しかしさらに問おうとしたとき、携けい帯たい電話が鳴った。表示は雛咲伊蔵。

　少し緊張しながら通話ボタンを押おす。

「……はい月子です」

『いまどこに居る？』

　声にそこはかとなく不機嫌の気配があり、月子は思わず背筋を伸のばした。

　今日はテレビ局で落ち合うことになっているのだが、おそらく先に着いてしまったのだろう。高名な政治家でもあるこの祖父は、待たされることを好まない。

「お待たせして申し訳ありません。渋滞で少し遅おくれています。でも、おそらくあと数分で到着できるかと」

『……幸崎に急がせなさい。まったく、時間を守れない秘書など居る意味がないのお』

「は、はい、わかりました」

　切れた電話を眺ながめ、ため息をついた。

　普段は対外的な印象をおもんぱかって温おん厚こうな態度を崩くずさない伊蔵だが、思い通りにならないことがあるとすぐに気分を害し、責任を他人に求める傾けい向こうがある。今の言葉の裏にも幸崎に対する侮ぶ蔑べつが見え、少し月子は悲しくなった。

「ごめんなさい、幸崎さん。お祖父様が急いでほしいとのことです」

「承うけたまわりました。裏道から回って少し飛ばしましょうか」

「はい、お願いします。ありがとう」

　車が大通りを逸それ、やや細い道に入る。

「……なぜなのですか？」

　しばらくして、幸崎が口を開いた。

「はい？」

　月子は問い返した。何に関しての質問なのかよくわからなかったのだ。

「あなたがよく口にされる『ごめんなさい』『ありがとう』『お願いします』という言葉です。まるで私に頼たのみ事ごとをしているように聞こえます」

「え、えっと、頼んでいるんですけど……何かまずかったですか？」

「今、私はあなたの下位にいる人間で、あなたの便べん宜ぎを図はかるためにここに居ます。であれば、ただ命令するだけで良いのではないですか？　いつも雛咲先生が──お祖父様がそうなさるように。なぜ依頼するなどという無駄なことを？」

「無駄、ですか……」

　そんなことを言われたのは初めてだった。戸と惑まどいながら月子は口を開く。

「んーと、基本的にはその方が気持ちよくやりとりできると思うからですけど……あの、不快でした？」

「いえ、そういう感情はありません。ただ疑問を感じただけです」

「だったら、その、私が下位とか上位とかそういうものの考え方が苦手な人間だということで納なつ得とくしてもらえませんか？」

　幸崎は少し考え込むように沈黙し、そして口を開いた。

「理解しました」

「えっと、ありがとう」

　変わった人だなあ、と月子は思った。
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「……嫌きらいなものとかねえのか、お前」

　ランチタイムの喫きつ茶さ店てん。看板にこそ『喫きつ茶さ』と書かれているが食事のメニューも豊富で、どちらかといえば小さな洋食屋という方が近い。

　カレー、オムライス、ハンバーグ、ピラフ、サラダ、サンドイッチ──目の前のテーブルには様々な料理が並んでいる。このうち十郎が注文したのはサンドイッチ一人前のみで、残りは全部唯里の胃い袋ぶくろに収まる予定だ。まあ奢おごると言ったのは自分であるし、この健けん啖たんさと物もの怖おじしない性質は彼女の長所と言ってもいいのだが。

「そんなことないですよー。私にだって、ちゃんと好すき嫌きらいはあります」

「例えば？」

　唯里は少し考えて答えた。

「例えば……んー、そうですね、不ま味ずいお料理は嫌いですねー。美お味いしいカレーと不味いカレーなら不味いカレーの方が嫌いだし、美味しいラーメンと不味いラーメンなら不味いラーメンの方が嫌いです。あ、そういえばこのお店、ラーメン置いてないですね」

「……喫茶店だからな」

　十郎はゆっくりとサンドイッチを食べながら、次々に食べ物を口の中に放ほうり込んでいく唯里を眺める。『効率的な食物摂せつ取しゆの方法』とか『早食いの上達のために』とかいうタイトルを付けてＤＶＤにでもすれば、立派な教材になりそうだった。そんな技術が何かの役に立つのかどうかはともかく。

「──で、どういうつもりなんだ？」

　自分の分を食べ終わり、唯里の食事も一区切り付いたのを見計らって、そう尋ねた。もちろん、彼女が特別対策局に配属されてきたことについてだ。

「申請が通ったんですよ。見習いとして使ってもらえませんかー？　ってお伺うかがい立てたら」

　一花が準局員として特別対策局に出入りし始めたのは確か一三だか一四だかのときだったから、それを考えれば不自然なことではないのかもしれない。一花と月子が規格外であるため目立たないが、この少女もまた日本で有数の素質を持つ魔法士なのだ。

「もっと考えるだろうと思ってたんだがな」

　少し前まで彼女が自分の進むべき道について悩なやんでいたことを、十郎は知っている。容易に答えが出るような問題でもないだろう。

「考えるつもりですよ、これからも。ただ、色々自分の目で見て、体験しながらですけどねー。とりあえず飛び込んで、やってみる方が性に合ってる気がするんです」

「んー……まあ、お前らしいといえばらしいのか。しかし、申請することを隠かくしてたのはなぜなんだ？」

「隠すつもりはなかったんですけどねー」

　唯里は少し困ったように笑った。

「先生がそれに反対するにしても賛成するにしても、私、影響されちゃいそうですし、そうなると自分で決めると決心した意味がないような気がして」

　十郎は息を吐いて首筋を掻かいた。

「ま、それがお前の決断なら別に言うことはねえさ。色々教えてやるとも約束したしな」















　おそらく──自分が特別対策局に在ざい籍せきしている期間はもうそれほど長くない。能勢の件が決着したら、すぐにでも辞やめることになるからだ。限られた時間ではあるが何かを遺のこしていけるのは悪くないだろう。

　もちろん、あらゆる手段を使って能勢の行方を突つき止とめるのが第一の目的であり、そのことを忘れるわけにはいかないが。

　と、そこでふと十郎は思い出だす。

「お前、特別育成校の出身だったっけ」

「そうですよー」

　素質ありと判定された中でもさらに優すぐれているごく一部の子どもは、特別育成校に集められて英才教育を受ける。守ヶ丘普ふ通つう育成校のような場所に月子のような才能が埋もれていたというのは、実は極きわめてレアなケースなのだ。

「能勢和かず希きって知ってるか？」

「はい、一度見かけた程度ですけど。私の先せん輩ぱいで特殊執行官ですねー。私の前に守ヶ丘育成校で教えていて、今はこの特別対策局に居るという」

「この特別対策局に『居た』だな、正確には」

「そうなんですか？　退職された？」

「いや……」

　十郎は言葉を濁にごした。今はまだ行方不明扱あつかいである。いずれ何らかの動きはあるのだろうが、さしあたって今唯里に詳しい事情を教える必要はない。

「あいつも特別育成校の出身だったから、もしかしたら子どものころからの知り合いなんじゃないかと思ってな。年齢から言って初等のときは重なってるはずなんだが」

　育成校も通常の学校と同じく六・三・三制である。唯里が今確か一五、能勢は十郎と同い年のはずなので、二一。ということは一年間、共に初等課程で学んでいるはずだ。

　だが、唯里はきょとんと目を瞬またたかせた。

「いえ？　そんなはずないと思いますけど──」

　んー、と首を傾かしげる。

「特別育成校は日本に一つだけですよねー。で、初等課程全部合わせても一〇人居るか居ないかだし、私、初等に限らず一いつ緒しよだった人は年上も年下も含ふくめて全員覚えていますけど、その、能勢さんは居なかったですよ」

「そうか？」

　十郎は眉をひそめた。年齢か何かを勘かん違ちがいしていたのだろうか。



　午後、唯里に適当な内規集やマニュアルを与あたえ読んでおくように言い付けると、十郎は資料室に籠こもり、書類と携帯情報端末ＰＤＡから能勢に関する情報を集めた。

　プロフィールを発見。生年月日を確かく認にん。記き憶おく通りで、特に思おもい違いはしていなかったようだ。

（妙な話だな）

　引ひっ掛かかるものを覚えながら、続きを読み進める。

　特別対策局に来てからは、とにかく賞しよう罰ばつ関係の記述が豊富だ。功績は絶大であるが、懲ちよう戒かい処分を食らうこともまた多い。そしてそれ以前は──ほとんど空白だ。わずかに特別高等育成校出身と記き載さいされているのみ。

　出自が明らかではない人間を登用することはありえないから、上の方は把握しているのだろう。しかし隠してあるということは隠すだけの理由があるということであり、であればおそらく知るのは容易ではない。

「そういや……昔の話は聞いたことがなかったか」

　組むことは多かったが、お互たがいの過去話をした記憶はほとんどなかった。どんな人間かは知っているつもりだが──どんな人生を送ってきたのか、なぜああなってしまったのかということについては興味を抱いだいたことがなかった。

　おそらく自分に期待されているのは他の人間が能勢を追おい詰つめた後のこと──身み柄がらを確保する、もしくは処分する際の働きだ。それについて異存はない。ただ、可能ならば彼とは邪じや魔まを入れず二人だけで対たい峙じしたいとも思っている。

　能勢の失踪は問題視されているから、おそらくは既すでに公安警察あたりが内ない偵ていを進めているだろうが──彼らに先んじて接せつ触しよくを持つことは可能だろうか。能勢の過去を含め、公開されていないデータを手に入れることができれば、何かの手て掛がかりになるかもしれないのだが。

　そんなことを考えたとき、十郎と唯里に局長の元への出頭を命じるアナウンスが流れた。

　資料室を出ると、ちょうど自分を探していたらしい唯里が駆かけ寄よってきた。

「じ、事件ですかっ？」

　期待と緊張に二分された表情で言う。

「さてな」

　二人でオフィス内に戻もどる。デスクの一つに淵上の姿を見付けた。

　局長室にも立派なデスクやパソコンがあるのだが、淵上はこちらで作業をしていることが多い。おそらく局員に指示を送ったり、怒ど鳴なったり、作業に遅ち滞たいがないか目を光らせたりするのに便利だからだろう。

「や、おつかれ」

　淵上は書類から顔を上げ、のんびりとした声で二人を迎むかえた。

「──動きがありましたか？」

　能勢の件で何か展開があったのだろうか。だが淵上は十郎の問いにゆっくりと首を横に振ふった。

「いや、別件。ちょっとお嬢じようさん向きの件があったんでな、出動してもらおうかと」

「私？」

　唯里が目を瞬かせる。

「そう。んー、火事というか小ぼ火やというか……まあ、詳しくは現場で聞いてくれ」



　二人は車で指定された地下鉄の駅へ向かった。

　現場を封ふう鎖さしている警察に所属を告げると、そのまま中に通される。明らかに未成年である唯里が若じやつ干かん奇き異いの目で見られたものの、咎とがめられることもなかった。特別対策局は普ふ通つうではない。よって一いつ般ぱん常識に照らして妙なことがあったとしても口出し無用。その方針が行いき渡わたっているようである。

　事件の概がい要よう。

　地下鉄駅のゴミ箱から出火。しかも同駅内の四箇所から、ほぼ同時に。

　薬品を利用した極めて単純な発火装置が使用されたものと推定。中の新聞や雑誌に引火し派手に燃えたものの、炎ほのおによる直接的な怪け我が人にんはなし。煙けむりを吸い込んで気分を悪くした利用客が三人ほど病院に運ばれたが、いずれも軽症。現在、列車の運行を一時停止して事後処理中。悪質な悪戯いたずらの疑いは濃のう厚こうなれど、テロの可能性も払ふつ拭しよくできず。念のため確認を要す。

「──問題なしです」

　意識を集中していた唯里が目を開け、十郎にそう告げた。

「マナの動いた形けい跡せき、ありません」

　テロ行こう為い等の凶きよう悪あく犯罪が疑われるような場合、魔法が使われた可能性はないか調べることが通例になっている。万一魔法士が絡からんでいたりすると、事態の危険度、深刻度が跳はね上あがるからだ。特に一花の事件以降、神経質なまでに警察は気を遣つかっていると聞いている。

　通常は警察や消防所属の魔法士が任に当たるのだが、マナの感知能力には個人差がある。たまたま今回は適当な人材が足りなかったということで、特別対策局に依頼が回ってきたのだった。

　唯里の感知能力は日本でも指折りのものである。加えて危険な任務でも難しい任務でもない。つまりはこの少女の研修にうってつけの事件だったわけだ。

「よし、これで四箇所全すべて確認済み」

　あとは鑑かん識しきと刑けい事じの仕事である。目もく撃げき証言や犯行の痕こん跡せきから犯人を追っていくことになるだろう。これ以上、特別対策局の出る幕はなさそうだ。

「じゃ、現場責任者の警察官に報告、そして局の方に任務終しゆう了りようと帰き還かんの連れん絡らくを入れてこい」

「了解しました！」

　元気よく答えて唯里は歩き去った。

　社交性やコミュニケーション能力に関して言えば、彼女は十郎を遥はるかに上回る。初対面の人間とも友好的な関係を築けるのは強みであり、その点で自分がアドバイスできるようなことなど何もない。

「こうやって少しずつ経験を積んでいけば、いい魔法士になれるだろうな」

　十郎は呟つぶやいた。

　人使いの荒あらい仕事魔まであるものの、淵上はあれでまずまず話のわかる上司だ。一花が居たころとは特別対策局も変わっているはずである。唯里を取り巻く環かん境きようが、彼女にとって優やさしいものであればいいと十郎は願った。



　──その期待は遠くない未来に裏切られることになるのだが。



　　　　　＊　＊　＊



（──おや？）

　乾いぬい廉れん平ぺいは首を傾げた。

　地下道への連絡口がロープと警官によって封鎖されている。何か事件でもあったのだろうか。人の動きを見るに、それほどのおおごとでもなさそうだが──

「あの、何かあったんですか？」

　かつての血が騒さわいだというわけではないが、若じやつ干かんの好こう奇き心しんを覚え、年若い制服警官に尋たずねてみる。

「ああ、ちょっと地下鉄駅のゴミ箱から火が出たので、立ち入りを遠えん慮りよしてもらってるんですよ。多分、そう長くかからず解除されると思いますけど……もう少しお待ちいただけますか」

　そんな答えが返ってきた。

　乾は礼を言ってその場を離れた。不心得者がうっかりタバコでも投げ込んだのか、あるいは誰だれかの悪ふざけか。いずれにしても迷めい惑わくな話だ。

　地下鉄で帰ろうと思っていたのだが──さて、どうしよう。

『長くかからない』と言われたものの、運転再開はいつになるか不明である。バス停には地下鉄から閉め出された人々が長い行列を作っていた。少なくとも数本は待たないといけないだろう。懐ふところ具ぐ合あいを考えればタクシーは論外。となれば──

「節約と体のためにも、自前の足を使おうか」

　そう決意し、乾は自宅へと歩き出した。

　日は傾かたむきかけているものの、空気はまだまだ暖かい。ウォーキング日和びよりと言ってもいいかもしれない。

　しかし足取りは軽いとは言えなかった。職探しが今日も空から振ぶりに終わったからである。

　乾はかつて特別対策局に勤める特とく殊しゆ執しつ行こう官かんだった。

　汚よごれ仕事に嫌いや気けが差し、五年と少し前、海外派は遣けん任務中に死を装よそおい逃とう亡ぼう、姿を隠した。書類上は現在も死亡のままになっているはずだ。

　厳格な身分証明が必要な職場では働けない。かといって経歴不明の三〇男を雇やとってくれる会社がそうそうあるわけもない。安定した正社員への門戸は閉ざされたも同然。ときどき日ひ雇やといの仕事にありつくことはできるものの、それだけでは親子二人が不自由なく暮らしていけるとは言い難がたい。蓄たくわえはゼロではないが、このままでは遠からず底を突くだろう。

　要するに今乾は、非常に追い詰められた立場にあるというわけだった。

「……いまさら雛咲さんに頭下げるわけにはいかないしなあ」

　この国に戻ってきた当初、乾は知り合いの伝つ手てで高名な代議士である雛咲伊蔵の元に身を寄せていた。そのまま彼かれの手て駒ごまとなることを選べば、戸こ籍せきの復活やあるいは新しい身分を手に入れることも可能であったかもしれないが──結局、乾は伊蔵の手を振り払はらうことを選せん択たくしたのだ。

　離れ離れになっていた娘むすめを引き取ることができたのも彼の助力があってのことだし、感謝の気持ちはある。個人的に雇いたいというオファーも受けた。

　しかし、任されるのは裏の世界の仕事だ。

　娘に誇ほこれないようなことに手を染めては、再び汚れ仕事に戻るような真ま似ねをしては、意味がない──そう思った。少し前、とある少女と話すことで、そのことに気付かされたのだ。

　悩んだ結果、乾は伊蔵から依い頼らいされた仕事を放ほう棄きし、彼の元から出しゆつ奔ぽん。そして現在に至るというわけである。

（まあ、理想やきれいごとで腹がふくれるほど現実は甘あまくないんだけどね……）

　ため息が漏もれた。

　客観的に見ても、自分はそれなりの腕うでを持つ魔法士である。裏の世界に潜もぐり込めば、いくらでも仕事はあるのかもしれない。しかし、それでは特別対策局や伊蔵の元で後ろ暗い命令に従うのとなんら変わりはないのだ。何より今は、魔法士である自分自身に嫌気が差している。

　居場所を把は握あくされている可能性は高いと思うが、伊蔵は今のところ何も言ってこない。

　逆らうものを無条件で見み逃のがすほど寛かん容ようだとは思えないから、どうせすぐに泣きついてくることになると思われているのだろう。今の自分たち親子は、彼の気分一つでどうにでもされてしまう立場でしかない。それこそ明日にでも犯罪者として逮たい捕ほされてもおかしくないのだ。

　彼の手の届く範はん囲いから逃にげ出すためにも、また安定した身分を手に入れるためにも、とにかく金が欲ほしかった。自分はともかく、娘のことを思えばこのままでいいはずがない。学校にすら通わせてやれていないのだ。

　ふと目を上げると、街頭ビジョンで夕方のニュース番組が流れていた。そこに、今や日本の魔法士を代表する存在となった少女が映っていた。



『──でも、魔法って何でもできるわけじゃないですから。やっぱり困ってしまって、どうしようもなくなることもありますよ』

『ほう、そういうものですか？　あまり想像できませんが──例えば、どんなとき？』

『えっと、寮りようのご飯で嫌いなおかずが出たときとか……。あ、そうだ、あと夜の寮の廊ろう下か。ときどき、ものすごく怖こわいんです。何か、出そうな感じがして……。窓から人の顔がひょいとのぞいたりするかも、とか思ってしまうと、もう駄だ目めです。目を開けていられません』

『本当に出てきたら、魔法でやっつけちゃえばいいんじゃないですか？』

『魔法が通じなかったら大変じゃないですか』

　少女、真顔。

『まあ、それは確かに魔法じゃどうしようもないかもしれないですねえ』

　インタビュアー、口元をほころばせる。微笑ほほえましいといった様子。

　少女、赤面する。

『あ、あの、だからといって、夜の廊下が歩けないわけではないんですよ？　どうしても我が慢まんできないときには、友だちに手を握にぎってもらったりしますから』

『普通の人みたいに魔法以外のことで何とかするわけですね』

“〝普通の人みたい”〟という言葉──少女の表情が一瞬悲しそうに曇くもる。だがそれを悟さとらせることなく、すぐに笑顔を浮うかべる。

『そうですね。結局、魔法に助けられることも、魔法じゃないことに助けられることも、どっちもあるんですよね。私も誰か困ってる人を手伝うときは、自分が魔法士だからとか、あんまり考えないです。ただ、力になれればいいなって』



「ふーん、うまく言うもんだなあ」

　乾は感心する。

　自分を例にとって語ることで、魔法士の社会的役割を主張して──いや、多分そんな大げさなものでもない。

　自分のできる方法で他人に親切にすること、それが大事。

　要は子どもらしい純真さと計算のない熱意でそう言っているだけなのだ。青あお臭くさいなどと嘲あざ笑わらう声もあるかもしれないが、少なくともこの少女が自分の力を誰かのために役立てたいと真しん剣けんに思っていることを、疑える者はいないだろう。

　確か伊蔵の孫とかいう話だったか。

　皮肉抜ぬきで立派なものだと思う。この真しん摯しさは誰に強制されたわけでもない、彼かの女じよ自身の資質だ。強ごう欲よくで老ろう獪かいで狡こう猾かつな祖父に利用されなければいいと思うが──















（まあ、僕ぼくには関係のない話か）

　彼女自身も、彼女の語る世界も、特殊執行官の身分を捨てた自分と交わることはない。気にしても仕方がないだろう。

　とそのとき、携帯の振しん動どうを感じて乾は立ち止まった。ポケットから取り出して見てみると、娘から帰宅時間を問うメールが来ていた。少し頬ほおを緩ゆるめて、番号を呼び出す。

「もしもし美み優ゆ里り？　ああ、僕だ。もう終わったよ。……うん、これから帰る。あと三〇分くらいかな？　……うん……うん、そうだね、一緒にご飯食べようか」

　電話を切り、再び足を速めて歩き出す。

　前方の地下入り口にも警官が立っているのが見えた。火事ということで、かなり広い範囲を封鎖しているのだろう。

（大だい丈じよう夫ぶかなあ）

　ふと思う。

　詳くわしい状じよう況きようはわからないが、愉ゆ快かい犯はんの放火であるなら繰くり返かえされる可能性は高い。それも少しずつ規模をエスカレートさせながら。あるいは、もしテロの一いつ環かんであったりしたなら、今後さらにひどいことが──

　乾は一つ首を振って考えを打ち切った。つい昔の癖くせが出てしまう。

　だからもう自分には関係のない話なのだ。現げん役えきの刑事なり特殊執行官なりがうまく片付けるだろう。今考えるべきは自分と娘のこと。それだけだ。

　そのとき再び携帯電話が鳴った。娘かと思ったが、非通知表示である。

「────？」

　乾は眉まゆをひそめながら通話ボタンを押した。







　　　二章　変わるものと変わらないものと変われないもの





　曇り空ぞらの肌はだ寒さむい一日だった。

　現場からの帰り道。唯ゆい里りにとっては数回目の出動である。だが助手席の彼女は珍めずらしいことにずっと無言だった。

　疲ひ労ろうもあるのかもしれないが、おそらくは精神的な衝しよう撃げきの方が大きいのだろう。十じゆう郎ろうも敢あえて声を掛けることはせず、ただ車を走らせた。

　先日の地下鉄駅での放火を皮切りに、首しゆ都と圏けんで同様の出火事件が続発するようになっていた。いずれもよく似た時限式発火装置を利用。同一犯の可能性が高いとして、警察も本ほん腰ごしを入れて捜そう査さを始めている。

　悪いことに、火災の規模は徐じよ々じよに大きくなっていった。

　今日、二人が向かったのは老舗しにせのデパートである。それも今回は魔ま法ほうの確認ではなく、消火活動への助力だった。デパート内の書店から複数同時に上がった火の手が、瞬またたく間まにフロア全体へと燃え広がったのだ。

　唯里は《障しよう壁へき》により火災の範囲を限定。同時に突とつ入にゆうと避ひ難なんのための経路を確保。消防と協力し、ほどなく鎮ちん火かさせることに成功した。そして、後の処理を消防士たちに任せて引き揚げてきたところである。

「……着いたぞ」

　車を停とめ、十郎は言った。唯里の実家近くである。翌日が特別対策局出勤のときは、彼女は育成校寮ではなくこちらに寝ね泊とまりしている。

「あの、いいんですか？　普通は局に一度戻って報告したり、書類書いたり──」

「その落ち込み具合で何ができるんだよ。俺おれがやっとく。お前はさっさと寝ねて立ち直るのが今の仕事だ」

「…………」

　彼女はしばらく迷っていたが、やがて車を降り無言で一礼した。

　十郎は車を飛ばして局の本部ビルに戻る。オフィスに入ろうとしたところで、ちょうど淵ふち上がみと行き合った。

「よ、どうだった？」

「間に合いましたよ。ほとんど犠ぎ牲せい者しやは出さずに済んだ」

「ふむ、ほとんど、ということは、ゼロではないんだな」

「火災による直接の死者はゼロですが、当初、客がパニックを起こしましてね。将しよう棋ぎ倒だおしで二人ほど圧死しています」

　買い物に来ていた四歳の男の子と、その祖母だった。

　下手をすれば一〇〇人単位で死者が出ていたかもしれない事例である。犠牲者がその程度ですんだのは、紛まぎれもなく唯里の魔法があったからだ。もっとも、助からなかった人間が存在する以上、彼女は欠片かけらも誇る気にはなれないのだろうが。

「卯う滝たきは家に返しました」

「ふむ、落ち込んでるかな？」

「まあ、間ま違ちがいなく」

　他人の死に心を痛めることができるのは、間違いなく誇るべきことである。

　ただし救いを待っている人々は多く、行動の遅滞は犠ぎ牲せいの拡大を招く。悲しみにかまけて立ち止まることは許されない。特別対策局の魔法士というのは、そういう仕事なのだ。

　唯里は優ゆう秀しゆうだが、そこまでの強さは持ち合わせていない。今はまだ。

「ケアはしておきますよ。俺の下ですしね」

「任せた。しかし──ふむ」

　淵上はまじまじと十郎の顔を見つめた。遠慮のない視線に、思わず眉をひそめる。

「……何ですか？」

「いやいや、何でも。板に付いてきたなと思っただけだ。──それで魔法の気配は？」

「ありませんでした。検証が済む前に引き揚げて来ましたが、火元にはやや火力強めの爆ばく発はつ物ぶつが幾いくつかってところですね、おそらく」

「テロの線が強くなってきたかもな。どこまでエスカレートするんだか」

　やれやれというように淵上は息を吐はいた。

「で、ついさっきなんだが……警察の方から連絡があった。これからさらに増員して警けい戒かいを強めるから、当分は特別対策局の手は必要ないそうだ。まあ、魔法が使われたような痕跡はないわけだし、であるならば、自分たちだけで何とかしたい事件ってことなんだろ」

「了りよう解かい」

　唯里の研修も兼かねて十郎たちが現場検証に立ち会うことは何度かあったのだが、これからはそれも少なくなるということだ。基本的に警察庁は面子にこだわる組織だ。特別対策局に借りを作ることを好まない。自然な成り行きだろう。

「しかし、嫌いやな予感がするんですけどね」

　仮に──犯人側に警察とのそういう微び妙みような関係を知ち悉しつしている魔法士がいたとする。おそらく最初は魔法を使わず油断させ、警察が特別対策局を遠ざけるのを待つ。そして隙すきを狙ねらい、大おお掛がかりな本命の、警察の手に負えないような事件を起こす。警察が一度面子にかけて自分たちでやると決めたなら、特別対策局への協力要よう請せいは可能な限り後に回そうとするはずだ。そうなれば局は初動の段階で致ち命めい的てきな後れをとることになる。

　──多分、能の勢せならこの程度のことは考えつくだろう。

「つっても、何ができるわけでもないんだけどな。こっちの人手が足りてないのも事実だ。仕事が減るならそれはそれでありがたい話だと思うしかないさ」

　淵上の言葉はのんき過ぎるようにも聞こえたが、確かにそれも一面の真実ではある。結局のところあらゆるリスクに万ばん全ぜんの備えを取るのは不可能。戦力には限界があるのだ。

　自分の席に戻り適当に報告書をまとめると、十郎は資料室に足を向けた。

（──検討だけはしておくか）

　実際のところ、能勢が関かかわっているという確証はない。だが、その可能性があるなら無視はできないのだ。自分がいまここにいるのは、彼と相見あいまみえるためなのだから。

　能勢は爆発物の専門家ではない。彼が絡んでいるとしたら、誰かと手を組んでいるはず。そこで一つの名前が思い浮かぶ。

　──チェスター・マクスウェル。

　世界最大クラスの軍ぐん需じゆ企き業ぎようＰＭプロジエクト・マクスウエル社の社長。人材に対する偏へん執しゆう的な蒐しゆう集しゆう欲よくを持ち、非合法に魔法士を集めているコレクター。

　そして──十郎の姉、一いち花かを破は滅めつに追いやった人物。

　彼がこれまでに行ってきたことは、姉の同どう僚りようでありそしてマクスウェルの部下でもあった氷ひ見み谷や晃こうという男から聞いた。

　ＰＭ社は、非公式にではあるが、組織からあぶれた魔法士の受け皿としての役割も果たしている。つまり、マクスウェルは各国の魔法士の動向に常に気を配っているわけだ。彼の方にも能勢と組む理由は十分である。

　十郎はデータベースからマクスウェルのプロフィールを検けん索さくした。

　確認できる範囲で取り立てて目を惹ひくところはない。州立大学を卒業後、志願してアメリカ軍に入隊。数年間従軍した後除隊。その後ＰＭ社の前身となる大手商社に入社、ここで頭角を現し取とり締しまり役やくとなると組織を一新、さらに業績を押おし上げ現在のＰＭ社を作り上げる。

　企き業ぎよう人じんとしては極めて優秀なのだろう。だが、わかるのはその程度だ。

　初老の男の写真がこちらを見つめている。温おん厚こうそうな落ち着いた表情。会ったことのない人間の顔。しかし、視界に入ると同時にぞくりと背中が震ふるえた。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて十郎はそれが憎ぞう悪おなのだと気が付いた。

　内に籠もった悲しみは、反転すると外へと向かう憎にくしみに変化するのかもしれない。今、この男が目の前にいたとしたら、殺意を抑おさえる自信はなかった。きっとナイフを抜いて首筋を──

　と、そのとき、ポケットの中が振動した。

「…………」

　ふう、と一つ息を吐いて、携けい帯たい電話を取り出す。

　月つき子こからのメールだった。仕事の移動中の車の中かららしい。内容は他た愛あいもないこと。

　読んでいるうちに、十郎は冷静さを取とり戻した。物ぶつ騒そうな考えを頭から追い払う。大丈夫。自分はこちら側に繋つなぎ止とめられている。

　マクスウェルに対しての感情は簡単に整理できないが、彼に対する殺意を実行に移す機会は永久にないであろうこともまた、十郎は理解していた。一花が道を誤ったのは一花自身の責任でもある。だからこそ、能勢との決着をつけるところまでで区切りにすると、そう決意しているのだ。

　月子は十郎が教える仕事に向いていると言っていた。全部終わったら、そちらの方面で職を探すのも良いかもしれない。

　ああそうだ、月子にメールを返したら、唯里にも電話を入れておくとしよう──そんなことを考える。彼女もまだ相当に落ち込んでいるだろうから。

















　　　　　＊　＊　＊



　月子はメールの文面に目を落とし、にっと口元を緩めた。相変わらず短い文面だが、励はげましの意思が感じられる。保存設定にしておく。あとでまた読み返そう。

　今日は祖父と共に新聞社の取材。伊い蔵ぞうの到とう着ちやくまでホテルの一室で待機しているところである。

　まだ時間はあるだろうか。ならば、今、簡単に返信を──

「月子さん」

　そのとき不意に声を掛けられ、月子は慌あわてて表情を改めた。

　そういえば幸こう崎さきが部屋にいるのを忘れていた。言葉を発していないときは、ほとんど気配まで消しているようだ。あるいはそれも月子に対する気き遣づかいなのかもしれないが、いきなり話しかけられると、ときどき心臓が止まりそうになる。

　そういえば今、かなりみっともない顔をしていたような気がするが……見られただろうか。

「もうすぐお祖じ父い様さまがいらっしゃいますから、準備を」

　月子の心境を知ってか知らずか、いつも通りの内心を窺うかがわせない声で幸崎は言った。

「あ、はい、わかりました──」

　だが、言葉が終わらないうちに部屋の扉とびらが開けられた。

「月子、記者さんがいらっしゃったようだ。来なさい」

　伊蔵が顔を覗のぞかせた。

　普ふ段だん、用があるときは誰かを使いによこすか月子を呼びつけるのだが、取材の場合はこうして自らやってくる。一緒に記者の前に登場し、仲の良い祖父と孫の姿をアピールするという狙いがあるようだ。

「は、はい」

　月子は慌てて携帯を仕し舞まおうとする。

「ああ、待ちなさい──どこに連絡をとっていた？」

　すっと目が細められる。これは機き嫌げんが良くないときの兆候だ。

「あの、えっと、少しメールを……」

「最近、暇ひまがあれば携帯電話を触さわっているように見えるな。便利な道具だがふさわしい使い方を考えた方が良い。それに付き合う相手もな。──電話、貸しなさい。今のお前に、それは必要ない」

「え……」

　月子は思わず携帯を背後に隠かくした。これは──今、自分にとって唯ゆい一いつの心の拠より所どころなのだ。取り上げられるわけにはいかない。

　しかしそのような反はん抗こうを祖父が許すはずもなかった。伊蔵の口元から笑えみが消える。最終警告のサイン。

「なんだね、その態度は。わしの言うことが聞けんのかな？」

「い、いえ、そのような、ことは……」

　どうしよう。どうすれば切きり抜けられる？

　だがそのとき、月子を庇かばうように幸崎が一歩進み出て口を開いた。

「雛ひな咲さき先生。そろそろ向かわれた方が。記者の方をお待たせするのも──」

「口を挟はさむな！　この下等なゴミが！」

　雷らい鳴めいのような一いつ喝かつ。月子は思わず身を竦すくませる。だが、幸崎は怯ひるんだ様子もなく言葉を続けた。

「月子さんの精神状態を考えると、今ここで無理を通さない方がよろしいのではないかと存じます。もし取材の際に動どう揺ようした様子を見せてしまうようなことがあれば、マスコミにも良い印象を与えません」

「貴様、魔法士風情ふぜいが何を賢さかしらに──」

　と言いかけたところで伊蔵は口を噤つぐむ。他ほかならぬ自分の孫もその『魔法士風情』であることに思い至ったらしかった。そして同時に、幸崎の言には一理あるということにも。

　心を折って言うことを聞かせるのは簡単だが、ショックを受け落ち込んでいる少女をマスコミの前に引きずり出せば、雛咲家のプラスイメージを広めるという目的は果たせない──おそらくはそう判断したのだろう、口を開いたときには穏おだやかな声に戻っていた。

「……まあ、今はいいだろう。早く来なさい」

「は、はい」

　月子はひとまずほっとして後に続いた。



　取材は滞とどこおりなく終了し、月子は再び幸崎の運転する車に乗って帰路に就ついた。

　幸いなことに伊蔵はすぐに別件の仕事に向かい、結局携帯電話の件が蒸むし返されることはなかった。

「あの、ありがとうございます」

　月子は運転席に向かって言った。

「何のことでしょうか？」

「携帯電話です。幸崎さんが庇ってくれなかったら、どうなっていたか……」

「あの場でもっとも合理的だと思える判断をしたまでです」

　返答は素っ気なかった。だが、すぐに言葉が続けられる。

「携帯電話が、それほどまでに大切ですか？　月子さんの立場であれば、お祖父様に逆らわないというのが一番合理的な行動ではないかと思いますが」

　やっぱり独特なものの考え方をする人だなあ、と月子は思う。

「えっと、大切なのは携帯電話ではなく、その向こうに居る人たちとの繋がりなんです。私は色々な人に支えられていて、一人では立つこともできないんですから」

「それは、以前仰おつしやっていた、月子さんを変えた人たちですか」

「そうですね。私にとって、すごく大切な存在です」

「────」

　幸崎は沈ちん黙もくする。

　と、車が速度を落とし、ゆっくりと停止した。

「？　何かありました？」

「渋じゆう滞たいしていますね。……警官が交通誘ゆう導どうに当たっています。何かの事故か、事件でしょうか」

　一部の道が通行止めになっているようだ。この辺りは普段から交通量が多い。狭せまい区域に押し込められた車の群れは、進むことも退くこともならず、完全に動きが止まってしまっている。

　車列越ごしに見えたバリケードの向こう側には、せわしなく回転する赤色灯や慌あわただしく動く大勢の人の姿があった。

「あ……」

　何となくそのまま窓の外を眺ながめていた月子は、小さく声を上げた。人ひと混ごみと緊きん急きゆう車両の隙すき間まから、煙が見えたのだ。そう、まるで、ビルが丸ごと燃やされたかのような。

　このところ、連続放火だか出火だかの事件がニュースを賑にぎわせていることを思い出だした。それだろうか。

「大分混乱していますね。動き出すまでには、少々時間が掛かかるかもしれません」

「あ、はい。構いませんよ。ゆっくり行って下さい」

　今日のスケジュールはすべて終わっている。夜は実家泊どまりの予定だ。特に早く帰りたいわけでもない。

　と、そのとき──

「────！」

　マナの微かすかな動き。月子と幸崎が反応すると同時に、後部ドアのロックが外された。

（《見えざる手》……？）

　まるで不可視の手を操あやつるように、物理的な力を発生させる魔法。ごく初歩の術だが、魔法回路を構成したマナの動きは遅ち滞たいなく、見事なまでに流りゆう麗れいだった。

「失礼。ちょっとお邪じや魔ましますね」

　そしてドアが開かれ──男が一人、後部座席の月子の隣となりに乗り込んできた。

　思わず目を瞬まばたかせる。

「能勢……先生？」

　能勢和かず希き。特別対策局の局員にして、わずかな期間ではあるが育成校にて教官をも務めていた一級特殊執行官。

　秀しゆう麗れいな顔にたたえられた穏やかな笑みとはうらはらに、非常に危険な人物だと月子は認にん識しきしている。

「今すぐ月子さんから離はなれなさい！」

　幸崎の鋭するどい声。しかし能勢は顔色一つ変えなかった。

「お久しぶりですね、名な坂さかさん──いや、今は幸崎さんでしたか」

（ナサカ──？）

　どこかで聞いたような気がする名前だ。だが月子が思い出せないでいるうちに能勢が言葉を続けた。

「まずは落ち着いて下さい。私は少し雛咲さんと話がしたいだけなのですから。とある情報筋からあなたのスケジュールを入手し、待っていたのですよ。いや、うまく合流できて本当に良かった」

「は、話でしたら何もこんなところで、こんな方法を取らなくとも……」

　能勢は月子に微笑みかける。

「そうもいかないのです。私は現在お尋ね者ものの身でして」

「え？」

「十郎さんからは何も聞いていませんか？　まあ、あの人は軽々しくそういう話を漏らすタイプではないと思いますが」

「……無断で任務を離り脱だつ、行方ゆくえをくらましたと報告が入っています。見つけ次し第だい身み柄がらを確保しろという命令も」

　幸崎が静かに告げる。月子は驚おどろいて能勢を見た。

「そういうこと。ああ、捕つかまえようなどと思わないでくださいね。この辺りには通行人が多いですし、巻き込まれる人が出ると気の毒だ」

　慄りつ然ぜんとする。

　つまり、下手なことをすれば周囲を巻き込むぞという宣言だ。そして彼は必要があればためらうことなくそれを実行する種類の人間であることを、月子は知っている。

　単純に魔法の才能、能力であれば月子が上回っているだろう。ただ、経験が違ちがいすぎる。決断力、判断力に大きく劣おとる以上、この状況で能勢を確実に止められるという確信を持つことはできない。ひとまずおとなしく話を聞くしかなさそうだ。

「……何の御ご用ようですか」

「物分かりが良くて大変助かります」

　能勢は微笑んだ。

「大した用ではないのですけどね。メッセンジャーをお願いしたいだけです。私がここに──つまり、雛咲さんに手が届く位置に現れたということを、十郎さんに伝えてもらいたい」

「な、何のために、そんな……？」

「もちろん彼が気合いを入れて戦ってくれるように、ですよ。あなたはあの人に大切にされていますからね」

「戦う？」

　月子は問い返した。さっぱり意味がわからなかった。

「どうして……？　先生たち、友だちじゃないんですか？」

「友だちとは、何を指して言う言葉ですか？」

　不思議そうに反問されて、月子は声を失う。

　自分にとって友だちは、友だちだ。それ以外の何ものでもない。定義が必要などと考えたこともなかった。

「私の中には友ゆう誼ぎという概がい念ねんが存在しません。一種の価値基準だということは理解できるのですけどね。私にとっての価値とは、戦うに値するか否いなか、それだけです。十郎さんには実に価値があり、つまり是ぜ非ひとも殺し合いたい相手というわけです。難しい話だとは思わないのですが」

「戦うに値するって──そっちの方が理解できません！　どうして、戦わなければいけないんですか？」

「そりゃ、戦いたいからですよ」

　むきになった月子を面おも白しろがるように、あるいはからかうように能勢は笑った。

「私の中の本能によってそう規定されているから、と言いい換かえてもいい。あなたは呼吸をしたり食事を取ったり眠ねむったりするときに、いちいちその理由や意味やメリットやデメリットを考えたりしますか？」

　軽い口調。

　しかし、月子が返答できなかったのは、その中に冗じよう談だんでは済まされない響ひびきを感じ取ったからだった。つまり──この人は本当にそういう人間なのだ、ということを理解してしまったのである。

「それが私を構成する要素であり、私が生きるために必要なことであり、抑えきれないほどの強い強い欲望なのです。私が価値を認めた相手、つまり十郎さんを殺して、勝つことが」

「────っ！」

　十郎を殺す、という言葉を認識した瞬しゆん間かん、月子は思わず能勢の顔を睨にらみ付つけていた。

　しかし動じる様子もなく、むしろ優やさしげに彼は口元を緩めた。

「ん、いい顔だ。あなたももう少し経たてば育つかもしれない。でも、今はまだ早いですね。十郎さんへのメッセージ代わりに、傷の一つや二つは付けておいてもいいかもしれませんが──」

　その瞬間、目の前の男の気配が変わった。

　息が詰つまったような感覚。月子は反射的に身を遠ざける。気付いたときには背中をドアに張り付かせていた。

（何──これ）

　肌はだが粟あわ立だち、体が小刻みに震えている。

（い、嫌、嫌だ、怖い、怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い──）

「──ま、加減を間違えてもいけないので、今回は控ひかえましょうか」

　ふと見ると、能勢は再び穏やかに笑っていた。

　──いや、彼は表情を変えたわけではない。身じろぎすらしていない。ただ異様な圧あつ迫ぱく感だけが突とつ然ぜん月子に襲おそい掛かり、そして突とつ然ぜん消きえ失うせたのだ。

「恐きよう怖ふを知るのはいい経験ですよ。とりあえず、今はあなたが無む茶ちやな行動をしない限り何もしませんから、落ち着いて下さい。名坂先せん輩ぱいも」

　幸崎は腰こしを浮かしかけていたが、結局、手を出す機会は逸いつしたようだった。諦あきらめたようにシートに座すわり、ハンドルを握り直す。

　月子は懸けん命めいに呼吸を整えようとした。まだ胸が早はや鐘がねを打っている。背中に冷たい汗あせの感かん触しよくがある。

「殺意。殺気。人を殺すという意志をどれだけ簡単に抱いだき、行使することができるか──つまり、これが今の私とあなたの差です。この差を埋うめたいなら人を殺すのが一番早いですよ。最初の一歩は未熟な人間を飛ひ躍やく的てきに成長させます」

「あなたは……人を殺すことを何とも思わないんですか？」

　口の中がからからになっている。まだろくに舌も動かない。しかし、必死の思いで月子は非難の言葉をぶつけた。ここで屈くつしてしまうのは、人間性そのものの敗北であるような気がしていた。

「あなたや、あなたの大切な人が殺されようとしても、同じことが言えるんですか？」

「言えない理由がありますか？」

　能勢は当たり前のように言った。

「戦せん闘とうは私そのもの。戦った結果としての死は、それが相手のものであっても自分のものであっても、快楽に他ならない」

　その言葉の中に一片の嘘うそも含ふくまれていないことを、月子は理り屈くつではなく直感によって知った。彼は本気でそう考えているのだ。

　言い返すべきだと思った。しかし、何を言えばいいのかわからなかった。

「今はまだ少し足りませんが、あなたにもそういう相手になれる可能性がある。だから期待していますよ。私は欲張りなもので、手に入れられるものは全部手に入れたくなるのです。まあ、さしあたっての目的は十郎さんですけどね」

「…………」

「私と会ったことは、忘れず伝えてください。何なら、殺されかけたと言っていただいても構いません。あの人が本気になるのは、自分よりむしろ他人が危険にさらされたときですから。──では、そろそろ失礼いたします」















　能勢はドアに手を掛ける。

　ルームミラー越しに幸崎がわずかに目を細めたのが見えた。まるで獲え物ものに飛びかかろうとする猫ねこのように。

　しかし、月子は首を横に振ふった。万が一にも巻まき添ぞえを出すわけにはいかない。

「ああ、そうそう、最後に一つ」

　そんな動きに気付いたのかどうか、能勢はドアを開けたところで振り返って言葉を続けた。

「あなたは魔法士を救おうとしていますが、その中には、私のような、どうしようもなく救いがたい人間もいるのですよ。その名坂──幸崎さんですか、彼女も、私の側に近い人間です」

　月子は幸崎に視線を向ける。彼女は表情を動かしていなかった。

「大きな力を持ったまま、善良に、真まっ直すぐ育つ方が難しい。雛咲さんはそのことを知っておくべきですね」

　では、と笑い、車を降りると、能勢は歩き去った。背中が人ごみの中をゆっくりと遠ざかり、やがて見えなくなる。

　後ろの車からクラクションが鳴らされた。いつのまにか車列が動き出していたようだ。

「……出してください。家に戻もどりましょう」

　心を落ち着かせるように深呼吸すると、月子は幸崎にそう言った。

　車がゆっくりと走り出す。

「通報いたしましょうか？　おそらくはあまり意味がないとは思いますが……」

　ハンドルを操りながら、幸崎が静かに言った。

　追われているのを承知で、自分の存在をアピールするためにわざわざ姿を現したのだ。警察、あるいは特別対策局に連れん絡らくが行くことも当然想定しているだろう。少なくとも警察に彼をどうこうする力があるとは思えない。下手をすれば、余計な犠牲が増える可能性もある。

　少し考えてから月子は言った。

「いえ──ちょっと待って下さい。特別対策局への連絡も。別に何かをされたわけでもありませんから、あまり事を荒あら立だてたくありません。椎しい葉ば先生には後で私から連絡しておきます」

　ひとまずそういうことにしておこう。

　わかりました、と答えた幸崎は、少し間を置いて再び口を開いた。

「彼かれの言ったこと、気になりますか？」

　何のことかはすぐにわかった。幸崎も自分に近いところに居ると、そう能勢は言っていたのだ。

　問いかけておきながら、返答を聞く前に幸崎は続ける。

「昔のことですが、事実の一いつ端たんではあります。機密に属することなので、あまり詳くわしくお話することはできませんが」

　普段よりわずかに早口だった。まるで月子の反応を恐おそれているように感じられたのは、気のせいだろうか。

「いえ、私は今の幸崎さん知っていますから。……私にとっては、それで十分です」

　それは紛れもない本心だった。月子にとって、彼女は変わり者だが信しん頼らいのおける人間である。

　幸崎は何も言わなかった。ただ、その肩からふっと力が抜けたように見えた。

（そうだ、あんな人の言うことに惑まどわされる必要なんかないんだ）

　恐怖が薄うすれ、心が落ち着いてくると、今度は猛もう然ぜんと腹が立ってきた。

　身勝手な価値観も放ほう逸いつな言い分も知ったことか。何が救いがたい人間だ。そんなことを彼に決められるいわれはない。彼の思い通りになど動いてやらない。絶対にだ。

　──決心した。

　十郎と能勢が争あらそうのを何としてでも止めてやる。

　さあ、考えろ。そのために自分に何ができるのかを。
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　幸崎は考え込んだ月子をミラー越しに見た。

　普段は変化に乏とぼしいその表情に、何かを決断したような色がかすかに浮かんだ。
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　抜けるような晴天。とはいえ、風がかなり強いので体感温度はやや低め。

　こういう日は火の回りが速くなるんだよな、と十郎は思った。

　朝刊の社会面に、昨日のデパートの火災が大きく取り上げられていた。過去何なん件けんかの出火事件と絡からめて論じる記事もあり、世間の注目度は日増しに高まっている。

　唯理は元気に──少なくともそう装える程度には回復して──出勤してきた。一日で立て直したのは賞しよう賛さんに値するだろう。出火事件は警察の方で引き受けるという話なので、これからはそうそうお呼びが掛からないと思うが、彼女のためにも今日くらいは平へい穏おん無ぶ事じな一日であってほしいものだ。

　そんなことを考えながら、十郎はとあるホテルの玄げん関かんをくぐった。

　オフィスに詰めていた十郎の携帯に見知らぬ番号から電話が掛かってきたのは、一時間ほど前のことだった。

　電話相手は幸崎と名乗った。名前は知っている。月子の祖父、雛咲伊蔵の私設秘書。育成校に居るときに、何度か月子への連絡を取り次いだことがある。だが、個人的な接点はまるでない。訝いぶかる十郎に、彼女は『重要な話がある』と言って、このホテルを指定してきたのだった。

　少し迷ったが、声に込められた感情が真剣なものに思われたので、結局応じることにした。唯里も付いてこようとしたが、一人でという条件だったので、書類仕事を与あたえてオフィスに置いてきている。

　指示された通りロビー奥おくの喫きつ茶さ店てんに行くと、窓まど際ぎわの席に女性が一人座っていた。

「あんたが幸崎か？」

　相手が軽く肯うなずくのを確かく認にんして、十郎は向かいに腰を下ろした。

　と、十郎は軽く眉をひそめた。

「……どこかで会ったか？」

　こうして顔を合わせるのは初めてのはずだ。しかし、なぜか記き憶おくを刺し激げきされる。

「お会いしたことはありませんが、椎葉様が私の顔をご存じでも不思議ではありませんね」

　表情を動かさず、彼かの女じよは言った。

　おそらく二〇代の半ばくらい。隙のないスーツ姿。頭の後ろでまとめられた長い髪かみ。整っていながら、表情に乏しい顔。

　十郎はその中に、ある人物の面おも影かげを見み出いだす。

「──名坂千ち早はや」

　姉の一花と共に殉じゆん職しよくしたことになっていた特とく殊しゆ執しつ行こう官かんの一人。ただ、当時の死亡記事の写真では化け粧しよう気けがなく髪も少年のように短かったため、すぐには気付かなかったのだ。

「はい。五年前から幸崎深み冬ふゆと名乗り、雛咲伊蔵先生の元でお世話になっています」

「てことは、失しつ踪そう直後からじゃねえか」

　やはり上層部はあの事件のことを早くから把は握あくしたうえで、自分たち“〝遺族”〟を含む国民に対しては隠いん蔽ぺいしていたということだ。小さく舌打ちが漏もれる。

　とはいえ、もう終わった話だ。一花の事件の前なら関係者とみれば噛かみ付いて、無む理り矢や理りにでも情報を得ようとしていただろうが、もうそんなことをする意味は失われている。

「それで、何の用なんだ？」

「特別対策局の能勢和希について」

　十郎はぴくりと眉まゆを動かした。

「……続けろよ」

「彼は現在、行方をくらましている。あなた方は、彼の行方を知りたいと思っている。──そうですね？」

「そうだな。それが？」

「昨日、月子さんの元に現れました」

　幸崎は起き伏ふくのない声でその事実を告げた。

　十郎が反応するにはたっぷり数十秒の時間が必要だった。

「何──だと？」

「彼は月子さんに要求しました。自分がここに現れたことを椎葉十郎に伝えろ。そうすればより彼──つまり、あなたの戦意が増すだろう、と。言うまでもなく、月子さんがあなたの教え子であり、そしてそれ以上の関係だからです」

　それ以上というのが何を指しているのか確認したくなったが、ひとまず置く。口を突ついて出たのは別の質問だった。

「雛咲に怪け我がは？」

「ありません。彼の目的はあくまであなたを刺激することだったようです」

　十郎は大きく息を吐いた。

「幸運だったな。──で、あんたは雛咲に頼たのまれて、俺おれにそのことを伝えに来たのか？」

「いいえ、私の独断です。月子さんはあなたにお話しするかどうか、まだ迷っておられます」

「……何考えてんだ、あいつ」

　さっさと連絡をよこして助けを求めればいいものを。

「お分かりになりませんか？」

　幸崎の声にも表情にも変化はなかったが、なぜか十郎は自分が非難されているような気がした。

「あの方はあなたの弱みになりたくないのです。能勢和希の意図通りに動くことは自分があなたの足あし枷かせになることを意味しますから」

「あのバカ」

　十郎は呟つぶやく。

　らしいといえばらしい。だが、頼たよるべきときと意地を張るべきときの区別をつけろとも思う。背せ伸のびすることや頑がん張ばることが美徳になるのも時によりけりなのだ。月子は魔法に関して確かに類を見ないほどの才能を備えているが、能勢に関わるのは危険すぎる。

「わかった。つまり、あんたからの連絡があったことは雛咲に伏ふせておいた方がいいんだな？　情報提供に感謝する」

「まだ話は終わっていません」

　立ち上がりかけた十郎を、幸崎は制した。

「能勢が月子さんをあなたの弱点と見定めたなら、今後も利用しようとする可能性があります。私も簡単に近づけるつもりはありませんが、やはり彼の存在は抹まつ消しようされた方が安全であり、望ましい。──私が彼に関するあらゆる情報を提供し、あらゆる形で協力します。あなたには、確実に、そして可能な限り迅じん速そくに彼を仕留めていただきたいのです」

「…………」

　十郎は無言のままじっと彼女を観察し、そしてゆっくりと口を開いた。

「それが俺の仕事であり、個人的な目的でもある。言われるまでもねえことだな。で、情報って、具体的に何を提供してくれるんだ？」

「これを」

　幸崎は一枚の写真を見せる。十郎は眉をひそめた。

　おそらく防犯カメラの映像をプリントアウトしたものだろう。能勢の姿が写っている。そして、その隣に居る女は確か──アデルとか呼ばれていたか。

「偽ぎ名めいを使っていますが、空港で入国が確認されています。女性はＰＭ社のエージェントですね。彼を支し援えんしているものと思われます」

　やはりか、と思う。それ自体は予想していた。

　しかし──この情報が特別対策局に入っていないのはどういうことだろう。

「この写真はどこから手に入れたんだ？」

「公安警察から雛咲伊蔵先生の元に資料として送られてきました。他の部署へは漏らさないよう、先生の命令でストップがかけられています」

「……つまりこの件は、雛咲伊蔵が糸を引いている？」

「そこまでは把握しておりません。私の立場ではこの写真の入手が精せい一いつ杯ぱいでした。ただ、ＰＭ社と雛咲先生との間にパイプが存在しているのは確かです」

「腐くさってんな」

　十郎は唾つばを吐き捨すてたい衝しよう動どうに駆かられる。

　思ったより状じよう況きようは複雑なようだ。余計な横やりが入らなければいいが。

「次に能勢和希のパーソナルデータについて。おそらく検けん索さく不可能な部分が多かったのではないですか？」

　十郎は黙だまって肯いた。その通りだ。

「彼の出自は少し特とく殊しゆで、秘ひ匿とくされている部分があるのです。幼いころ、彼は育成校ではなく、別の場所で育ちました」

「それも雛咲伊蔵のところから手に入れた情報か？」

「はい。加えて、個人的な知識からも。私も彼と同じところに居ましたから。──椎葉さんは初等育成校から順に進学して現在に至っていますね？」

「ああ」

　魔法士の素質を認められた子どもが普ふ通つうに辿たどるコースだ。もっとも、能力の低い十郎は常に落ちこぼれだったが。

「育成校には二種類あり、特に素質の求められたものは特別育成校に、その他の者は普通育成校に送られる。ところが、あと一つ魔ま法ほう士に対して開かれている入口があります。それが──矯きよう正せい院」

「矯正院？」

　聞いたことがない。

「魔法を使うに当たって重要な要素が二つあります。一つは魔法の素質、もう一つはその行使を司つかさどる心──つまり健全な意思と判断力。いくら実力があっても、衝動に任せて濫らん発ぱつする、あるいは怯きよう懦だに囚とらわれて使えなくなる、そういう事態が起きるのは極きわめてまずいのです。それで、素質は認められるものの、精神的に大きな問題もしくは危険があると判断された者は、育成校ではなく別の施し設せつに送られることになります」

「つまり、その施設が矯正院？」

「はい。今のところ、その存在は公にはされていません。機密レベルがかなり高く設定されているはずです」

　理由はわかる。つまるところ、ヤバい人間をどうにかして使い物に仕立て上げるシステムだからだ。世間に知られれば、様々な方面から猛もう烈れつな反発を食うことになるだろう。一方、国としては貴重な魔法士を腐らせておくわけにはいかず、最大限活用する道を模も索さくしなければならない。なので隠す必要が生じる。

「私、そして能勢和希はそこの出身です。このメモリーカードに彼の経歴が記されています。雛咲先生のＩＤでデータベースにアクセスし、取得しました。後でご確認下さい」

　テーブルの上にメモリーカードが置かれる。

　十郎はわずかの間逡しゆん巡じゆんし、そしてそれを取ってポケットに入れた。

（さて、すべて事実ならありがたい情報ではあるが──）

　どうだろう、この女は本当に信用に値するだろうか。

「あんたの──」

　十郎は少しためらい、そして続けた。

「あんたの精神的な問題ってのは何だったんだ？　その矯正院に放ほうり込まれるほどの」

「服従的傾けい向こう」

　迷うことなく、そして言葉を濁にごすこともなく、幸崎は淡たん々たんと答えた。

「自意志が薄はく弱じやくであり、上位者からの命令と判断した場合、是非を判断せずにその通り実行する。そして結果に対し嫌けん悪お感や罪悪感を抱くことがない。他人からの命令がなければ、どのように生きていけばいいのかわからない。それが私」

　十郎は黙って続きを促うながした。

「私には姉がいました。幼いころ、姉は何か悪戯いたずらをして親に叱しつ責せきされました。彼女は私に言いました。『お母さん、いなくなればいいのにね』。不快感を刺激する相手の消しよう滅めつを望むのは、合理的であるように思えました。それで私は自分に備わっていた不思議な力を使って実行しました。当時の私の魔ま法ほう技術は拙つたなく完かん遂すいには至りませんでしたが、以降、矯正院で過ごすこととなりました」

「……わかった、もういい。あんたの魔法の能力は？　何ができる？」

「素質判定Ａ。斥せつ候こう、索さく敵てき、そして狙そ撃げきが専門です。先日の椎葉一花の事件の際にも動員されていました。邪魔が入り彼女を射殺することは叶かないませんでしたが」

「つまり、俺の姉を殺していたかもしれない人間だってことか」

「そうです」

　無表情のまま肯く幸崎。

　今のは隠しておいた方が心証が良くなる、少なくとも普通はそう考えるという類の情報だろう。訊きかれもしないうちから明らかにしたのは、下心がないことの証明か、それとも、人間心理の裏をかいた作戦か。

（……それほど器用な性格には見えねえが、な）

　嘘や偽いつわりを確実に見破ることができるとは言わない。そんなことは不可能だ。しかし、打算、計算などをまったく感じさせることなく虚きよ言げんを吐はくというのもまた難しいはず。

　あらゆる形で協力するという言葉には、今のところ嘘はないように思われる。だが完全に信用するにはまだ足りない。

「最後に聞かせろ」

　十郎は相手の目を見み据すえながら問いかけた。

「なぜあんたは雛咲伊蔵を裏切ってまで、雛咲月子に入れ込む？」

　月子と共に行動するようになったのはここ数すうヶか月げつ。伊蔵の部下として過ごしてきた年月の方がずっと長いはずだ。

　月子を何らかの形で利用するつもりであるなら、少なくともその気配がわずかでも見えたなら、この話はここで終わらせ、この女を敵とみなす。

　幸崎はゆっくりと目を閉じ一つ息を吐くと、話し始めた。

「依い存そんする対象なしでは、私は生きていけません。極めて精神的に不安定になるからです。しかし、主を強く求める一方で、命令に従うだけの、いえ、命令であればどんなことにでも従ってしまう人形でしかないことが、私の大きな劣れつ等とう感かんになっています」

　十郎は気付く。一見して感情がまったくないように見えるこの女性が、実はそうではないということに。

「彼女はこんな私を信用してくれました。彼女の傍そばにいれば、私でも、変わることができるのではないかと思いました。だからです。──あなたを満足させる答えになりましたでしょうか？」



　局に戻り、十郎は早さつ速そくメモリーカードを個人情報端末ＰＤＡに差し込んでデータを確認した。

　中身は幸崎の言った通り、能勢和希についての報告書だった。

　大手企き業ぎように勤める父親と専業主婦の母親との間に生まれる。兄弟はなし。

　両親共に魔法の才能は持っていなかったが、満二歳さいの試験において脳波がマナの動きに対して反応を見せる。魔法士の素質ありと認にん定てい。

　満三歳、運動、及および知能の発達診しん断だん、問題なし。

　満四歳、知能テスト、魔法に関する素質判定、共に優ゆう秀しゆう。性格判定、外向的かつ社交的。問題なし。

　そして五歳さいの誕生日──

　その記述を読んだ十郎は眉をひそめた。

「……両親を、殺害？」

　何があったのだろうか。

　報告書の続きに目を走らせる。

　遺体の損傷は極めて激しく、魔法によるものと思われる。

　犯行後も能勢和希は特に普ふ段だんと変わらぬ態度で取り調べに対応する。ただし、動機と犯行状況については語らず。ただ『僕ぼくが勝ったから』とのみ証言する。

　精神鑑かん定てい。判断能力に異常なし。

　矯正院への送そう致ちを決定。

「以降、一三歳まで矯正院か……」

　確かにこれでは唯里と面識はないだろう。

　矯正院においても問題行動は変わらなかったようだ。普段の言動は穏やかにして外向的。しかし闘とう争そう傾けい向こうが非常に強く、集団生活に適応せず。

　使い物になるレベルにまで戦せん闘とう衝しよう動どうをコントロールさせるのに八年かかったということなのだろう。

　幸崎は自身の性向に劣等感があると言っていた。能勢はどうなのだろう。苦しんでいるのか、受うけ容いれているのか。それとも気にも留めていないのか。

「……先生？」

　不意に声を掛けられて十郎は顔を上げた。唯里が戸と惑まどったような、心配そうな表情でこちらを見ていた。

「何だ、卯う滝たき」

「いえ──あの、何か辛つらそうな様子だったので、大だい丈じよう夫ぶかな、と」

「辛そう？　俺が？」

　自覚はしていなかった。

　十郎は息を吐いて体の力を抜ぬいた。
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　テレビ局での収録を終え、控え室しつに戻った。室内には月子の他に人の姿はなく、少し気分が落ち着く。

　所用で迎むかえに行くのが遅おくれるので少し待っていてくれと、幸崎からは言われていた。今日の予定はこれで終わりだし、明日は休養日だから、特に問題はない。月子は周囲に人目がないのをもう一度確認し、だらしなくテーブルの上に顔を伏せた。

　昨日のことはまだ十郎に伝えられていなかった。

　話せば十郎は心配し、気に掛けてくれるかもしれない。だがそれは、自分が彼のお荷物、弱点でしかないことを自ら認めることになる。さらに、このことが公になれば、伊蔵が月子を十郎や友人たちから切きり離し囲い込む格好の口実になってしまうだろう。

　そして何より、十郎と能勢の殺し合いのトリガーを、自分が引いてしまうかもしれないという懸念があった。そのことが怖こわかった。

　それでもし十郎が害されるようなことがあれば──

（だめ、考えるな、私）

　月子は不ふ吉きつな想像を頭から追おい払はらった。今はそんなことではなく、何か自分にできることはないかということを考えるべきだ。

『あなたは魔法士を救おうとしていますが、その中には、私のような、どうしようもなく救いがたい人間もいるのですよ』

　そう能勢は言った。

　彼は十郎と戦いたがっている。殺すこと、殺されることを何とも思っていない戦せん闘とう狂きようだ。

　十郎の方はどうなのだろう。能勢と戦いたいと──彼を殺したいと思っているのだろうか。

　能勢は十郎や月子の見ている前で一花を殺した。しかし、それ自体は仕事の上で仕方ないことだったはずだ。割り切れない思いはあるだろうし、何らかの形で決着を付けたがってはいるのかもしれないが、命のやり取りを望んでいるかというと──

（そんなことはない、はず）

　そう思う。あるいは願望に過ぎないのかもしれないが……少なくとも憎ぞう悪おに狂くるって進んで殺し合いに身を投じるような姿は想像できないし、見たくもない。

　となれば、やはり問題は能勢ということになる。

　月子は魔法士たちの立場が少しでも改善されるようにと願っている。十郎や一花や色々な人たちを見てきて、悩なやみ、考えた末に出した結論だ。

　世界を変えたい──その気持ちに嘘はない。

　では能勢は敵なのだろうか。自分がどうか幸せになって欲ほしいと思う人間の中に含めず、特別対策局あたりに通報して取り除くべき存在なのだろうか。

　昨日から何度もそのことを考えている。そして、同じ結論に辿り着つく。

「うん、そうじゃないよね」

　行うべきは選別や排はい除じよではない。単純に言えば『みんなで仲良く』、それが月子の目標なのだ。

　月子が最初に出会ったとき、十郎は刺とげ々とげしく人を寄せ付けないような雰ふん囲い気きをまとっていた。しかし、能勢に対しては壁かべを作っていないように──つまりは、仲のいい友人として接しているように見えた。

　二人がまた昔みたいに話せるように手を尽つくす。それが自分のやるべきことだ。

　あるいは甘あまい考えなのかもしれない。自分勝手な理想なのかもしれない。それでも、簡単に諦めたりしたくはないのだ。

　やはり昨日のことを十郎に伝えるのは、しばらく控えよう。その間に一いつ生しよう懸けん命めい考えるのだ。何とか二人を和解させる方法はないか。

　と、そのとき部屋のドアがノックされた。どうぞ、と応じると、幸崎が姿を現す。

「お待たせして申し訳ありませんでした。参りましょうか」

「あ、はい。今日は寮りようの方ですね」

　この週末は育成校の方に戻って過ごす予定である。

　月子は幸崎と共に控ひかえ室しつを後にした。
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「……では、それでお願いいたします。ええ……はい、手て筈はず通りに」

　拠きよ点てんの一つであるマンションの一室。アデルは電話を切り、能勢の方を向いた。

「明日一三時、だそうです」

「明日、ね。それはまた。せっかちなことだ」

　椅い子すに腰かけ新聞を読んでいた能勢は、顔を上げずにそう答えた。

　連日の出火事件が大きく報道されている。愉ゆ快かい犯はんの線で捜そう査さが進んでいるようだ。テロの可能性は警察も考えているだろうが、犯行声明もなく派手に爆弾を使うわけでもない。深刻な発表をしていたずらに不安を煽あおるわけにもいかないというあたりか。

　つまり今のところ、計算通りに事態が動いているということだ。

「準備が大おお掛がかりなほど動きが漏れてしまう可能性は高まりますからね。理に適かなってはいます。土曜日ですから、人出は多いはず。注目を集めるのにも好都合でしょう」

「ギアチェンジして加速するには適した日というわけですか。まあ、いつでも構わないのですけどね。私の出番は特別対策局の戦力を引きずり出してからですし、役目も一人のターゲットと戦って、殺すことだけですから」

「期待しておりますよ」

　物ぶつ騒そうな話題にもかかわらず、アデルはいつものようにただ笑っている。

　まったく感情の動きを感じさせない笑えみだな、と能勢は思い、ふと悪戯心を起こした。

「明日、私が裏切ったらどうします？」

　アデルは小さく首を傾かしげた。

「裏切るおつもりなのですか？　であれば、予告せず実行された方が有利ではないかと思いますけど。私がどうするかという質問であれば、おそらく、全力で止めることになるかと」

「勇ゆう敢かんですね」

　敢あえて笑ってみせる。

「死にますよ、あなた。それとも、私を止める自信があると？」

「自信と言うのかどうかはわかりませんが、客観的に見て、それなりの成功率は期待できると判断しております。仮に私が死ねば社長が事態の是ぜ正せいを図はかるでしょう。『トラブルが起これば、トラブルを解決するという楽しみが生まれる』とよく仰おつしやってますから、嬉き々きとして乗り込んでこられるかもしれませんわね。ただ、その場合私はこの世にいませんから、あまり考える意味はないですが」

　恐怖も怒いかりもない。表情は笑え顔がおのまま。ただ淡々と事実を述べる口調。

　自らを一つの道具、集団におけるパーツとみなしている人間の反応だった。意識してそうしているというよりは、もはやそれが彼女の在り方そのものとなっているのだろう。

　少なくとも相手にして面おも白しろいタイプではないことがわかった。明日の『役目』に思いを馳はせた方がまだしも楽しそうだ。

「──なるほどね。ちなみに、裏切るというのはジョークですから忘れてください」

「承知いたしました」

　アデルは素す直なおに肯いた。







　　　三章　崩ほう壊かいの序





「……あった」

　最さい部べ駿しゆん介すけは人だかりの向こうに目指すゲームを見つけ、そう呟いた。外出許可を申しん請せいし、電車を乗のり継ついでここまでやってきた甲か斐いがあったというものだ。

　巨きよ大だいな商業ビル『ミラージュ・プラス』のワンフロアを丸々占せん拠きよしているアミューズメントパーク。ここでこの週末から人気格かく闘とうゲームシリーズ新作のロケーションテストが行われているのである。

　ロケーションテストというのは、ゲームバランスの調整に役立てたり、ユーザーの意見を調査したりするために、開発中のゲームをプレイできる状態にして店てん舗ぽに設置することである。試作版とはいえ、正式発売前に新作ゲームをプレイできる貴重な機会であるため、ゲーマーたちの間では注目されるイベントだ。

　駿介はコインを握にぎりしめて行列に並んだ。

　二台のゲーム機が背中合わせに並べられた対戦用筐きよう体たいである。発売前ということで戦法はまだ確立されていないのだろう、１Ｐ側、２Ｐ側どちらにも圧あつ倒とう的てきな強さで連勝するプレイヤーは現れず、スムーズに列が消化されていく。

　ほどなく駿介の順番が回ってきた。

　コインを投入。

　ある程度操作方法がわかっている旧作からのキャラを使うという手もあるが、せっかくなので追加された新キャラを選んでみる。

「……うお」

　瞬しゆん殺された。

　色々試ためしてみようと技わざを確かめているうちに、一気に攻せめ込まれコンボを叩たたき込まれたのである。

　おもしれーじゃねーか、と呟き舌なめずりをする。二本先取制なので、まだ負けが決まったわけではない。

　二本目。かさにかかって開始と同時に飛び込んでくる相手を、小こ技わざで牽けん制せい。意外にリーチが長く、出も早い。ダメージは小さいが相手の出鼻を挫くじくのに有効のようだ。ヒット・アンド・アウェイでペースを握り、相手の反はん撃げきを押おさえ込んで勝利する。

　とはいえ、こういうちまちました戦い方は性に合わない。

　三本目、開幕と同時に大おお技わざ。これが突っ込んできた相手にカウンターでヒット。

「よっし！」

　駿介は一気に距きよ離りを詰つめて仕留めにかかった。
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『ミラージュ・プラス』のレストランフロア。ちょうど週末の昼時ということもあり、各店舗には長ちよう蛇だの列ができていた。

　目当てのオムライス専門店も例にもれず、二人は二〇人は居るであろう列の最さい後こう尾びに並ぶことになった。少しずつ前に進んではいるものの、順番が回ってくるまではまだ相当かかりそうだ。

「お腹なか減ったか？」

「大丈夫」

　乾いぬいの問いかけに、娘むすめはそう答えた。

「オムライスのためならがまんできる。がまんすればするほどおいしくなるの」

「いい子だ、もうちょっとの辛しん抱ぼうだからね」

　頭を撫なでてやると、美み優ゆ里りはくすぐったそうに笑った。

　土曜日ということで、職探しも一休み。たまには外食でもさせてやろうと娘と二人、ここまで出てきたのである。先のことを考えると贅ぜい沢たくは禁物だが、このくらいの家族サービスは許されてもいいだろう。

　と、そのとき乾の携けい帯たいが鳴った。

　非通知。だが、掛かけてきた人間の見当はつく。

「もしもし──ああ、やっぱり君か」

　ため息をつく。

「この前、はっきりと返事をしただろう。僕はもう──」

　そこまで言って周囲の視線に気づく。少し待ってくれと電話相手に伝えると、乾は娘の手を引いて、いったん行列から離はなれた。

「ごめん、ちょっと大事な電話をしなきゃならなくなった。ご飯はもう少し待ってくれるかな？」

　美優里は一いつ瞬しゆんだけ落らく胆たんした表情を見せたが、不満は漏らさず、ん、と肯いた。

「確かこの上の階にゲームセンターがあったよね。長くなるかもしれないから、そこで待っててくれる？」

「……ごはんのとき、オムライスの後でチョコレートパフェ頼んでいい？」

「いいよ。好きなだけ食べるといい」

　苦く笑しよう交じりに言うと美優里はもう一度肯き、エスカレーターの方へててっと駆け去っていった。

　見送って電話に戻る。

「お待たせ。──ああ、娘と外出中だったんだ。できれば家族団らんの時間を邪じや魔ましないでほしいんだけどね」

　相手の返事を聞いて、乾はまたため息。

「ああ、それは前にも聞いたよ。君には君の事情があるんだろうけど──何度言われても、答えは一いつ緒しよだ。僕はもう魔法を使いたくない。魔法士である自分は消し去ってもいいくらいに思っている。だから君の頼みに応こたえることはできない。いい加減、わかってもらえないかな」
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　耳に刺ささるような電子音と、目をチカチカさせるコンピュータ・グラフィックス。

　アミューズメントパーク。父親の言葉を借りればゲームセンター。

　人によっては我が慢まんできないほど騒そう々ぞうしく過か剰じようなまでに賑にぎやかだと感じられるであろうこの場所の雰囲気が、美優里は好きだった。

　一人ぼっちだったころは、我慢できないことがあると、よく家を出て繁はん華か街がいのゲームセンターに行った。ゲームをするためにではない。色とりどりに輝かがやき、音楽が途と切ぎれることなく、画面の中で様々なキャラクターたちが永遠に踊おどり続けている──この電子の洪こう水ずいの中に身をゆだねていると、さみしさを意識しないでいることができたからだ。

　クレーンゲームやプライズマシン、レーシングゲームの大きな筺体、リズムゲームの独特なコントロールパネル──今でも見ているだけで時間を忘れそうになる。

　と、そのとき、くう、とお腹が鳴った。さすがに体の方は空腹を忘れてはくれないらしい。

「ん、もうちょっとのがまんなの」

　美優里はお腹を撫でて、胃い袋ぶくろをなだめすかした。あせることはない。時間はかかっても、お父さんはちゃんと約束を守ってくれる人だ。

　クレーンゲームの商品のぬいぐるみを眺ながめながら、人ひと混ごみを縫ぬっててくてくと歩く。ふと顔を上げると、向こうの方に人だかりが見えた。

　どうやら対戦格闘ゲームのようだ。『ただいまロケテスト実じつ施し中』と書かれた標識が立っている。

　そういえば──あの子がこういうの好きだったな、と思い出だす。

　いつもむすっとしていて笑顔を見せない、でも、体を張って美優里を助けてくれた年上の少年。あの優やさしい魔ま法ほう使つかい。お礼の手紙を出したきりだったが（お父さん曰いわく、美優里にはあまり魔法士と関かかわってほしくないらしい）、元気にしているだろうか。

　と、美優里は目を瞬まばたかせた。

「──あれ？」

　目をこすってもう一度確認する。間ま違ちがいない。

　ゲームを取り巻く人ひと垣がきの中に、今まさに思おもい浮うかべていた顔を見つけたのである。

　向こうはまだこちらに気づいていないようだ。

（──どうしよう）

　声を掛けてみようか。自分のことを覚えているだろうか。

　胸がどきどきするのを感じながら、近づいてみる。

　ななめ後ろから袖そでを引こうと手を伸のばす。



　そのとき、“〝それ”〟が起こった。
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「ただいまー」

　ハンバーガー店のロゴマークが入った巨大な袋ふくろを抱かかえながら、唯ゆい里りが十じゆう郎ろうのデスクの前に戻もどってきた。

「お疲つかれ」

　十郎は袋の中からハンバーガーを一つ取り出すと、携帯情報端末ＰＤＡを開いたままかじり始めた。能の勢せの資料にかかりきりになっていたので、唯里に昼食の買い出しを頼んだのである。

「ほんとにセット一つで構わないんですかー？」

「ああ」

　実のところ食事抜きでも構わないのだが、さすがに彼女をそれに付き合わせるわけにもいかない。

　一方の唯里はハンバーガーとポテトとナゲットとパイとその他色々を積み上げて、オフィス内の人目を引いている。

「ではごちそうになりまーす。まあ、カロリーと栄養バランス的には問題あるような気もするんですが──不健康な食品ほど美お味いしいのはどうしてなんでしょうねー」

　そんなことを言いながらむぐむぐとハンバーガーを口に押し込む。山のようにあったと思っていたが、みるみるその数が減っていった。

　能勢の経歴を洗い直してわかったのは、彼が天てん涯がい孤こ独どくの身であるということだった。彼自身が殺した両親を含ふくめ、係けい累るいは全員他界している。高等特別育成校を出た後はすぐに特別対策局に配属されたため、また本人の性格的な要因もあって、人間関係はきわめて狭せまく浅い。

（女──って話も聞かねえしなあ）

　自分の知る範はん囲いでは気配の欠片かけらもなかった。あの男に限って周囲に隠かくれて実は恋こい人びとと付き合っていました、などということは考えにくい。

　つまり、交友関係の線から国内での逃とう亡ぼう先さき、潜せん伏ぷく先の見当を付けるのは無理ということだ。加えてＰＭ社の支援があるのなら、自由自在に身を隠すことができるだろう。発見は難しい。

　ただし──それは能勢が何のアクションも取らなければ、の話だ。

　ずっとおとなしくしていることは考えにくい。日本に潜伏しているのなら、それは何か事を起こすためである。

「あ、そうだ椎しい葉ば先生。もし良かったら、私が明日からお弁当を──」

　隣となりに座すわっていた唯里が何か言いかけたそのとき、淵ふち上がみがこちらにやってきた。

　なぜか少し残念そうに口をつぐむ彼女を横目に、十郎はさりげなく携帯情報端末ＰＤＡを閉じる。まだこの情報は局の方に渡わたしたくない。

「よお、待機当番ご苦労さん」

　飄ひよう々ひようとした口調とのんびりした表情だが、これは不吉の前兆であることが多い。どうやら今回も多数例に漏れなかったようだ。

「で、昼休み中悪いんだが、お前らの待機レベル一つ上げるから、局から出ずにいつでも動けるようにしておいてくれ」

「何かありましたか？」

「あー、ちょっとな。こないだから続いてる連続出火あっただろ？　あれがどうも何なん箇か所しよかで同時に起こったらしい。とりあえず外に出てる連中を優先的に回すつもりだから、すぐに出動ってわけでもないんだが──と」

　淵上の携帯が鳴った。通話しながら自分の席へ戻り、パソコンを確かく認にんしたり内線を掛けたりと慌あわただしく動いている。

「あの、先生、待機レベルというのは──？」

　唯里が尋たずねた。

「ああ、三種、二種、一種と三つあってな、とりあえず連れん絡らくの付く場所に居ろってのと、いつでも出られるよう準備しとけってのと、確実に出ることになるから直ちに準備して指示を待てってのの、三段階。通常の待機当番は最初のだが、忙いそがしくなりそうだと二番目のに引き上げられる。今はこれだな」

「なるほど、わかりましたー」

「出動が決まったわけじゃないから、まあ、とりあえずお前は俺の目の届くところに居ればいい」

　待機当番は不測の事態に備える、いわば遊ゆう撃げき隊たいである。特別対策局が慢まん性せい的てきな人手不足だとはいっても、仕事がないときにはない。立て込んでくると今回のように待機レベルが上がるが、出動にまで至るかどうかは半々といったところだ。

　だが、デスク越ごしにかけられた淵上の声に十郎は驚おどろくことになる。

「判明した。同時に二〇箇か所しよ以上の施設で爆ばく発はつ。いずれもビルが吹ふっ飛とぶレベル。高性能爆薬と推定。死傷者きわめて多数。──今回は『出火』とか『放火』ってレベルじゃない。『爆ばく破は』だ」

「じ、じゃあ、私たちも今すぐ──」

　唯里の言葉を待たず、十郎は立ち上がっていた。

　だが、そのとき、淵上の声が飛んだ。

「いや、お前たちはまだ動くな！」

　そして二人を落ち着かせるように、ゆっくりと続ける。

「俺の勘かんが当たってりゃあ、この事件、多分続きがあるぞ」
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「……う」

　美優里は手を突ついて体を起こした。

　突とつ然ぜんの轟ごう音おん、そして立っていられなくなるほどの衝しよう撃げき。──いずれもほんの一瞬の出来事だった。

　いったい、何があったのだろう。

　照明が消えて薄うす暗ぐらくなっている中、目をこらす。周囲の空間がいびつな形に変形していた。

　いや──錯さつ覚かくだ。落ちかかってきた天てん井じようが斜ななめになった不自然な状態のまま停止しているため、そう見えたのだ。

　──何だ？　何が起こった？

　──地じ震しん？

　──天井、なんかやばくね？

　──うわ、ホントだ。あとちょっと崩くずれてたら、俺たち潰つぶされてんじゃねーか。

　転てん倒とうを免まぬがれた他の客たちもざわついている。

　あとちょっと崩れていたら──？　違ちがう。

　素質判定Ｅランク──つまり、マナの動きを感じ取ることができる美優里にはわかった。

　天井はこの場にいる人間たちを押し潰すのに十分なほど、崩れていた。本来なら今ごろは皆みな、死んでいたはずだ。

　巨大な質量を押しとどめている不可視の力がなければ。

「ぼけっとしてんじゃねーよ！　崩れるぞ！　さっさと逃にげろ！」

　美優里の位置からは背中しか見えないその少年が、食いしばった奥おく歯ばの隙すき間まから絞しぼり出すように、声を上げた。

　呪じゆ縛ばくが解かれた。差さし迫せまった危険が全員に認にん識しきされる。

　人々の群れが悲鳴を上げ、堰せきを切ったように階段に向かって走り出す。

「シュン──」

　声を掛けようとして、美優里は思いとどまった。

　今するべきなのは、自分の存在に気付かせ再会を祝うことなどではない。

　この無愛あい想そで親切な魔法使いを救うことだ。

「……ちょっとだけ、我慢してて」

　小さく呟くと美優里は全力で駆け出した。助けを呼んで、ここへ戻ってくるために。
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　上からずうんという重い音、続いて大きな揺ゆれ。

　何事だと上を見た瞬しゆん間かん、天井が落ちかかってきた。とっさに《見えざる手》を組み上げられたのは上出来と言っていいだろう。

　だがすぐに駿介は状じよう況きようが思ったより悪い、というか想像を遥はるかに超こえて最悪であることに気が付いた。

　この位置は『ミラージュ・プラス』の西せい端たん。大きなガラス窓を通して遥か下、地上を行き交う人々が見える。

　駿介の《見えざる手》にはとんでもない圧力がかかっている。これは天井が外れて落ちてきたなどという可愛かわいいレベルではなく──明らかに上階が崩壊して傾かたむいている重さだ。確か上は駐ちゆう車しや場じよう。自分が今この支えを解けば──おそらく巨大なコンクリート片へんや車両という名の鉄の塊かたまりが、人でごった返している週末の街中に降ふり注ぐ。















「ぼけっとしてんじゃねーよ！　崩れるぞ！　さっさと逃げろ！」

　あんぐりと口を開いたまま突っ立たっていた人間たちを追い散らす。一瞬、聞き覚えのある声が何か言ったような気がしたが、すぐに集中を魔法回路に戻した。気を抜いたら最後だ。

　魔法を維い持じしながら現状分ぶん析せき。

　ここでビルが崩壊したとしても、魔法を使えば自分一人の身くらいは守れる。脱だつ出しゆつできるだろう。一方、今支えているこのコンクリートの塊はあまりにも巨大すぎる。そう長くは持たないし、力ちから尽つきてしまえば逃げることすらできずに潰される。

　去るか、留まるか、二に者しや択たく一いつだ。

　そして駿介は──

「ああ、くそっ！」

　留まることを選んだ。

　駿介が逃げればおそらく膨ぼう大だいな数の死人が出るだろうが、別にそんなことはどうでもいい。しょせん他人は他人。自分はそういうものの考え方をする人間だ。

　だが、一人の少女の顔が思い浮かぶ。

　おそらく“〝あいつ”〟は違う。でたらめな能力の高さと、笑えるほどお人ひと好よしな性しよう根ねを備えた“〝あいつ”〟は、何があっても他人を助けようとする。自分自身の命が危険に晒さらされたとしても、留まることで一つでも多くの命が救えるなら、ためらわずそうすることを選ぶだろう。

　ならば自分が退くわけにはいかない。

　才能で、能力で、大きく劣おとる？　関係ない。

“〝あいつ”〟がやるであろうことをやらず、“〝あいつ”〟ができるであろうことをできずに、この先どの面下げて生きていけるというのだ。“〝あいつ”〟に敗北感を抱いだいたまま、“〝あいつ”〟より下だと思い知らされたままでいるのは、絶対にごめんだ。

「負けてたまるかっ！」

　呟いて奥歯を噛かみ締しめる。

　こめかみに鋭するどい痛みが走る。あとどれくらい持つだろうか。五分？　三分？

　いや、限界のことなど考えるな。このビル、そして周辺の人間全員が逃げるだけの時間を稼かせいで、そして自分も生せい還かんする。“〝あいつ”〟にできるなら、俺おれにだってできる。

　やってみせる。絶対に。

「────？」

　と、そのとき、駿介は背後にマナの動きを感じた。

（魔法士？）

　振ふり向むこうとした瞬間──駿介の体を衝撃が撃うち抜いていた。
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「これが最後だよ。断る。──いや、だから、何度言われても答えは変わらないってば。僕たちをそっとしておいてくれ。──ああ、もう切るよ」

　相手はまだ何か言っていたが、乾は構わず携帯電話を閉じた。

　──その瞬間だった。

　どん、と巨きよ人じんが足あし踏ぶみしたような衝撃。大きく床ゆかが──いや、このビルそのものが揺れた。それも続けざまに複数回。

（地震？　いや……）

　この感覚はあの忌いまわしい中東の戦場で何度も経験した。

　爆発。それもかなりの規模。

「美優里──！」

　異常な状況に周囲の人間が戸惑った顔を見せる中、乾は階段目指して駆け出していた。

　震しん源げんの一つは上階にあった。一つ上のアミューズメントパークか、でなければ、さらにその上にある駐車場だ。

　鳴なり響ひびく非常ベル、避ひ難なん誘ゆう導どうのアナウンス。

　階段まで行くと、顔を青ざめさせた人の群れが駆け下おりてくるところに鉢はち合あわせた。

「くそっ！」

　舌打ちする。美優里はどこだ？　こんな混乱した状況の中じゃ、探し出すことが──

　と、そこで思いつく。軽く集中し、マナを集める。あの子はマナの動きを感知することができるから──気付くはず。

「──お父さん！」

　ほどなく声が聞こえた。乾はほっと息をついた。

「大丈夫か。よかった。──すぐここを出るよ。危ないから」

　事故ならば複数同時に爆発が起こったりはしない。間違いなく人じん為い的てきなもの。おそらくは悪質な爆破テロ。であれば四の五の言っている暇ひまはない。娘を連れて安全な場所に逃げることが最優先事じ項こうだ。

　だが、美優里は動かなかった。

「どうした？　急いで──」

「助けて」

　真しん剣けんな目で、乾を見上げる。

「お願い、お父さん。シュンスケを助けて！」

「シュンスケ？」

　尋ね返したところで思い出す。義ぎ兄けいに虐ぎやく待たいされていた美優里を救ってくれたという、育成校の少年だ。

「なんだ？　えっと、その、シュンスケ君が居たのか？」

「あの、一人で、残って、支えてるの。お願い、お父さん、助けてあげて！」

　いくつか質問を重ねて、要領を得ない話をどうにか理解する。

　つまり──崩ほう落らくを食い止めるため、魔法士の少年が一人で残っているということらしい。

（──どうする？）

　乾は眉まゆをひそめて考える。

　ここは極めて危険だ。一刻も早く娘とともに避ひ難なんしなければならない。下手に魔法を使って、こんなテロ事件に関わり合うのもごめんだ。

　だが──

「……わかった、急いで助けに行こう」

　乾はそう答えた。

　娘の信しん頼らいを裏切るわけにはいかない。

「うん！」

　顔を輝かせて肯うなずいた美優里を連れ、階段を上ろうとする。

　──と、そのとき、乾はマナの動きを感知した。

（《魔弾》？）

　主に他者への攻こう撃げきに用いられる魔法だ。ずっと感じている《見えざる手》の気配が少年のものだとすれば、これは別人──おそらくテロリスト。

「最悪だな」

　呟きが漏もれた。

　つまり魔法士によるテロというわけだ。一人ならともかく、美優里を連れている今、遭そう遇ぐうするのは非常にまずい。

　地鳴りのような音が断続的に聞こえてくる。あるいはビルごと崩壊する可能性もあるかもしれない。

　思ったより状況が悪いようだ。

　やはり少年のことは諦あきらめて引き返した方がいいのだろうか、と迷い始めたとき──

「お父さん、早く！」

　美優里が階段を駆かけ上あがった。慌てて後を追う。

　上階に到とう達たつ。アミューズメントパークはすでに無人となっているようだ。

　筐体の隙間を走はしり抜けると、窓に近いところの床に少年が倒たおれているのが見えた。体の下に血溜だまりが広がっている。

　乾は息を呑のんで取りすがろうとした娘を制した。

「動かしちゃ駄だ目めだ」

　傷は腹を貫かん通つうしていた。先ほどの《魔弾》にやられたのだろう。

　乾は慎重に少年の体を抱え起こす。その口から血の泡とともに小さな呻うめき声がもれた。まだ息はあるようだ。

　ガコン、と上から音がする。天井がゆっくりと、そしてじょじょに加速を付けて傾き出す。

　だが──乾が一瞥すると途と中ちゆうでぴたりと動きを止めた。

「……そうか」

　乾は呟つぶやく。

「意識がなくなる寸前まで、必死で支えてたんだ。すごいな、君は」

　少年を見捨てて逃げようとしていた自分がひどく恥はずかしく、醜みにくい人間に思えた。

《維持》の付加式を組み込んで、《見えざる手》を固定。崩壊はしばらくこれで食い止められるはずだ。

　続いて、駿介の傷を確認。

「…………」

　乾は無言で顔をしかめる。傷口が大きい。経験上、この出血量はほぼ致ち命めい傷しようだ。一分一秒を争あらそう容態である。

　あたりに人の気配はない。

　魔法を使って手早く止血。テロリストに気付かれる前に駿介を運びだそうと、体を抱え上げる。

「シュンスケ、大だい丈じよう夫ぶ？　大だい丈じよう夫ぶだよね？」

　とっさに返答することができなかった。無責任な気休めを言えるような状態ではなかったからだ。

「……僕ぼくの手には負えない。でも、打てるだけの手は打ってみるよ。取りあえず、早く外に出よう」

　そう言って乾は少年の体を背中に担かつぎ上げた。

　一刻も早く病院へ運ばなければならない。しかし、搬はん送そうしたところで、普通の医師の手に負える傷だろうか。

　自分にもっと医い療りよう魔ま法ほうの技術があれば──そう乾は思った。なんとしてでも助けてやりたいのに、力が足りない。唇くちびるを噛む。

　しかし──

「……いや、まてよ」

　そのとき乾は、たった一つだけ手段があることを思い出した。
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「あの、いいんですか？」

　人がほとんど居なくなったオフィスを見回し、落ち着かない様子で唯里が尋ねてきた。

「こうしている間にも大変なことになってるみたいですけど……」

　彼かの女じよは携帯電話でニュースの確認をしている。爆破事件のことがそろそろネットにも流れ出したようだ。日本ではかつてない規模の同時多発テロである。

「ちゃんと災害救助に慣れた奴やつらが向かってるはずだ。俺たちが行ったってできることは大してねえよ。今は待つのが仕事だ」

　警察も消防も体面にこだわっている場合ではなくなったのだろう、次々と特別対策局には応おう援えん要よう請せいが届いていた。手の空いている者、ときには空いていない者も現在の案件を棚たな上あげにして、現場に向かっている。

　しかし──十郎たちはいまだに待機中だった。

　淵上は『この事件にはまだ続きがある』と言っていた。十郎も同感だった。

　つまり──対魔法士戦せん闘とうの専門家としての自分が必要になる。必ず。

「──椎葉！　来たぞ！」

　そのとき、淵上の声が飛んできた。

「複合商業施し設せつ『ミラージュ・プラス』に行け！　魔法士が出たそうだ」

　十郎は無言のまま、立ち上がる。

　やっと──来くるべきときが来た。

　この事件の渦か中ちゆうには、きっと、あの男が居るはずだ。



　車の窓から目指すビルが見えた。

　もともとはスタイリッシュなデザインだったようだが、今は吐はき出される黒こく煙えんと崩れかけている上層階のせいで惨みじめな外観となっている。

　周囲は何重かの人垣に取り囲まれていた。

　一番内側に警察と消防。その外側に押し返かえそうとする警官隊と小こ競ぜり合あいを演じているマスコミ。さらに外側に大勢の野や次じ馬うま。

　車を駐とめると、十郎と唯里は苦労して同心円の一番内側にまで入りこんだ。

　怪け我が人にんをまだ収容し切れていないらしく、力なく座り込んでいたり、横たわったりしている人間が幾いく人にんか見える。

　救急隊員たちの会話から拾った情報によれば、今のところ死者は爆発の直ちよく撃げきを受けた数人のみであるらしい。搬送された怪我人の中からさらにその列に加わる者が出るかもしれないが、この規模の事件にしては奇き跡せき的てきなほどの少人数だ。ビルが倒壊していれば、その程度の数では収まっていなかっただろう。不幸中の幸いである。もっとも亡なくなった人間やその遺族にとっては、何の慰なぐさめにもならないのだろうが。

　十郎は現場の責任者を捕つかまえ、状況報告をさせた。

　中に立て籠こもっているのは、一人の魔ま法ほう士。

　テロリストの立て籠もり自体は珍めずらしいことではない。誰だれがこれを行ったのか、その主張は何なのか──その種の主張を喧けん伝でんすることがテロの大きな目的であるからだ。マスコミの大勢集まった事件現場で犯人が直接それを行うというのは、非常に強いインパクトを持つのである。

　もちろん、それには警察等の治安維持組織に対たい抗こうし、睨にらみ合いに持ちこめる程度の戦力が必ひつ須すである。一いつ般ぱん的てきには武装と数を頼たのみにしたり、人ひと質じちを取ったりするのだが──優すぐれた魔法士ならば単独でも問題なくその役割を果たせるだろう。

　一方、行政側としてはここで手こずってしまえば面めん目ぼく丸つぶれである。早期に解決を図るべく警察の魔法士、そして特別対策局の魔法士を突とつ入にゆうさせたのだが──両者ともに帰き還かんせず。

　敵の戦闘能力は、おそらく一級。

「──やっぱり私はついて行っちゃダメですか？」

「新米の仕事じゃねえよ」

　おずおずと申し出た唯里に、十郎ははっきりと告げた。

　魔法の才能は十郎を上回る唯里だが、踏んだ場数が足りていない。現状ではサポートとしてすら力不足だ。

　本当は局に置いてこようと思っていたのだが、連れて行くよう命令されたのである。淵上の思おも惑わくは知らないが、どう考えても研修向きの事件ではない以上、彼女は後方で待機させるしかない。

（それに──これは俺の戦いだからな）

　内心で呟く。

「片が付いたら連絡する。そしたら救急と一緒に中に入れ。逃げ遅おくれたのが居るかもしれない。お前がサポートしつつ、早そう急きゆうに搬出するんだ。一人でも多くの命を救え。いいな？」

「……わかりました」

　不承不承といった様子ながら、唯里が肯く。

「じゃ、ちょっと行ってくる」

　十郎は軽く手を上げ、歩き出した。

　局を出る前に、幸こう崎さきにも連絡を入れてある。すぐにこちらに向かうということだった。

　どのくらいで到とう着ちやくするかは知らないし、手助けをあてにするつもりもない。だが、もし自分が敗れて死んだ場合、後始末をやってもらうことになるかもしれない。

　ここに居るのがあいつなら──一つだけ話したいことがある。そしてその後、死力を尽くして戦うことになるだろう。どんな結果が出ても、そこで区切りがつく。

　特に妨ぼう害がいもなく、ビルの正面入口まで辿たどり着いた。

　十郎は建物の中に歩を進めた。

　一階は婦人服やアクセサリーの売り場だ。爆発のせいか、それとも大勢の人間が大あわてで避難したせいか、ショーウインドーのマネキンやディスプレイされた商品が凄すさまじい惨さん状じようを呈ていしていた。

　人の気配はない。注意しながら先へと進む。

　と、十郎は足を止めた。

　停止したエスカレーターの手前に人が二人、うつ伏ぶせで倒れている。

　警察の、そして十郎も顔を知っている特別対策局の魔法士だ。

　十郎は傍そばにひざまずき、首筋に手を触ふれた。脈なし。念のため二人とも確認したが、どちらも完全に事切れていた。

　次いで仰あお向むけにしようと手を掛けた。傷が確認できれば、相手の得意とする戦い方が読み取れる。巨大な顎あごに食い千切られたような傷を予想しつつ、十郎は腕うでに力を込める。

　そのとき、ポケットのハムスターがチチッと鋭く警告を発した。

「────！」

　死体の下に《炸さく裂れつ》の魔法回路。動かすことで爆発を起こす仕組み。

　並の魔法士なら回かい避ひできるタイミングではなかった。しかし、魔法を起動させるはずの幾き何か学がく模様は、細かい光の粒つぶとなって四散した。

　十郎の壊呪デイスペルである。

「……出てきたらどうだ？　こんなものでどうにかできると、本気で思ってたわけじゃないんだろう？」

　背後から押し殺ころした笑い声が聞こえてきた。
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　淵上はオフィスを見み渡わたした。

　局長室はあるが、実務はこちらに置いてある自分のデスクで行うことが多い。部下たちは『こちらの方が自分たちをこき使うのに便利だからだろう』などと噂うわさしている。まあ、外れてはいない。

　しかし、一番の理由は──ここから見える活気に溢あふれた光景が大好きであるからだった。

　行き交う局員たち、話し声、怒ど鳴なり声ごえ、電話のベル、プリンタの作動音、コンピュータのキーボードを叩く音──そういうものに、癒いやされる性しよう分ぶんなのだ。

　今は無人。ただ淵上が一人、座っているだけだ。

　二〇年と少し。

　自分がここ、特別対策局で過ごしてきた時間である。

　色々な人間と出会い、様々な経験をした。

　どちらかといえば、楽しい思い出よりも苦い後こう悔かいの方が多いかもしれない。

　使い捨てにされ、ときには命を落とす仲間たちをたくさん見てきた。偉えらくなれば何かを変えられるかもしれないと思った。

　──実際、どうだっただろう。

　自分は何かを遺のこせただろうか？　何かを変え、誰かを救うことができたのだろうか？

　答えは出ない。あたりまえだ。答える権利を持つのは自分ではないのだから。

　逆に、救えなかった者のことなら鮮せん明めいに思い出せる。

　倉くら品しな恭きよう太た郎ろう。保身のことばかり考えていた、先代局長。椎葉一いち花かに殺されてしまった。だが、その地位を得、有形無形の圧力に押し潰される前までは、穏おだやかで他人を気き遣づかうことのできる先せん輩ぱいでもあった。

　彼かれに死地に送られた八人。

　椎葉一花。いつも笑顔を浮かべていた天才。本当は臆おく病びようで人一倍傷つきやすいくせに、強く優しくあろうと必死だった。

　石いし暮ぐれ陸りく人と。背の高いお調子者。全すべてを冗じよう談だんにし笑い飛ばす裏で、病気を患わずらった娘のことをずっと気に掛けていた。

　御み小こ柴しば亮りよう。人を壊こわすことにしか興味を持てない、哀あわれな男。日本において彼の居場所はここにしかなく、ただ狂くるったように血ち生なま臭ぐさい任務を果たし続けていた。

　葛かつら城ぎ功こう哉や。一花の信しん奉ぽう者しや。真まっ直すぐで純じゆん粋すいな憧あこがれを隠そうともしていなかった。それが彼女の負担になっていると気づけないほど、若かった。

　九くよ曜う晶あきら。皮肉屋を装よそおった理想家。決して表に出そうとはしなかったが、誰よりも生を重んじ死を憎にくんでいた。

　乾いぬい廉れん平ぺい。いつも疲れたように笑っていた常識人。おそらく魔法という異能さえ持っていなければ平へい凡ぼんな人生を送り、そしてそれを喜んで受うけ容いれていただろう。

　名な坂さか千ち早はや。無口で無表情な狙そ撃げき手しゆ。誰かに依い存そんしなければ生けて行かれず、全てを諦め放ほう棄きしたような目をしていた。

　才さい賀が翔しよう太た郎ろう。小心な野心家。上じよう昇しよう志向が強く自分の力を証明できる機会を望んでおり、中東の戦場への派は遣けんを喜んでいた。

　良い奴も悪い奴も居た。お人好しもどうしようもないのも居た。それでも、全員を仲間だと思っていた。

　現在の局員たち、あの椎葉十郎や陽気な見習い卯う滝たき唯里はもちろん、過去、局に所属していた全ての魔法士たちは、淵上の守りたかったこの小さな世界の住人だ。

　そう、自分の力で全ての人間が救えるとは思っていない。だが、せめて彼らだけは守りたかったのだ。

「──脅きよう迫はく電話があった、という設定にしたんだよ」

　淵上は口を開いた。

　背後からゆっくりと歩み寄ってくる気配。

「この建物内にも爆弾を仕し掛かけた、とな。だから俺が調べることにして、全員を避難させた。ま、残ってたのはほとんど事務の一いつ般ぱん職員だからどのみち戦力にはならんが──余計な巻まき添ぞえは出さずに済む」

　微かすかな足音は背後から右手、正面へ。そして止まる。

　淵上は相手の顔に視線を向け、にやりと笑って見せた。

「久しぶりだ。さて、とりあえずは長期無断欠勤の言い訳から聞こうかな？　能勢和かず希き一級特とく殊しゆ執しつ行こう官かん」
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（能勢じゃない、か）

　十郎はがっかりしたような、そして同時にほっとしたような、奇き妙みような思いが湧わき上がるのを感じていた。

　目の前にいるのは他人を見下したような笑みを浮かべる小男。年ねん齢れい、おそらく三〇過ぎ。記き憶おくにある顔だ。

「まずはお見事と言っておこうか、若いの」

　気取った言い回しが、甲かん高だかい声と鼻の詰まったような喋しやべり方かたにそぐわない。

「たびたび計画を邪魔してくれるので、我々の注目リストにも載のっているよ、椎葉十郎君。能力はお姉さんの足元にも及およばないが、うっとうしさは大したものだ」

「──確か、才賀、と言ったっけか」

　才賀翔太郎。かつての姉の同どう僚りよう。行方ゆくえ知れずとなった八人の魔法士の一人。

「ふむ、活動するに当たって別の名前と身分も手に入れたが、今はその名前で良しとしよう。つまりお前も私がこの国を捨てた事情を知っているわけだな？」

「…………」

「この国は、私にとって狭すぎた。お前も魔法士なら心当たりがあるだろう。そこで私は──狭いなら広げてしまえばいいということに気が付いたのだ」

「……その手段がテロかよ」

「革命と言って欲ほしいものだな」

　得意げに笑う。

「私はこれから世界を変革していくのだ」

「どんな風に？」

「私たちの能力は普ふ通つうの人間より遥かに上だ。よって、多くの責任を負い、それに見合うだけの敬意を以もつて扱あつかわれなければならない。平たく言えば地位向上だよ。政府の連中の良いように使われ、ふんぞり返ってる奴らの尻しりぬぐいが主な仕事──そんな境きよう遇ぐうに甘あまんじているわけにはいかないと、ずっと思っていたんだ」

「だから任務放ほうり出して消えたってか」

　うんざりした気分を覚えながら、十郎は言った。

「海外への派遣、そしてお前の姉が戦意を失うという事件はいい切きっ掛けだったよ。チームを解散した後、何人かは行方知れずになったが、私を含めた何人かはとある方の支し援えんを受け、変革のための活動を始めた」

「チェスター・マクスウェルだな」

「知っているなら話は早い。──そこで相談だ。我々に協力しないか？」

「……ああ？」

　十郎は思いきり顔をしかめた。

　才賀はそれに気付いた様子もなく、どこか陶とう酔すいしたような調子で続ける。

「才能としては下の下だ。しかし、努力で補いそれなりの戦闘能力を備えるに至ったことは評価に値あたいするだろう。私の下で働くだけの価値がお前にはある。どうだ、共に世界を変えてみないか？」

　冗談を言っているわけでもなさそうだ。

「断る。悪いが俺はテロみたいな真ま似ねしなくても、それを実現させようとしてる奴を知ってるんでな」

「ふん……雛ひな咲さき月つき子こか」

　十郎は才賀の言葉に眉根を寄せた。

　月子にも興味を持っているのか、こいつらは。

「まあ、いずれわかる話だが、私たちのやっていることは、おそらく彼女の理想と矛む盾じゆんしないぞ？　あの少女が聡そう明めいならそれを理解し、いずれ自ら協力を申し出てくるだろう。──何なら、お前が説得して彼女とともにこちらの陣じん営えいに来るのもいい。厚こう遇ぐうを約束してやるが、どうだ？」

「あほか。寝ね言ごとは寝ねて言え」

「……残念だ」

　いかにも嘆なげかわしいというように、才賀は首を振った。

「やはりあの姉にしてこの弟ありか。この私でさえ一目置くほどの力を持っていながら、椎葉一花もまた、平和主義者だった。犠ぎ牲せいを恐おそれ、行動を惜おしんだ。あまりにも愚ぐ昧まい」

　敢あえて挑ちよう発はつしているわけでもなさそうだった。おそらく自分には他人を上から批評する権利があると、本気で思いこんでいるのだろう。

「…………」

　十郎は無言でナイフを抜ぬいた。

　別に才賀の言うことが間違っているとは思わない。

　一花は平和主義者で、そして確かに愚おろかだった。

　だが──こんな奴が姉について語ることを許すつもりはなかった。こいつの口から一花の名前が吐き出される、それ自体が冒ぼう涜とくだ。

「話すら通じないか。礼は尽つくしたつもりなんだが」

　才賀は大げさにため息をついた。

「口から腐くさったゴミをぶちまけるのが礼れい儀ぎだと思っているんなら、お前と俺の価値観が違うんだろうな。お喋りはもういい。要するに、お前には投降する意思はないんだな？　なら、おとなしくさせた後で連行することにする」

　言い終えると同時に踏み込む。

《障しよう壁へき》が施呪キヤステイングされる。即そく座ざに壊呪デイスペル。だが、予想していたのか、十郎の一いち撃げきを後退してかわすと、才賀はそのまま距離を取った。

「なるほどなるほど、話には聞いていたが確かになかなかのものだ」

　十郎は答えず、油断なくナイフを構えたまま隙すきを窺うかがう。

　頭の程度はともかく確かに実力はある。まず間違いなくＡランク。

　問題は、相手は自分の戦い方を知っており、自分は相手の戦い方を知らないということだ。

（少し手こずりそうだな）

　そう内心で呟いたとき、才賀が笑えみを見せた。

「では今度はこちらの技わざもお見せしよう」

　マナが動き、魔法回路が生成される。その瞬間──

「──がべっ？」

　奇き声せいと同時に乾かわいた炸さく裂れつ音おん。才賀の首が九〇度横に傾く。まるでこめかみにヘビー級ボクサーのパンチを受けたかのように。

　そして十郎が目を丸くして見ている前で、ふらふらと千鳥足で数歩後退し、どうと音を立てて倒れ込んだ。

「────────……！」

　呼吸二つ分ほどの間を経て、ようやく十郎は我に返った。

　才賀の元に駆け寄より、意識を失っていることを確認。手近な服で顔面を多い視覚を奪うばうと、手て錠じようを掛け体を拘こう束そくする。

　そして携けい帯たい電話を取りだした。ボタンを押すとすぐに繋つながる。

「…………お前か？」

『ええ、三つとなりのビルの屋上からです。狙そ撃げきが専門だと申し上げたでしょう？』

　幸崎は落ち着いた声で言った。

　いつの間にか才賀が立っていた場所の後ろ側に魔法回路が現れている。捉とらえた景色を術者の視覚に転送する《千里眼》。《隠いん匿とく》《維持》《自律》もろもろの付加式付き。これを送り込んで狙ねらいを定めた後、気絶させる程度に加減した《魔弾》を撃ったのだろう。もちろん並の技量で可能なことではない。

「まあ、礼は言っておく。手間が省けた」

　ただ──少し引ひっ掛かる。

　一連のテロの締めくくりとして、派手に勝利宣言を行うための場所のはずだ。それをこの程度の奴一人に任せて良いのか？

　そして能勢はいったいどこへ──

　そう考えたとき、頭の中に一つ考えが閃ひらめいた。

「……仮に、だ。ここもまた囮おとりなんだとしたら……今、一番手て薄うすな場所はどこだ？」

『椎葉様？』

　怪け訝げんそうに言う幸崎に、十郎は大声で怒鳴った。

「くそっ、最悪だ！　すぐに特別対策局に戻る！　可能なら手を貸してくれ！」
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「驚いてもらえないというのも、結構寂さびしいものですね。もしかして、読み切っておられましたか？」

　能勢は首を傾かしげて問いかけた。

「というほどの確信があったわけじゃない。んー、強しいて言えば可能性の問題だな」

　特別対策局は連続出火事件を警察の手に任せ一度手を引いた。

　事件の展開が予想を超え、その規模が激しく拡大した今、対応の遅れを挽ばん回かいするには大量の人員を投入しなければならない。

　となれば当然本部からは人が居なくなる。

「少し前からこちらを潰そうという圧力は感じてたんだよ。まあ、色々方法はあるだろうが、自分の城で局長が殺されるってのは効果的だわな。邪じや魔まな人間は居なくなり、対外的な信用も失しつ墜ついさせることができる」

　能勢は苦く笑しようした。

「そうですね。まあ白状してしまえば、あなたに死んでもらいたい人が居るのは確かで、私がその役目を請うけ負おったということです。しかし、そこまでわかっているなら、誰かを護衛に残しておいてもよかったでしょうに。十郎さんは現場の方へ派遣してしまったのですね」

「一連の事件への対処をミスれば、それはそれで致命傷だしなあ。魔法士が出てきたならあいつをぶつけるのが一番確実だから。もちろん、お前がそちらに回っている可能性も消しきれなかったし、そうであれば他の奴を差し向けたところで相手にならん。金も人材も限られた中、ぎりぎりのところでやり繰くりしてるんだよ、こっちは。どこぞの社長さんと違ってな」

「結局その判断は裏目に出ましたね。局長を失うことに比べれば、一つの現場での失敗などまだ取り返せる範はん囲いでしょう。──あなたは十郎さんを残しておくべきだった」

「だからさあ──」

　淵上はため息をついた。

「俺たちの最優先事項は、市民の皆さんの安全なの。前から言ってたと思うんだが、能勢はどうもその辺りの意識が足らんのだよな」

「向いてないのでしょうね」

　小さく肩かたをすくめる。

「だからためらいなく転向できたとも言えますが」

「魔法は達者なくせに、ほんと出来の悪い部下だよ、お前は」

　淵上の言葉に、能勢は少しだけ目を見張った。

「過去形ではないのですね。そういうところは嫌きらいではありませんでしたよ。これでお別れかと思うと、少々残念です。──でも、そろそろ終わらせましょうか」

　マナが集まり魔法回路が形成される。《大顎》──不可視の顎で相手を食い千切る、攻性魔法。

「────！」

　だが能勢はかすかに眉をひそめた。

　喉のど笛ぶえに食くらい付つくはずだった牙きばが、強固な《障壁》に阻はばまれている。

「で、どう終わらせてくれるんだ？」

　淵上はのんびりと言って、立ち上がった。

「現場離はなれて長いが、俺が特級特殊執行官だってこと、忘れてないか？　かつては局内で一、二を争う武ぶ闘とう派はだったんだぞ、これでも。──人材の限られた中でやり繰りしてるって言っただろうが。俺は俺という手て駒ごまをここに配置したんだよ。お前を引きつけて、とっ捕まえるためにな」

「…………」

　能勢は一歩下がり、そして笑う。

　──面おも白しろい、と。

「ほれ、こいや小こ僧ぞう。退たい屈くつはさせねえからよ！」

　淵上の声を合図に、二人は同時に魔法回路を組み上げた。
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「算数、終わりました。次は国語をお願いできますか？」

　はいはーい、と言いながら、菜な々な香かは国語と書かれたノートを手て渡わたす。月つき子こはそれを広げて自分のノートに書き写していった。

　守もりヶ丘おか育成校生徒寮りよう、月子の部屋。

　取材などが一段落して学校に戻もどってきたときは、休んでいた期間中のノートを借りて写すことが習慣になっている。

　コピーでいいんじゃないの？　などと菜々香は言うが、やはり鉛えん筆ぴつを持って手で書くと頭への入りやすさが違う気がするのだ。自分の都合で休ませてもらうことが多い分、埋うめ合わせの手を抜いてはならないと思う。

　とはいえ、心配事を抱えながら一心不乱に集中できるほど、月子も器用ではない。

　ノートのページをめくりながら、ふと、十じゆう郎ろうのことを考えた。

　まだ連れん絡らくは取っていない。能の勢せのことは何とかしたいと思うものの、具体的にどうすればいいものか、結局考えをまとめることができなかったのだ。

　対立はして欲しくない。でも、解決の糸口が見えない。

（んー……）

　事情を知っていて相談できそうな人間というと、幸こう崎さきしか居ないのだが──なぜか今日は彼女にも連絡が付かなかった。

「月ちゃん？」

　紗さ弓ゆみの怪訝そうな声で我に返る。どうやら、手が止まっていたらしい。

「ぼーとしてるねえ。珍しく集中してないみたい」

「どうせ、椎しい葉ば先生のことでも考えてたんでしょ？」

　菜々香がからかうように笑った。

「はい、そうなんです。今、ちょっとそのことで頭がいっぱいで……」

　答えてから、二人の何とも言えない顔に気が付いた。

「……熱いな」

「……熱いねえ」

「幸せな空想の邪魔しちゃったか？」

「邪魔しちゃったかなあ？」

「ち、ちち、違います！」

　月子は耳まで真っ赤になった。

「少し、困ってることがあって……その、普ふ段だんなら椎葉先生に相談するんですけど、今回はそういうわけにもいかなくって……」

　そして少し考え、言葉を続けてみる。

「えっと、あの、お二人なら、喧けん嘩かになりそうな人たちを見たら、どういうふうに止めますか？」

　菜々香と紗弓は顔を見合わせた。

「何？　月子、椎葉先生と喧嘩したの？」

「いえ、そういうわけでは……」

「じゃあ、椎葉先生が誰かと喧嘩してるってこと？　んー、ほっといたら？　結局のところ理由や原因なんて本人たちにしかわかんないんだし、他人がどうこうできることじゃないでしょ。部外者が口出すべきじゃないと思うよ」

「それは、そうだと思うんですけど……それでも止めたい場合は？」

「それでも？」

「それでも。絶対に。どうしても」

　んー、と紗弓が唇に指を当てて考え、そしてのんびりと口を開いた。

「お互たがいの言い分を聞いて、なだめるのが普通だと思うけど……そうだねえ、より怒おこってる方、喧嘩したがってる方がいるなら、その人を説得すれば何とかなるんじゃないかなあ？」

「えっと、それは──？」

「例えばね、菜々ちゃんが私に向かって『そのカップリングは許せない！』って食ってかかったとする。私のほうは別に他人に押おし付けるつもりはないから、一歩引く。この場合、菜々ちゃんが何とか怒いかりを収めてくれれば、問題なく喧嘩は終わるわけだよねえ」

「……んなことで、食ってかかるかっての。どんだけ怒りっぽいんだよ、紗弓の中のあたしは」

「例えだよ、ただの」

「私は菜々香さんは別に怒りっぽくないと思いますよ。優やさしい人ですから、その、えっと、カップリングの違いだって、きっと笑って受け容れてくれると思います」

　月子はフォローした。

『カップリング』というのが具体的に何を指す言葉なのかはよく知らないのだが。

「いや、それは──」

　菜々香は複雑な顔で何か言いかけたが、まあいいや、と諦めたようにため息をついた。

「つまり、こじれる前にどっちかを説得するのが早道だと言いたいわけだな、紗弓は」

「そういうこと」

　紗弓はにこりと笑った。

「もちろん、事情はそれぞれだろうから、いつも有効とは限らないけど」

「そうですね……」

　ならば、自分が知り理解するべきなのは、やはり能勢和かず希きの方ということになるだろうか。

（そう──）

　なぜ、彼は戦うことが好きなのか。

　どうしてそれなしではいられないのか。
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　才さい賀がの身み柄がらを警察に引き渡わたし事後の処理を任せると、十郎は交通法規を無視して車を飛ばし、往路の半分の時間で特別対策局に帰還することに成功した。

　周辺に人の気配はない。しかし──

「……マナが動いてます」

　唯ゆい里りが車の窓まど越ごしにビルを見上げ、緊きん張ちようした声で言った。

　感知能力の高さで遥はるかに十郎を上回る彼女は、魔法の行使される気配を相当な遠えん距きよ離りから察知することができる。

「ちょうどオフィスのあるフロアあたり。多分、すごく能力の高い人が、二人」

　十郎は肯いた。

「能勢と局長だな、おそらく。──じゃ、ちょっと加勢してくる。三〇分経って帰ってこなかったら……そうだな、出雲いずも井いに連絡入れて、指示を仰あおげ」

　警察は動くのに時間がかかるし、そもそも戦力的にもあてにはできない。だが、あの女なら色々な方面に顔が利きくし、適切な状じよう況きよう判断ができるはずだ。それに、どのみち戦いが終われば医療魔法士の手が必要になるだろう。

「それと、お前は絶対に来るな。何があっても、だ。ヤバイと思ったらすぐにここから逃にげろ」

「は、はい。──あの、気を付けて下さい」

　ああ、と言って車を後にする。

　能勢の狙いは局本部の強きよう襲しゆう。おそらくは局長の暗殺。気付くのが遅おそかった。『自分が能勢と戦う』という一点に思考が集中し、視野を狭せばめてしまったせいだ。

（だが──間に合った）

　幸崎の助力のおかげで予想外に早く戻ってくることができた。才賀との戦闘でもほとんど体力を消しよう耗もうしていない。

　ここで、あの男との決着を着ける。

　ビルの入口を駆け抜けたとき、ずん、という地じ響ひびきがした。十郎は一いつ瞬しゆん足を止めて天てん井じようを見上げる。オフィスは三階。エレベーター──いや、階段の方が速い。

　視線を戻して走り出だそうとする。その瞬しゆん間かん──

　全力で体を捻ひねった。

　先さき程ほどまで首のあった部分を手刀が通とおり抜けていた。床ゆかに手を突つきながら大きく後ろに飛び、体勢を立て直す。

「反射神経、優ゆう秀しゆうですね」

　少女が笑っていた。

　何を考えているのかよくわからない、貼はり付いたような笑え顔がお。中ちゆう華か風ふうの服に身を包つつんだ手足の長い痩そう身しんはモデルを思わせる。

　だが、十郎は知っている。この娘むすめは魔法士だ。それも、おそらく危険極きわまりない部類の。

「お前──」

「はい、ＰＭ社のアデル・クァンです。お久しぶりですね、椎葉十郎さん」

「……上に用がある。通せ」

「できません。ここで足止めをするのが、私の役目ですから」

「なるほどな」

　交こう渉しようの余地はなさそうだ。

　そう判断すると同時に十郎は銃じゆうを抜きはなって発はつ砲ぽうした。

　軽い牽けん制せいだ。仕留められるとは思っていない。一流の魔法士なら《障壁》で苦もなく弾ひくだろう。その隙に距きよ離りを詰つめる。

　そのつもりだった。が──

「──何？」

　十郎は思わず呟いていた。

　ふう、と体を揺ゆらして銃じゆう弾だんをかわすと、アデルはそのまま身を低くして懐ふところに飛び込んできた。

　ナイフを抜いて──いや、間に合わない。

　喉のど元もとに突き込まれた貫ぬき手をのけぞってかわす。続いて左の上段回まわし蹴げりを銃を手放しつつブロック。体重差がかなりあるはずなのに、腕がしびれた。逆ぎやく襲しゆうに転じる。軸じく足あしへの足あし払ばらいをフェイントにして、襟えり首くびを掴つかむ。かわされる。宙を掴んだ十郎の右みぎ腕うでに、アデルの細い腕が蛇へびのように絡からむ。関節が悲鳴を上げる。完全に極められる前に力ちから尽ずくで振りほどき、距離を取る。

　二人は構えたまま向かい合った。

（こいつは──）

　わずか一瞬の攻こう防ぼう。しかし十郎の背中には冷たい汗あせが滲にじんでいた。

　魔法の才能に恵めぐまれない分、格かく闘とう術は磨みがいてきたつもりだった。コンディションも悪くない。

　にもかかわらず──押し切られそうになった。

　数多くの戦闘を経験してきたが、近接戦闘でこれほどの使い手に出会った記憶はない。純粋な体術のみでいえば、能勢や氷ひ見み谷やをすら上回っているかもしれない。

「殴なぐり合いが得意なのです、私。武器も魔法も使わず人を殺せるというのは、暗殺者にとって有利な技能ですから、頑がん張ばって練習しました」

　にこにこと笑いながらアデルは言う。

「殴り合い、ね。魔法士じゃねえのかよ、お前」

「魔法士ですよ。お見せしましょうか？」

　微び笑しようと同時に──鋭するどい踏み込みから手刀。今度は予測していた。十郎は半歩下がって、ナイフを抜き合わせる。狙うは伸のばした相手の腕。だが、アデルは肘ひじを鋭く曲げると刃はの腹を叩たたき、軌き道どうを逸そらせる。そして十郎が腕を引くより早くその手首を捕まえた。狙いは投げか関節か、と腰こしを落とした瞬間──

　突とつ然ぜん、体が宙に浮ういた。

「──くっ！」

　驚おどろくより早く体が反応した。空中で腕を捻り、無む理り矢や理り振ふりほどく。肩かた口ぐちから嫌いやな音。ナイフが落ちる。だが何とか床への激げき突とつは免まぬがれた。

　跳はね起おきて身構え、呼吸を整える。

（何が起きた──？）

　投げられたのだ。それはわかる。だが、掴まれた瞬間、組み技を十分に警けい戒かいしていた十郎が容易たやすく宙を舞まうことになったのは、アデルの動きが尋じん常じようではなかったからだ。

　技に入る前、一いつ瞬しゆん魔ま法ほう回路が瞬またたいていた。ということは──

「《瞬しゆん動どう》、か……」

　一時的に身体能力を強化し、常人を超こえた運動能力を発揮させる魔法。臨機応変に全身をコントロールしなければならないため難度は高いが、高レベルで使いこなせれば近接戦闘でこれほど強力な術もないだろう。

「その通り。まるで消えたように感じられたでしょう？　でも、回避したのはさすがです。お見事でした」

　殺し合っている最中でなければ拍はく手しゆでも送りたい、と言わんばかりの表情と口調だった。

「おそらくもうお気づきでしょうが、私の魔法の素質、能力は魔法士の平均をかなり下回っています。ですから施呪キヤステイングはごく小規模なものに限られるのですが──それも使い方次し第だいで大きな武器とすることができるというわけですね」

　非常識なまでに急激な動きの変化、それはただ速いだけの攻こう撃げきよりずっとおそろしい。予測や反応が不可能だからだ。

　十郎は奥おく歯ばを噛み締めながら、肩の具合を確かめる。幸い脱だつ臼きゆうまでには至っていないようだ。だが、この相手、そしておそらく後で戦うことになるであろう能勢のことを考えれば、大きなハンデとなる。

　アデルが動いた。今度は膝ひざが十郎の顎に向けて跳ね上げられる。

　同時にマナが動く。

（──《見えざる手》！）

　攻撃を捌さばくと同時に壊呪デイスペルを発動。不可視の力が十郎の足を払はらおうとした瞬間、打ち消すことに成功。

　だが、間かん髪はつ容いれずに放たれた追つい撃げきの肘をかわし損そこねた。こめかみを掠かすめられ、一瞬意識が途と切ぎれかける。

「っらあぁっ！」

　だが十郎は気力を振り絞しぼって蹴けった。腕で受けられたが、そのまま振り切る。軽量のアデルはガードごと吹ふき飛とばされる。

　細身の体が床で二転、三転し、跳ね起きた。変わらず笑顔を浮かべている。

　十郎は小さく舌打ちする。

　こちらは脅きよう威いを感じているというのに、相手の感情がまるで読めない。

　まったく効いていないのか？

　焦あせりの欠片かけらすら抱いだいていないのか？

　そんなはずはない、と思う。しかし思っていても、重圧を覚える。その重圧は重石おもしとなって、じわじわと十郎の体力を奪う。

「……強えな」

　貼り付いたような笑顔を抜きにしても、その点は認めざるを得ない。

　壊呪デイスペルすれば攻撃への対応が遅れる。壊呪デイスペルしなければ追おい詰められる。

　魔法を扱う力に関しては、おそらく十郎をやや上回る程度。だが、十郎が苦労を重ねて壊呪デイスペルを極め自身の戦せん闘とう能力を高めていったのに対し、彼女は天才的とも言えるその武術に魔法を組み込むことで強さを手に入れたのだ。

（──しゃあねえか）

　力を温存してどうにかなる相手ではなかったのだ。

「ゴマ、働いてもらうぞ」

　連れている白黒のハムスター二匹ひきは、マナを凝ぎよう集しゆうして十郎が作り上げた魔法生物である。開放することで、ごく短時間であるが凄まじい密度のマナを操あやつることができるようになる、文字通り最後の切り札だ。

　能勢に対して使うつもりだったのだが、時間も惜しい。一気に倒たおしきるしかない。

　アデルが動く。距離が縮まる。十郎は迎むかえ撃うつ──と見せかけて、黒いハムスターをマナに換かえ、魔法回路を組み上げた。拳けん打だを放とうとしていた少女が、目を見開く。

「遅えよ！」

　施呪キヤステイングしたのは《見えざる手》。かわしようのない至近距離から、圧あつ倒とう的てきな力で、ただ単純にねじ伏ふせる。

　空気を震ふるわせ、不可視の巨きよ大だいな手が上からアデルに襲おそいかかった。

　かすかな苦鳴。膝が折れる。華きや奢しやな体は床に叩きつけられ、動けなくなる──はずだった。

　その直前に、魔法回路が四散していなければ。

「な──に？」

　十郎は目を見張った。

　アデルはこほっと咳せき込みながら、体を起こす。口くちの端はしから血を流し肋あばらを押さえているものの、致ち命めい傷しようには至っていないだろう。

　彼女は壁かべに手を突いて十郎に視線を向けた。

「驚くほどの、ことでは、ありませんでしょう？　あなたの、特技です」

「壊呪デイスペル……」

　そう、途と中ちゆうで《見えざる手》は打ち消された。そのために止めを刺さすだけの効果を発揮することができなかったのだ。

「力のない魔法士が強さを手に入れるために、一度は考える選せん択たく肢しです。私はあなたほどのレベルで使いこなすことはできませんが……それでも、役には立ったようですね」

　アデルは唇の血を拭ぬぐい、そして微笑ほほえむ。

「仕切り直しです。続けましょうか」



　　　　　＊　＊　＊



　襲い来る不可視の牙を切り払うとそのまま踏み込み、大上段から魔法で実体化させた大た刀ちを振ふり下おろす。能勢は大きく後ろに跳とんで逃のがれたが、刃は止まらずスチール製のデスクを数個まとめてまるで紙のように切り裂さいた。

「……まったく、よくそれだけ動けるものだ。年寄りの冷や水ですよ」

「大きなお世話だ」

「しかし──実に結構。確かに仰おつしやるとおり退屈はせずにすみそうだ」

　楽しげな能勢に、淵ふち上がみはため息をつく。

「なぜお前はそこまで戦いにこだわるんだ？」

「みんな、同じようなことを聞きますね」

　能勢は苦笑する。

「逆になぜ殺し合わないのですか？　こんなに気分を高こう揚ようさせ、生きている実感をもたらしてくれるものはないというのに」

「死ぬのは嫌だし、怪け我がすると痛いからじゃないかね。少なくとも俺おれはそうなんだが」

　この男は戦闘に痛みを上回る快楽を感じるのか──あるいは、破は滅めつ的てきな快楽で上書きをする必要があるほどの痛みを抱かかえているのか。

「ま、趣しゆ味みは人それぞれにしても、局を飛び出すことはないだろうに。お前みたいな奴でも心ここ地ちよく居られるよう、結構気を遣つかったつもりだったんだがなあ」

「その点は感謝してますよ。ただ、ここに居ると一つだけ不都合なことがある」

「何だ？」

「あなたや十郎さんと本気でやり合えないということです。特に十郎さんは少しずつ丸くなって来ましたから。私の望む彼と戦える時間はそう長くない」

「……難なん儀ぎな性格だな、おい」

　はあとため息をつく。

「ま、状況がこうなった今じゃ、どうこう言う意味もないか。──んじゃ、ご希望通りちょっと本気出すぞ」

　踏み込んで刀を振るう。能勢は後方に飛んで避さける。

　淵上は追わずに自分も一歩下がった。能勢が怪訝そうに眉まゆをひそめた瞬間──刀が一瞬で数本の小ぶりなナイフへと変わる。

「ほらよっと！」

　淵上はそれを投とう擲てき。能勢は《障壁》で防ぐ。が、魔法により創つくられたナイフはやすやすと防ぼう壁へきを貫かん通つう。

「どうした、どうした？　無様に逃げ回るだけか？」

　床に転がってかろうじて避けた能勢を挑発する。

「《霜そう刃じん》から《飛刀》……なるほどね、それが局長の得とく意い技わざですか。武器を実体化させる相手は経験がありますが、ここまで自在に組くみ替かえられる人間は初めて見た」

「面白いだろ。偉くなって現場から離れるまでは、若い奴らに戦闘指導したりしてたんだぜぃ」

　この種の魔法は単純に力場を操るものより難度が高くなり、また視覚によって確かく認にんされるという欠点がある。しかし、破は壊かい力りよくは飛ひ躍やく的てきに──《障壁》を軽々と突き抜けるほどにまで増大する。具現化されたものに対しては、術者の認にん識しき力りよくが強く働くためだ。

　オフィスは小さな体育館程度の広さがある。能勢は壁かべ際ぎわまで下がって距離を取り、慎しん重ちようにこちらの様子を窺っている。

「ふん、離れれば食らわないとでも思ってんのか？」

　淵上の手に弓が現れ、そこから光をまとった矢が続けざまに放たれた。壁伝いに逃げる標的を部屋の隅すみへと追い詰める。

　大きな書類棚だなに行く手を阻まれた能勢がわずかに動きを緩ゆるめた瞬間、淵上は弓を投槍やりに組み替えて投げつけた。先程までの神速の弓きゆう術じゆつ《鬼おに遣やらい》に比べれば、十分余よ裕ゆうを持って回かい避ひできる速度に見えただろう。

　だが、能勢がかわそうと動いたそのとき、槍が散さん弾だんのように分ぶん裂れつ、斜ななめ上うえから流星雨のごとく降ふり注いだ。

「────！」

　だが能勢はこれにも反応していた。棚たなを蹴って逆方向へ飛ぶと同時に、魔法回路を組み上げる。《見えざる手》。標的の体を貫つらぬくはずだった無数の槍が、わずかに軌道を逸らされた。

　大たい抵ていの魔法士にとって防ぼう御ぎよの第一手段は《障壁》であり、優秀な者は攻撃に対して反射的にこの不可視の壁を作り上げられるよう訓練を積んでいる。しかし、能勢はそれが通用しないと判断するやあっさりと頭を切り替え、瞬しゆん時じに施呪キヤステイングできる《見えざる手》で槍を散らしてダメージを減らすことを選せん択たくした。

　超ちよう人じん的てきな回避の反応、瞬時の状況判断、どちらが欠けても穴だらけの死体と化していただろう。最善の応手だったと言える。

　しかし──淵上には最後の手が残されていた。

　しのぎ切るかに見えた瞬間、無数の槍の雨を超ちよう高こう速そくで切り裂いて奔はしる閃せん光こうが、能勢の胸に吸い込まれた。

「がっ！」

　均整の取れた長身が吹き飛んで、背中から壁に激突する。

（──入った！）

　初歩の攻性魔法《魔ま弾だん》。撃ち出される光弾だんは単なるエネルギー体であり、実体を持たない。淡あわく発光はしているものの、視覚的に捉えるのは難しいという特とく徴ちようがある。

　単発で放てばどんな速度、どんな威い力りよくであろうと、能勢はやすやすと防いだだろう。だが、大刀、飛刀、矢、槍などの『見えている脅威』に目が慣らされ、そちらに集中していたため認にん識しきと反応がほんのわずかに遅おくれたのだ。

　つまり実体化させた武器を連続して繰り出すことでそちらに意識をひきつけ、《魔弾》を止めに使ったのである。人間の五感において視覚の占しめる役割は特に大きく、容易に意識を切り替えられるものではない。そこを突いた一手だった。

　淵上は大きく肩で息をついた。

　心臓が跳ね回っている。呼吸が苦しい。たったこれだけの攻防でかなりの体力を消耗していた。やはりブランクの影えい響きようは大きいようだ。だが、うまく仕留められたなら、これで──

　と、そのとき、淵上は能勢の体が細かく震えていることに気付いた。

　断だん末まつ魔まの痙けい攣れんか。いや──

「くく……くははは……あはははははははははははははははははははは！」

　能勢は哄こう笑しようしながらゆっくりと起き上がった。

「いい！　実にいいですね！　想像以上だ！」

「……不死身かよ」

「まさか。不死身なら命を賭かけた戦いがこんなに楽しくなるはずがないでしょう？」

　能勢は右手を軽く上げた。手のひらが火傷やけどでただれている。

「ギリギリでしたけどね、ガードしたんです。辛かろうじて《障壁》を手のひらに張ることができた。局長が頭を狙っていたら僕ぼくの負けだったでしょうが──それはないと予測して、心臓のほうに賭けた。正解でしたね」

「────」

　見み透すかされたのか、と淵上はかすかに口元を歪ゆがめる。

　ヘッドショットは相手を死に至らしめる確実な方法だ。だが、頭部は胴どう体たいに比べて的が小さく、動きも激しい。

　胸なら一〇〇パーセント撃ち抜くことができる。一方、頭はそうではなかった。ごくごくわずかな確率、一パーセントをはるかに下回る程度かもしれないが、現在の自分では仕留めそこなう可能性があると判断したのだ。

　ブランクによる勝負勘かんの鈍どん化か、そして体力の衰おとろえが淵上にわずかな妥だ協きようを強いていたのである。

「こういう読みと駆かけ引きは十郎さんが上手なんですよ。彼と組む機会があって本当によかった」

　十郎が努力を重ねる戦闘の達人だとするなら、能勢は戦闘の天才だ。あらゆることをあっさりと盗ぬすみ、吸収して強くなる。

　淵上が二人を組ませたのも、お互いにとってプラスになると考えたからだ。

（もっとも戦せん闘とう技術についてだけの話じゃなかったんだがなあ）

　ため息がもれる。

　能勢は自覚しているだろうか。十郎と居ることで彼自身も変わっていったことを。

　もう少し時間があれば、もう少し事情が許せば──いや、今いま更さら言っても仕方のないことだ。

　淵上は能勢を見み据すえる。

「で、一度防いだくらいで、もう勝ったつもりか？」

「まさか。言ったでしょう？　あなたは想像以上だったと。できることなら、もっと早く戦いたかった」















「稽けい古こならいつでもつけてやったんだがな」

　淵上が言うと能勢は笑った。その表情にわずかに憐みの色があった。

「あなたの全盛期に殺し合いをやりたかった、という意味ですよ。──さて、続けますか」

　能勢が滑すべるように間合いを詰めた。《大顎》が淵上目がけて放たれた。

（……勝てない、か）

　攻防のさなか、諦あきらめに流されたわけでも自や棄けに陥おちいったわけでもなく、冷静に戦力を判断してそう結論を出す。乾けん坤こん一いつ擲てきの《魔弾》を受けられた時点で、勝敗は決していた。

　こんな事態を回避するために、何かできることがあったのかもしれない。よりよい選択肢があったのかもしれない。だが全すべてはもう遅い。歯車はズレてしまった。修復は不可能だった。

　俺はいつも後こう悔かいしている気がするな、と淵上は内心で苦笑する。

　体力が続かなくなっている。少しずつ動きが鈍にぶっていく。施呪キヤステイングも遅れだす。

　攻撃のあとの隙を狙われる。見えない顎に左ひだり腕うでを食くいちぎられた。鮮せん血けつが舞う。

　どうやら限界が近いようだ。

（だからといって、立場上投げ出すわけにいかないのが辛つらいところだよなあ）

　取り返しが付かなくなったのなら、きちんと処分して終わらせなければならない。それが自分の役目。

　ああ損な役回りだ──そんなことを思いながら、淵上は刀を振るう。
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（大だい丈じよう夫ぶかなあ……）

　唯里は車の外に出て、じりじりとしながら特別対策局の方を窺っていた。

　細かい戦せん況きようまではわからないが、マナの動きから判断するに二箇か所しよで魔法士同士の衝しよう突とつが起こっているようだ。

　上の階で一つ。そして入口付近で一つ。後者がおそらく十郎だろう。つまり、何者かに阻まれて足止めされているということである。

　来るなと命令されている。戦闘が起こっているなら、ほとんど素人しろうとの唯里が出て行っても足手まといになるだけなのだ。

（──でも）

　と唯里は思う。

　本当にここでただ待つのが最善の選択肢なのだろうか。

　十郎の指示は、唯里を巻き込まないように、危険な目に遭あわせないようにという配はい慮りよでもある。逆に言えば──多少の危険を覚かく悟ごすれば十郎の傍そばで自分にできることもあるということではないか？

　特別対策局に来て実感した。ここには大勢の人間の命を左右する機会があり、魔法士にはそれに応こたえる力がある。だからこそ、失敗したときには悔くいが重く心にのしかかるのだ。

　数日前、火災の起きたデパートに出動したとき、その現場で二名の犠ぎ牲せい者が出た。避ひ難なん口へと殺さつ到とうした客の中で圧死したのである。十郎は不可抗こう力りよくだと言って責めなかったが、唯里は自分が許せなかった。あらかじめ予測しておくべきだった。適切な選択をしていれば死なせずに済んだはずだ──そんな思いが消えなかったのである。

　そう、できることがあるときに動かなければ、きっと後こう悔かいする。今がそのときではないのだろうか。

「月子ちゃんなら──どうするかな」

　呟つぶやいてみる。

　あの少女がここに居たら何を考えどう行動するだろう。

　答えはすぐに出た。

　彼かの女じよの優先順位ははっきりしている。十郎の言ったことを守るのではなく、十郎の身を守ろうとする。

（なら、やるべきことははっきりしてる、かなー）

　うん、と一つ肯うなずくと、心が決まった。

　まず、携帯電話から信し乃のに連絡を取る。多た忙ぼうな医い療りよう魔ま法ほう士だが、幸いにもすぐに相手が出た。

「卯う滝たきですー。すみません、緊きん急きゆうの連絡です」

『緊急？　何かあったのですか？』

　緊張を孕はらんだ声で信乃は言った。

　唯里は簡単な状況説明と、自分も踏ふみ込むつもりであることを告げた。

「えーと、多分怪け我が人にんが出ますから、救急の手配を。後の処理をお願いします」

『え……ち、ちょっと、待ちなさい！　卯滝さ──』

　失礼します、と言って唯里は電話を切り、そしてビルの方に駆け出した。

　走りながら頭を働かせる。

　十郎の目的は先に進むこと。ならば自分にできるのは囮役だ。敵を引きつけて、十郎を行かせればいい。

（正面から踏み込んで、注意を引いて──いや、だめか）

　こちらの姿も敵から丸見えになる。相手は多分プロだ。馬ば鹿か正しよう直じきに正面からやりあうのは危険が大きすぎる。

　勝ったり倒したりするのが目的ではない。ただ時間が稼かせげればいいのだ。ならば最初の一手は不ふ意い討うちで少しでもアドバンテージを稼ぐべきだろう。

　唯里はビルの側面に回り込み、精神を集中させた。壁の向こうで行われている戦いの様子が伝わってくる。

　マナによって魔法回路が生成される。あるものは起動され、あるものはその前に壊こわれて消える。

（……多分、接近戦。そんなに規模の大きな魔法は使われてない、よね）

　単純なマナ支配の能力なら、敵よりも唯里の方が上かもしれない。なら、手の打ちようがある。

　方針は決まった。腹も括くくった。

　まずは──闘たたかっている二人を引き離す。

　唯里は息を大きく吸い込み、一瞬で高密度の魔法回路を組み上げ──

「いっけえええええええええぇぇぇぇぇっっ！！！！！！！！！！！！」

　そして渾こん身しんの魔法を壁の向こうに叩きつけた。
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　蹴りをかわされ、十郎は小さく舌打ちした。

　先ほどの一いち撃げきのダメージはやはり大きかったのだろう、アデルの動きは明らかに落ちてきていた。だが、倒たおせるかというところまで追い詰めると、するりと逃げられる。明らかに時間を稼ぐ戦い方に切り替えている。

（どうする──？）

　いつまでも付き合っているわけにはいかない。もう一匹の切り札を使って一気に片を付けるかどうか、決断をしなければ──

　と、そのとき、十郎は思わず目を見張った。

　突然、壁を突き破やぶって巨大な《魔弾》が飛来したのだ。

　十郎とアデルはお互い飛び退すさり、距離を取る。魔法により作られた巨大なエネルギー弾がその真ん中を通過、受付のカウンターを粉々に破は壊かいした。

「先生から離れろおおおぉぉぉぉっ！！！！」

　壊れた壁の向こうから唯里が突とつ進しんしてきた。声とともにもう一つ《魔弾》。アデルがさらに一歩、大きく下がってかわす。

　それを待っていたかのように、十郎とアデルを隔へだてる強固な《障壁》が作り上げられた。

「今ですっ！　先に行って下さいっ！」

《障しよう壁へき》を維い持じしたまま、唯里は十郎を守るようにアデルと対たい峙じした。

「な──」

　唖あ然ぜんとしていた十郎だったが、ようやく声を出すことに成功した。

「何考えてんだ、卯滝！　お前程度が割り込んでどうにかできるとでも思ったのか!?　さっさと逃げ──」

「逃げません！」

　アデルを睨にらみ付けているため、その表情は見えない。しかし、唯里はこちらに向けた背中で説得を拒きよ否ひしていた。

「信乃先生にはもう連絡入れました。早く、行って下さい！　足止めするくらいなら私にもできますから！」

　上では淵上と能勢が戦っているはずだ。ここで淵上が殺されるようなことがあれば、特別対策局は終わるだろう。しかし、唯里をこの場に残していくのも危険だ。

「足止め、できるつもりですか？」

　声とともにアデルの壊呪デイスペル。唯里の《障壁》が砕くだけ散ちる。

　だが──歩を進めようとした彼女は、わずかに眉をひそめた。

　たった今砕いたはずの《障壁》が、目の前に展開されていたのだ。

「ええ、壊呪デイスペル使うんですよねー。知ってます。でも──椎葉先生よりは、ずっと下手くそですよねっ！」

「…………」

「だったら、壊される端はしから作り直していけばいいんです。私、施呪キヤステイングの速さには自信がありますから。相あい性しようでいえば先生より私の方がいいはずです」

　今度は無言でアデルが不可視の壁を壊す。しかし、新たな壁が出現する。また壊す。しかし、また一瞬で修復される。

　壊呪デイスペル。施呪キヤステイング。壊呪デイスペル。施呪キヤステイング──

　二人の距離はわずか数メートル。しかし、唯里はアデルに前進を許さない。

　複数施呪マルチキヤステイング能力は持たないが、単一の魔法に限ればおそらくその施呪キヤステイング速度は月子に引けを取らないだろう。壊すのと作り上げるのでは、圧倒的に壊す方が速い。にもかかわらず、唯里の施呪キヤステイング速度はアデルの壊呪デイスペルに拮きつ抗こうしている。

　そしてアデルには唯里の《障壁》を突とつ破ぱするほどの魔法を行使する力はない。

　二人は睨み合あった。

「……うん、やっぱり私でも何とかなりそうですねー」

「でも、永遠に持つわけではないでしょう？　時間の問題ですわ」

　アデルは笑みを消さない。

　そう、唯里に不利な点がもう一つ。壊すのと作り上げるのでは、圧倒的に壊す方が楽なのだ。施呪キヤステイングする側には、可能な限り早くマナを確保し正確に魔ま法ほう回路を組み上げることが要求される。つまり消耗が激しく、持久戦になればまず間ま違ちがいなく先に限界が訪おとずれることになる。

　だが、唯里は気にした風もなく言った。

「まあ、そうかもね。──聞こえましたかー？　先生。時間は有限です。急いでくれないと、私の努力が無む駄だになっちゃいますよ」

　その口調は普段と変わりない、陽気でポジティブなものだった。

　かつての唯里は戦闘の恐きよう怖ふに立たち竦すくんでいた。怖おそれ、怯おびえというのは人間の本能であり、そう簡単に消し去れるものではない。しかし今、彼女は堂々と敵に対峙している。十郎は賞賛にも似た思いを覚えた。

　いつのまにか上階の戦闘の気配が途と絶だえている。

　決断した。

「──くそっ！　わかった、卯滝、力を借りる。だが、三分だけだ。三分経たったら逃げろ！　いいな！」

　アデルの目的は十郎の足止めだ。唯里がこの場を離れれば、彼女ではなく十郎の後を追おうとするはずである。たった三分であったとしても、先行できる時間は貴重だ。支し援えんとしては十分すぎる。

　これが唯里を巻き込むことができる、ぎりぎりのラインだった。

　了りよう解かいです、という元気な声を背中に聞いて、十郎は上階へと走り出した。

　階段を二段飛ばしで駆け上あがる。

　一気に三階まで到とう達たつ。無人の通路のすぐ先にオフィスの扉とびらが見えた。
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「向こう見ずというか、無む謀ぼうというか……」

　女性──いや、自分より幾いくつか上だろうが、まだ少女といってもいい歳としだろう──は首を傾げた。

「なぜわざわざしゃしゃり出て来るのです？　見たところ、あなたはまったく戦闘訓練を受けていない素人だ。私、見た目こんなですけど、人、平気で殺しますよ？」

「わかってる」

　あの十郎が倒しきれない相手だ。この華奢で人当たりの良さそうな少女は、戦闘の技術という点に関して唯里の遥か上をいっている。

「でも、先生には、上に行って局長さんを助けるって目的があったんだもの。だったら行かせてあげないとねー」

「あなたが死の危険を冒おかすことになっても？」

「うん」

　唯里は肯く。自信を持って。

「そりゃあ、怖こわいけどねー。でも、命を賭けて好きな人の役に立てるって、ものすごーく嬉うれしいことなんだよ。あなたはそういう経験、ないのかな？」
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　斬きりつけ、薙なぎ払う。

　かわし、防ぎ、踏み込む。

　受け流し、弾はじき返かえし、突き込む。

　片かた腕うでを失いながらも、死力を尽くした。しかしそれも最さい期ごの瞬間をただ先へと伸ばすだけの悪あがきに過ぎないことは、誰だれよりも自分自身がよくわかっていた。

　淵上が今まで見てきた魔法士の中で最高の才能を持っていたのは、椎葉一いち花かだ。だが、殺し合いという一点に限れば、この能勢は彼女をすら上回っているかもしれない。攻撃の速さ、強さ、正確さ、そして体力と反応速度、判断力、精神力──いずれもが驚嘆に値する。

『全盛期に殺し合いをやりたかった』と能勢は言った。

　同感だ、と淵上は思う。

　そうすれば、まだわずかな望みがあったかもしれない。この血の気の多いガキを叩きのめして、頭にげんこつを落として、このバカもんが！　と怒ど鳴なりつけてやるのが間に合ったかもしれない。

（……なあ、能勢よ）

　もしそうだったら何か変わっていたか？

　思うように体が動かない。ほとんど防戦一方に追い込まれている。

　マナが能勢に集まる。淵上が攻撃に備えて《障壁》を展開しようとした瞬間──腕うでからの出血で一瞬意識が飛びかけた。

「────！」

　おそらくはコンマ一秒にも満たない時間だっただろう。しかし能勢には十分すぎた。

　脇わき腹ばらを大きく《大顎》にえぐり取られた。

　致命傷だった。距離を取ろうと床を蹴り──そして、果たせず倒れ込む。そのまま床を這はい、どうにか自分のデスク付近へと後退する。

　そこで、力が尽きた。

「ここまでですか」

　能勢が呟くように言った。

　の、ようだ。淵上は薄うすく笑った。

　能勢が歩み寄ってくる。もうこちらには指一本動かす力も残っていない。

　だが──

（そうだ、油断しろ。もう少し──近づけ）

　あと一つだけ、奥おくの手てがある。

　事前に準備しておいた《炸さく裂れつ》──強きよう烈れつな爆ばく発はつを起こすことのできる魔法回路だ。デスクのそばに《隠いん匿とく》式を組み込んで仕し掛かけてある。あとは意識を集中して、魔法回路のトリガーにアクセスするだけ。この位置なら確実に自分も巻き込まれるが、能勢も助かるまい。

　あと二歩、一歩──よし、入った。

「では、さようならです、淵上局長。よい旅を」

　能勢が笑う。

　淵上は笑い返す。

「──俺はさ、一人旅って大だい嫌きらいなんだよな」

　同時に起き爆ばくトリガーを引く。そして──



　そして何事も、起こらなかった。
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《炸裂》は起動しなかった。

　白い魔法生物が光の矢となって奔り、魔法回路を分解、一瞬のうちに食い尽くしていたのである。

　床に倒れた淵上が、目を見開いてこちらを見た。

「て……めえ、余計な、ことを……」

「自じ爆ばくなんて格好悪い真ま似ね、止めてもらえませんかね。あんたに死なれたら、俺が急いで戻ってきた意味ないでしょうが」

　オフィスに飛び込んだ十郎は一瞬で状況を見て取った。今まさに大だい爆ばく発はつが起ころうとしていた。しかし、魔法回路が《隠匿》により隠かくされているため正確な場所と構造が把は握あくできず、壊呪デイスペルが間に合わない。

　それで最後の切り札を使ったのだった。

《暴食鼠ねずみ》。魔法回路を分解、食い尽くし、その分のマナを取り込んで術者の元に帰るという、十郎の奥の手である。

　先ほどの唯里の乱入がなければ、十郎は淵上を救う機会も手段も持ち得なかっただろう。結果的に彼女が淵上を救ったともいえる。

「そもそも、殺し合いをしゃぶり尽くすまで楽しむこいつだ。あんたが死ぬまで気を抜くわけがない」

　能勢に油断は存在しない。自爆を決行していれば、おそらく淵上は無む駄だ死じにになっていた。

「相手が死ぬまでが殺し合いですからね」

　のんびりとした口調で、能勢は十郎の言葉を肯こう定ていした。

　彼かれの判断も早かった。十郎が部屋に飛び込んでくると同時に距離をとり、一度マナを確保し直している。

　十郎も《暴食鼠》により《炸裂》のマナを支配下に置いたが、もちろん占せん有ゆうするには至っていない。ほぼ互ご角かくの形勢といったところだろう。

　さらに何かぼやこうとした淵上だったが、力なくその目が閉じられた。気を失ったようだ。信乃の到とう着ちやくまで、あとどのくらいだろう。間に合うだろうか。

「お久しぶりですね」

　能勢は笑みを浮かべる。見慣れた、いつもと変わらない表情だった。

「いきなり奥の手ですか。取っておいた方が良かったのでは？」

「使ってこそ意味があるんだよ、こういうのは」

「確か二匹お持ちでしたよね。まだ残っています？　アデルさん相手に温存して、ここまで来られましたか？」

「……さてな」

　実のところ、もう手持ちのカードはない。体力と集中力も限界が近い。淵上や唯里のことを考えれば、時間も残されていないだろう。戦うなら短期戦だ。

　ただ──ひとつだけ、その前にやっておかなければならないことがあった。

「どっちにしても、もうお互い退けねえからな。ご希望の殺し合いに付き合ってやるよ。ただ──その前に一つだけ訊ききたいことがある」

　ずっと心の隅に引っかかっていた、ある疑問。

「何でしょうか？」

「違い和わ感かんを覚えてたんだ。お前は、なぜ──」

　十郎は能勢に向かって、ゆっくりと口を開いた。
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「どう思う？　サバタロー」

　菜々香と紗弓が帰り、一人きりになった自室。月子は寝ね転ころがり、飼かい猫ねこを腹の上に乗せてそう呟いた。

　能勢のことを理解すると決めてはみたものの──正直、難しい。

　敵を前にした場合、戦わなければならないことがあるのはわかる。例えば軍人などはそれが仕事だ。

　あるいは──あまり想像したくもないことだが──何らかの理由で抱いた憎ぞう悪おが、殺意にまで発展することもないとは言えないだろう。例えば、殺人事件被ひ害がい者しやの遺族の、犯人に対して抱く感情などがそれに当たるかもしれない。

　しかし、ただ戦いたい、殺し合いたいというのは……どうしても理解することができなかった。何らかを為なすための手段にするならまだしも、なぜ、それ自体を目的とすることができるのだろう。

　月子は考える。考えて考えて──

「……だめ」

　そして諦めて息を大きく吐はいた。

　無理だ。やはり彼の価値観は──自分から、はるか遠くにある。ひどくずれていて、歪んでいて、手を触ふれることもできそうにない。

　別の視点から考えてみることはできないだろうか。

（そう、例えば──）

『なぜ』『今』十郎なのか。

　能勢が相手を選ぶ基準は強いか否いなかだ。その意味で十郎は彼にマークされる条件を満たしていると思う。だが、ずっと同どう僚りようとして近い位置にいながら、なぜ今、敵対する必要があるのだろうか。

「といっても、考える材料がなさすぎるよね……」

　そう口に出すと、サバタローがまるで同意するように、ニャッと鳴いた。月子はくすりと笑って喉のどの下を撫なでてやる。

　そもそも能勢と過ごした時間はそれほど多くない。春先に彼が教官をやっていたわずかな期間、あとは数度顔を合わせただけだ。いずれも平和的とは言い難がたい状況だったため、印象には残っているのだが──

（あれ？）

　彼の言動を思い起こしていた月子は、そのときふと頭の隅に引っかかるものを覚えた。

　何だろう、この感覚。何かがおかしい、あるいは理り屈くつに合わないというような、不思議なもどかしさ。

　この奇き妙みような違和感の正体は──

　と、そのとき、部屋の扉がノックされた。あと少しで掴めそうだったものが、するりと手の内から逃げていったようだった。

　月子はため息をつくと、歩いて行って扉を開けた。教官の一人である嘉か神がみ祐ゆう平へいが、いつものお人ひと好よしそうな表情で立っていた。















「ああ、ごめん、雛ひな咲さきさん、ちょっといいかな？」

「はい、何でしょうか？」

「さっき、お祖じ父いさんから連絡があったんだ。雛咲さんに面会したいって。あと二〇分ほどで着くそうだよ」

　寮りよう内ないでの携けい帯たい電話使用は禁止されているため、たとえ親族からのものであっても電話は一度寮りよう監かんの教官に取り次がれることになる。今日は彼が当番なのだろう。

「お祖じ父い様さまが……あ、はい、承うけたまわりました。ありがとうございます。面会は寮のロビーでいいですか？」

「いや、ちょっとお客さんを連れていくから、校舎の方の応接室を貸してほしいって言われた。まあそれは全然構わないんだけど──間の悪いことに信乃先生から緊急の呼び出しがあって、俺、これから外に出ないといけないんだよね」

　祐平は申し訳なさそうに頭をかく。

　ここの主任教官であり医師でもある出雲井信乃は、患かん者じやを診みるため育成校を不在にしていることが多い。彼女の助手を務めている祐平にも、その関係でときどき外から呼び出しがかかるのだ。

「鍵かぎ、渡わたしておくから、面会終わったら戸と締じまりお願いできるかな？　そのまま持ってて、明日にでも返してもらえればいいから」

　わかりました、と答えて月子は鍵を受け取り、一度制服に着き替がえてから校舎内にある応接室に向かった。

　週末の学校は無人である。少々気味が悪い。

　鍵を開けて応接室に入る。掃そう除じ当番のとき幾いく度どか足を踏み入いれたことがあるが、一人で居ると思った以上に広く感じられた。

　まず、窓を開けて換かん気き。今日は暖かいので空調は入れなくても大だい丈じよう夫ぶだろう。

「お茶も要いるかな……」

　給湯室は使えるようだ。信乃の趣味だろうか、少し高そうな紅茶の葉があった。借りてもおそらく大丈夫だろう。

　準備を整えると、時間を見計らって出で迎むかえのため駐ちゆう車しや場じようの方へ向かう。

（それにしても、珍めずらしいなあ）

　祖父がわざわざ育成校まで会いに来るとは。肉親としての情愛に乏とぼしい人であるのはよく知っているから、単純に顔が見たかったとかいう理由ではないだろう。何らかの魂こん胆たんがあるに違ちがいない。月子は少し憂ゆう鬱うつな気分になった。

　そう、人がその性格にそぐわない行動をとるときは、大抵理由があるものだ。

「……あれ？」

　そのとき月子は小さく声を上げた。

　ある考えが閃ひらめいた。

　先ほど能勢に覚えた違和感の正体、それがわかったのだ。まるで天てん啓けいにうたれたかのように。

（その性格にそぐわない──）

　そう、自分が知る限りただ一度だけだが、確かにあった。能勢が彼らしからぬ行動、違和感を覚える真似をしたことが。

　彼はなぜ──
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「なぜ、一花を殺した？」

「…………？」

　能勢はしばし沈ちん黙もくし、そして意味がわからないという様子で眉まゆ根ねを寄せた。

「なぜ？」

　小さく呟く。

「なぜ、なぜ、なぜ──。おかしいことですか？　私は特別対策局の人間で、彼女を止める必要があった。一番好きなのは戦うことですが、殺すことも別に嫌きらいではない。色々な意味で当然の行こう為いだったと思っていますが」

「……今、自分の口にした矛む盾じゆんに、気付いてないのか？」

　十郎は小さく息を吐き、目の前の男を見据える。

「なら、わかりやすく言ってやる。──なぜ、“〝戦わずに”〟一花を殺すことを選んだんだ？　戦うためなら任務なんぞ無視する、戦せん闘とう狂きようのお前が」

　能勢の顔から表情が消えた。
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　月子は覚えている。

　あのとき能勢は、十郎や月子たちの目の前で、一花をただ一射で殺した。

　戦うことが抑おさえがたい欲望だというなら、その行動は明らかに矛盾しているのだ。

　一花は間違いなく天才だった。能勢のいう『戦う価値』を認めるに足る、言ってしまえば最高の価値を持つ存在だったはずだ。

　十郎を怒おこらせたかった？

　姉を殺すことで、十郎の本気を出させたかった？

　──いや、それも違う気がする。

　十郎と戦いたかったという言葉に嘘うそはないとしても、それは一花と戦う機会を捨てる理由にはならないからだ。十郎を刺し激げきしたいなら、例えば──考えるのも嫌なことだが──月子や、あるいは育成校の子どもたちに手を出すことでも、目的は果たせるだろう。

　能勢が自じ認にんしていたような『欲張り』であるなら、一花と十郎の両取りを狙ねらうはず。それでなければおかしい。

（つまり──）

　強さ以外の部分で、十郎の方を優先させる理由があったということだろうか？

　まったくのブラックボックスだった能勢という人間、その心を理解する手て掛がかりがほんの少し見えた気がした。

　視点を変えてみればいい。

　ただ戦うことが好きだという、そして十郎と殺し合うことを望んでいる人間を理解することは不可能だ。しかし、数多あまたの人間の中でただ一人だけが特別の意味を持つ──つまり、能勢にとって十郎は、他の人間と等価値ではなかったという──そういう心理を解き明かすという問題であるならば、少し事情が変わってくる。

　あのとき能勢が一花を殺したことは、どんな結果をもたらした？　そのことで十郎は何を得、何を失った？

　多分、それが鍵だ。

　もしかしたら、二人を止めることが、少なくともその一助を担になうことができるかもしれない。

「……うん、椎葉先生に、連れん絡らくしてみよう」

　ようやく──ようやく、その決心がついた。

　大丈夫だ。諦めずに一いつ生しよう懸けん命めい考えれば、どんな問題でも解決できるはず。

　寮りように戻もどって電話をと考えたとき、一台の外国車が駐車場に入ってきた。月子は現実に引ひき戻される。そうだ、出迎えに来ていたのだった。

　停車した車の中から、祖父の伊い蔵ぞうが姿を現した。続いてもう一人、背の高い男性。

（外国の、人？）

　いや、戸と惑まどうより先に非礼のないよう挨あい拶さつしなければならない。

　月子は駆け寄よって頭を下げる。

「ようこそいらっしゃいました。お祖父様、お客様」

　伊蔵はうむと肯き、客人に視線を移した。

「孫の月子だ」

「雛咲月子です。どうぞよろしく」

「ああ、これはどうも、ご丁てい寧ねいに」

　白人男性は流りゆう暢ちような日本語で言った。

　中年から初老というあたりの歳だろう。穏おだやかな表情。背筋の伸のびたきれいな姿勢。スーツやネクタイ、身につけているものは相当な高級品であるように見えたが、それらすべてが嫌みなく彼という人間に馴な染じんでいた。

「はじめまして、可愛かわいいお嬢じようさん。突とつ然ぜんの来訪、お許しください。お噂うわさをかねがね耳にしておりまして、ぜひ一度お会いしたいと思っていたのですよ」

　そう言って優やさしげな、洗練された笑えみを浮かべる。

「アメリカで商社を経営しております、チェスター・マクスウェル──あなたの大ファンです」
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「なぜ──椎葉一花と戦わなかった、か？」

　能勢はオウム返しに言った。まるで予測不能な方向から一撃を食らったような、そんな顔をしていた。十郎も初めて見る表情だった。

「なぜ……？　僕は──」

　その瞬しゆん間かん──

「能勢！」

　十郎は思わず叫さけぶ。

　突然、能勢の頭部から血が弾けた。

　魔法による矢──《千せん里り箭せん》。おそらく幸崎。十郎たちに遅れて到着し、機を窺うかがっていたのだろう。

　だが、一撃必殺のはずの超ちよう遠えん距きよ離り攻こう撃げきを、能勢は避けていた。超人的な、あるいは野性的な感覚で殺気を感じ取り、同時に首をわずかに傾かたむけたのだ。

「────っ！」

　一、二歩よろめいただけで身を翻ひるがえし、そのまま跳ちよう躍やく、射手とは逆側の窓を突つき破って飛び降りる。

　追おうとした十郎だったが、思いとどまった。今は──駄だ目めだ。

「局長──」

　淵上の元に駆け寄り脈をとる。きわめて微び弱じやくだが反応あり。魔法も使って可能な限りの止血処理を施ほどこすが、十郎の力では大した効果を期待できないだろう。

　唯里はすでに信乃には連絡をしたと言っていた。救急隊の到着はまだだろうか。

（そうだ、卯滝──）

　その彼女はどうしただろう。三分はとっくに過ぎている。ちゃんと逃にげ出せただろうか。

　そんなことを考えたとき、ズン、と地面が揺ゆれた。まだ階下では戦闘が継けい続ぞくされているようだった。

「……くそっ、あのバカ」

　自分の周りにいる奴やつらは、どうしてこう自分勝手なのか。

　間に合ってくれと祈いのりながら、十郎は重い体を引きずって再び一階へと向かった。
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　ものすごい地じ響ひびきとともに、足元がひび割れた。

　壊呪デイスペルと施呪キヤステイング。永遠に繰くり返されるとも思われたその応おう酬しゆうのさなか、アデルは唯里の集中がわずかに途と切ぎれた隙すきをつき、強化した足で床ゆかを踏み割ったのである。

「あ……」

　亀き裂れつに足を取られ反射的に踏ん張ばる。だがその分、わずかに施呪キヤステイングが遅れた。体勢を立て直したときにはもう距離を詰つめられていた。

「はい、捕つかまえました」

　喉に細い指が食い込む。信じられないような力だった。呼吸ができない。視界が黒く塗ぬりつぶされていく。

「足元というのはね、案外盲もう点てんになるのですよ」

　彼女は穏やかな声で言った。

「あなたはよく頑張りました。集中力が続いていれば、おそらく今の奇き襲しゆうもしのげたでしょう。三分は過ぎていますが、なぜ逃げなかったのです？　──といってもこれでは答えられませんわね。まあ、どうでもいいことです」

　なぜ逃げなかった？

　そんなことは決まっている。自分がここを離はなれれば、この女は十郎の後を追うだろうからだ。自分は助かっても、十郎が挟はさみ撃うちに遭うことになる。

　だから最初から逃げないと決めていた。

　とはいえ、死ぬつもりもなかった。十郎が戻ってくるまでは持もち堪こたえる予定だったのだが──少々見通しが甘あまかったのは否めない。向こう見ずで無謀、結局この女の言うことが正しかったのかもしれない。

　すうっと体がつめたくなる。四し肢しの感覚がなくなっていく。

（──あ、ダメだ）

　妙みように冷静にそう思った。

　多分、あと数秒で自分は死ぬ。

　後悔や恐怖を実感する前に意識が途絶えそうなのは、ありがたいことだと言えるかもしれない。

　──椎葉先生、怒るだろうなあ。

　──それとも、ちょっとくらいは泣いたりしてくれるかな。

　そんな思考を最後に、ゆっくりと意識が消えていく。

　────

（……あれ？）

　不意に視界が回復した。唯里は膝を突いて激しくせき込んでいる自分に気がついた。

　全身が酸素を求めて喘あえいでいる。苦しい。──しかし、これは自分が死んでいないという何よりの証しよう拠こだ。

　顔を上げると、涙なみだで滲にじんだ視界に敵の少女が映った。常に変化のない笑みを浮かべていた顔が、今は初めて見る表情に彩いろどられていた。

　そして、その背後に──

「名坂に連絡付いたのは運が良かったよ。──さて、能勢和希は離り脱だつしたようだが、どうする？」

　男が立っていた。おそらくは魔法で創つくり出したのであろう長大な刀を、ぴたりとアデルの首筋に当てている。

「お前にはでかい借りがあるからな。尻尾しつぽ巻いてマクスウェルのところに帰るなら、一度だけは見み逃のがしてやる。それとも、この間合い、この体勢から俺とやり合うか？　今すぐ決めろよ、アデル・クァン」
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「どうぞ、お掛かけになって下さい」

　月子はソファを示す。

　伊蔵は腰こしを下ろしたが、マクスウェルは微笑んで首を振った。

「わがままを言うようで申し訳ないですが、月子さんの向かいではなく、隣となりに座すわらせてもらってもいいでしょうか？」

「あ、はい。構いませんけど……」

「ありがとう。──では失礼」

　お茶を出し、自分も腰を落ち着けた月子にマクスウェルは穏やかに語りかけた。

「正面から向き合うと緊きん張ちようする性た質ちなのですよ。横に並んでいた方が、リラックスして話ができる」

「ああ、そのお気持ちは少しわかります」

　月子は微笑んで肯いた。

　単なる社交辞令で同意してみせたわけではない。正面から顔を見られるとどうも睨まれているような気分になるので、実のところ月子も対談やインタビューの類たぐいには苦手意識を持っているのだ。もちろんどんな精神状態であっても、笑え顔がおを浮かべ続つづけ愛あい想そ良く応対することには慣れているのだが。

「先ほども申し上げましたが、私、あなたのファンなのですよ。会わせてもらえないかと常々雛咲先生にお願いしていたのですが、幸いにして今日、その希望が叶かなったというわけです。──ああ、でも、お時間を取らせてしまって申し訳ありませんね。寮でくつろいでおられたのでしょう？　ご迷めい惑わくではなかったですか？」

「いいえ、とんでもない。光栄です。ありがとうございます」

　テレビに出るようになってから、ときどきこういうことがある。祖父の知り合い、あるいは知り合いの知り合いと称しようする人々に引き合わされ、握あく手しゆやサインを求められるのだ。

　ちなみに月子のサインは楷かい書しよで普ふ通つうに名前を書くだけである。微び妙みようにがっかりされることがあるので、芸能人のように判読不能なのを練習した方がいいのだろうか、と、ときどき思ったりもする。

　いずれにしても、基本的には愛想良く応じることにしている。ときに厚かましく無礼な態度を取られることもないわけではないが、マクスウェルはその種の人間とは一線を画しているようだった。

（──まあ、そう長くはならないよね）

　会談が終わり客が帰ったら、十郎に電話をするつもりだ。彼の声が聞けることを励はげみに、自分の役割を全まつとうするとしよう。

「──ふむ、強いですね」

　マクスウェルが唐とう突とつに言った。

「え？」

「や、失礼。少し驚おどろいたのですよ。いきなり現れた知らない人間と、親しげに喋しやべらなければならないというのは結構なストレスでしょうに。大変ではないですか？」

　月子は思わず目を瞬またたかせた。初対面の人からそういうことを言われたのは初めてだった。

「あの、大変そうだとか、そんな風に見えましたか？」

　もともと人と喋るのは得意ではないし、少なくとも友人たちや十郎と会話するときより負担に感じるのは確かだが──何か、見透かされるようなことをしてしまっただろうか。

「いえいえ、客に気を遣わせない、完かん璧ぺきなもてなしの精神を発揮しておられますよ。──だからこそ、少し穿うがった見方をしてしまったのですけどね。あなたくらいの歳でそれを身に着けているということが珍しい。決して楽をして自分のものにできる技能ではありませんから、これは」

「い、いえ──」

　マクスウェルは返答に詰まった月子を見、ふっと表情を曇くもらせる。

「ああ、お気に障さわったかもしれませんね。申し訳ない。こういうことは思っても言わないのがマナーだと承知してはいるのですが……どうも私は、ときどき余計なことを口にし過ぎるようだ」

「そ、そんな──」

　月子は慌あわてて手を振った。

「そんなことはありません。あまり他の人から言われないことなので、少しびっくりしただけで……」

　そう、確かに不快ではなかった。自分を飾かざっているということを指し摘てきされたのは、“〝仮面”〟を被かぶって優等生をやっていたころ以来のことだ。あのときの十郎は気き遣づかいや忠告するときすら怒っているように感じられて、少し怖かったものだが。

　わかってくれる人なんだという思いは、月子の心を少しだけ軽くする。

「お気遣いありがとうございます。望んでやっていることなので、大丈夫ですよ。あなたのような方とお話するのは楽しいですし」

　月子は笑って言った。

　外国人ということで少し緊張していたが、思ったより話しやすくていい人だな──そんな印象を持った。

　実際、マクスウェルは話上手であり、聞き上手だった。

　経営しているのは、主に機械類を扱あつかう商社だという。仕し事ごと柄がら、多くの国の人と商談をするらしい。海外と日本での常識の違い──例えば国によっては頭や肩かたに触れるのは失礼な行為であるとか、ごはんを残さず食べるとおかわりの催さい促そくになって失礼だとか、交通事情やお手洗いの習慣の差異などなど──そして、それによって引き起こされたトラブルや仕事上のエピソードなどを面おも白しろおかしく語った。

　一方、月子の話に対しては遮さえぎることなく適度に合いの手を入れ、所々に質問を挟み会話がスムーズに流れるよう気を配った。初対面の人との会話が楽しいと思ったのは、ずいぶんと久しぶりのことだった。

「──円えん換かん算ざんして億単位の取引が日にち常じよう茶さ飯はん事じですからね。うっかり契けい約やく書しよのゼロの数を間違えたりすると恐おそろしいことになる。実際、私が帳ちよう簿ぼをチェックして発見し、何とか事なきを得たというようなこともあるのです」

「大変ですね。──あの、金額が大きいと緊張しませんか？　私なんか、お店で一〇〇〇円札を出だすときにもドキドキしてしまうので。お札になると、何か大金というイメージが……」

「私の場合は金額が金額ですから、何というか、実感がありませんな。データ上の記号でしかなくなっている感じです。目の前に札束で積まれたりでもしたら、また変わるのかもしれませんが。しかし──雛咲家のお嬢さんがお小こ遣づかいで緊張するとはねえ」

「うちの教育方針でしてな。あまり子どものうちから金に慣れるべきではない」

　伊蔵が口を挟んだ。

　祖父は教育に無む頓とん着ちやくなので、正確には父の方針である。どのみち育成校で生活していると使う機会もないし、さして欲ほしいものがあるわけでもないので構わないのだが。

　和なごやかに会話は続く。

「結構なことです。何にしても、緊張するのがお金を使うときというのは、微笑ましくて良い。重圧なく育つのが一番ですからな──おや、月子さん、どうかなさいました？」

「いえ──あの……」

　いったん言いい淀よどんだ月子だったが、マクスウェルの優しげな視線に励まされ思い切って口を開く。この人ならちゃんと聞いてくれるかもしれない。

「その、生活の中で重圧がないというわけではないんです。人前に出るのは苦手ですし、喋るのも得意ではないのに、最近はマスコミの方でお話しすることが多くて、少し──」

「ふむ、なるほど。精神的に疲つかれるというわけですね」

　月子はこくりと肯いた。

　十郎や友人たちと過ごす時間が減ったため、溜ため込んだものが吐き出す機会を与あたえられないまま、少しずつ心の中に積もっていたのかもしれない。普ふ段だんなら親しくもない人間にこんなことをこぼしたりはしなかっただろう。

「では──あなたは自分が全てを投げ出して楽になるべきだと思いますか？」

「……いいえ」

　それは許されない。いや──月子は自分がそうすることを許さない。椎葉一花が亡なくなったあのときに誓ちかったからだ。世界を変えると。

「そうですね。あなたは重圧を感じている。しかし同時に投げ出すべきではないとも思っている。それは、魔法士への偏へん見けんを何とかしたいという理想があるからですね」

「ええ、あの──」

「伝わりますよ。月子さんのテレビでの言動を見ていればね。気持ちはよく理解できますし、個人的にも心から共感するところです。──で、その目標を取り下げたくないのだったら、あなたの思っているとおり現状維持しかないわけです。ならば、その重圧の方に意味を与えてやればいい。そう、目標に到達するための対価なんだと」

「対価……ですか」

「月子さんの感じている『重圧』は、月子さんが目標のためにやってることの代だい償しようで、不ふ可か避ひなものでしょう？　つまり──」

「つまり、逆に言えば、重圧を感じているということは、私が何かを為しているということの証明でもある？」

「その通り」

　マクスウェルは生徒を褒ほめる教師のような顔で笑った。

「空気抵てい抗こうのようなものですよ。速く走れば走るだけ向かい風は強くなりますけれど、走っていればいつかはゴールに辿たどり着つく。それは前進している証拠なのです。──どうですか？　こういう考え方は」

「そうですね……少し気が楽になりました」

　この人に話してみて良かったと、月子は思った。

　十郎や菜々香や紗弓以外の人間に心を開くのには抵抗があったが、案外、勇気を出してコミュニケーションをとれば、わかってもらえるものなのかもしれない。

　その瞬間──正体不明のわずかな違和感が心の隅すみを掠かすめた。

（──あれ？）

　月子が小さく首を傾かしげたとき、マクスウェルが口を開いた。

「実はね、今日お会いしに来たのも、そのことと無関係ではないのですよ」

「……はい？」

「あ、もちろん、ファンというのは嘘ではありません。しかし、いえ、だからこそ、月子さんに少し話を聞いていただきたいのです。私たちの計画について」

　そう言うと、彼は表情を改めた。

「伺うかがいますけれど……」

「ありがとう。──さて、現在日本における優ゆう秀しゆうな魔法士は特別対策局という部署に集められています。ご存じですよね」

　月子は肯く。

　もちろん知っている。十郎の居るところなのだから。

「いわば一極集中の形なのですが、これは柔じゆう軟なん性せいを欠き負担が大きく、このままでは遠からず限界が訪れるのではないかと私は考えています。大規模なテロ事件が起こったため、世間からの評価も厳しくなっていますね」

　一花の事件のことだろう。自分にとっても転機となった出来事だった。

「今も同時多発テロが起きているようですが、さて彼らに上う手まく収めることができるかどうか……」

「え？　今──ですか？」

「今日はニュースをご覧になってませんか？　この間から連続していた出火事件、同時多発の爆ばく破は事件に発展したようですよ。おそらく特別対策局も出てくるでしょう」

「そうなんですか……」

　十郎や唯里の顔が脳のう裏りに浮かんだ。今ごろ彼らも駆け回まわっているのだろうか。

「さて、どこまでお話ししましたっけ──そうそう、現行の体制を改善しなければならないという話ですね。そこで私たちは考えました。負担の解消方法として、魔法士を増員すればいいのではないか、とね」

「増員、ですか。でも──どうやって？」

　魔法士の数は非常に少ない。現状でも可能な限り効率的に配置してあるはずだ。

　マクスウェルは大きく肯いた。

「当然の疑問ですね。ご説明しましょう。──魔法士は基本的に国家の管理下に置かれます。世界中のほとんどの国でそうですね。貴重な人的資源ですから。しかし、それが完璧に機能しているわけではないことはご存じですか？　実際には、組織からあぶれて居場所を失ってしまった人たちも相当数存在しているのです。そこで──」

　芝しば居いがかった仕草で、マクスウェルは大きく両手を広げた。

「彼らを組織して、民間ボランティアという形で協力させてはどうかという構想を立てているのですよ。そのテストケースをこの国、日本で実じつ施ししたいのです」

　なるほど、と月子は思う。特に問題があるようには感じられなかった。

　しかし、そのことと自分に何の関係があるのだろう？

　その疑問の答えはすぐに提供された。

「そこで月子さん、あなたに頼たのみがある。──その組織のリーダーを務めていただけませんか？」

「…………え？」

　月子は目を瞬かせた。

　リーダー？　自分が？

「といっても、難しいことをやっていただくわけではありません。象しよう徴ちようとしての存在が必要なのです。あなたなら、多くの人の支持を集めることができる。我々のボランティア団体が成果を挙げれば、魔法士に対してきつくなった風当たりを和やわらげることもできるでしょう。いかがです？」

「え、えっと……」

　混乱して思考がまとまらない。

　マクスウェルは畳たたみ掛けるように続けた。

「月子さん、あなたは椎葉一花のテロを阻そ止しし、以降、マスコミで取り上げられるようになった。そして、あなた自身も前に出て自己主張をするようになった。それは彼女のような悲劇を、自罰のため最愛の家族を手に掛けるところまで追い込まれるような人間を見たくないからこそ、そうしたのではないですか？　ならばこれは前進のための大きな機会ではないでしょうか」

　──多分、その通りだ。

　悪い話ではないと思う。マクスウェルの協力と、魔法士たちの支持が得られる。そして、魔法士のイメージを大きく変える機会も。一人でマスコミに向き合い続けなければならない現在とは、大おお違ちがいだ。

　しかし──

（どうして、なんだろう）

　即そく答とうできない。何かがおかしいと心が囁ささやいている。

　マクスウェルも、伊蔵も、月子の返答を待っている。

　悩なやむ必要はない。ただ、一言言えばいいだけ。

「その……私は、お引き受けしても──」

　そのとき──月子は気付いた。違和感の正体に。

（──お祖父様、だ）

　そう──伊蔵が口を挟んでこない。

　彼の目的は月子の築き上げたイメージを利用し、権力を拡大することだ。だから常に月子の手た綱づなを握にぎり、コントロールしたがっている。仮に月子が自分の支配下から逃のがれようとする動きを見せれば、全力で阻止しようとするだろう。

　その祖父が何も言わずに静観している。ならば、これは伊蔵にとって不利益をもたらすものではなく、むしろ操あやつり糸を強化する類の案件であるということで──つまり、マクスウェルと結けつ託たくしている？

（ああ──）

　腑ふに落ちた。

　ひどく嫌いやな気分だったが、そう考えると一気に視界が開けた。

　落ち着いて考えろ。そう──

　彼は一つミスを犯おかしている。

「マクスウェルさん、お返事の前に一つ、質問していいですか？」

「ん？　ああ、どうぞ。ご遠えん慮りよなく」

「なぜ──あなたは知っていたのですか？　一花さんのことを」

「なぜって……」

　マクスウェルは意味がわからないというようにきょとんとした表情を見せた。

「当時広く報道されたではないですか？　アメリカでもニュースになってましたし、もちろん、日本の新聞記事も確かく認にんしましたよ」

「そういう意味ではありません」

　月子は首を振ふった。

「椎葉一花さんの目的が最愛の家族──弟の椎葉十郎さんだったことを、どうしてあなたが知っているのですか？」

　マクスウェルは一花のことを『自罰のため最愛の家族を手に掛けるところまで追い込まれるような人間』と表現した。

　世間的には、一花は政府を恨うらんでテロを起こした、狂くるった魔法士だということになっている。要人を次々と殺し、そして最後に特別対策局に殺された──そう認識されているはずだ。十郎が襲おそわれた段階では一花のことはマスコミに伏ふせられていたし、その後の報道でもほとんど触れられていなかった。

　一花の心を、少なくともその片へん鱗りんを知り得たのは、彼女の死に立ち会った十郎や月子たちだけであるはずだ。

　例外は──彼女にそうするよう、仕向けた人物しか居ない。

　それが導き出される結論。

　だが、それでも、月子は誤解であることをほんの少しだけ期待した。彼の口から筋道の通った説明がなされるのを望んだ。

　そして、マクスウェルは──笑った。

「なるほど、うっかり口を滑すべらせてしまったようだ。気を付けなければいけませんね」

　その表情を見て、月子は唇くちびるを噛かんだ。

　わかったからだ。それが『うっかり』などではないことが。

　少し難しい問題のつもりだったけど、よく解けたね。なかなかやるじゃないか──彼の顔はそう語っていた。

　自分はほんの戯たわむれに試ためされていたのだ。この子どもの頭の程度はどんなものかな、と。

　マクスウェルとの会話は楽しかった。上手く行っていた。いや、むしろ上手く行き過ぎていたというべきだろう。欲しい反応を、心ここ地ちよい言葉を簡単に手に入れることができた。

　──それがおかしいと、気付くべきだったのだ。

　十郎や一花の姿を見、自分で色々なことを経験し、悩み考えながら決断したことである。魔法士の立場を変えたいなどという理想は、誰にでも理解してもらえるものではない。目立ち、顔が売れているため反感を買うことも多い。当の魔法士たちから心ない言葉を投げつけられることだってある。自分にだって何が正しいのかわからなくなったり、ときには挫くじけそうになったりもする。

　応おう援えんしてくれる人、賛同してくれる人には心から感謝するべきだろう。しかし──月子の心情は見ず知らずの他人が出会って一〇分で『理解』し『共感』できるほど軽くも単純でもない。できるとあっさり口にする人間は、つまり、そのことをわかっていないのだ。

　もっと早く見み抜ぬけたはずだ。自分が易やすきに流れたりしなければ。

　これまでの努力を、葛かつ藤とうを、土足で踏みにじられた。悔くやしくて悔しくて涙が溢あふれそうだった。

「とはいえ、ご協力いただきたいのは本音ですけどね。再度伺いますが──如何いかがですか？」

　何事もなかったかのようにマクスウェルは続ける。

　この人は、いや伊蔵も含ふくめたこの人たちは、魔法士のことなど欠片かけらも考えていない。気にしているのは自分の損得だけ。うまくいけば、彼らは特別対策局に取って代わり、社会の支持を受け、望むだけの権力と利益を得ることができる。

　そう、月子が目的のために必死に培つちかってきた人々からの信用を、信しん頼らいを、好感を、希望を乗っ取り、月子のまったく望まない形で利用しようとしている。

　ここで月子が膝ひざを屈くつし、彼らに呑のみ込まれてしまうというのは、それを許容するということだ。

　これまで、どこかで甘く考えていたのかもしれない。時間はたっぷりあって、どんな問題でも考えれば解決することができて、辛いときには十郎や友人たちが必ず支えてくれて、自分もときどき支えになれたら嬉しくて、そうやって魔法士の人たちをも後ろから援えん助じよできたらなあと思っていて──

　冗じよう談だんではない。

　敵は待ってなどくれない。自分がのんきに構えている間にも、世界は動いている。理想を勝ち取りたいなら、戦って障害を打うち倒たおすしかない。

　今、ここが、この瞬間が最前線だ。

　戦って勝たなければならないときだ。

（──負けるもんか）

　月子はぎゅっと拳こぶしを握りしめ、顔を上げた。

「もう少し詳くわしくお聞きしますが──特別対策局との仕事の分担はどうやって行うおつもりですか？　反感を買う可能性があると思いますが」

　穏やかな表情で反はん撃げきに転じる。

「いい質問です」

　マクスウェルの瞳ひとみの奥にはかすかな驚きと賞賛の色があった。

「確かに彼らとしては縄なわ張ばりを荒あらされ、仕事を横取りされるようなものですからね。いい気分にはなれないでしょう。とはいえ、彼らにもこのところ不ふ手て際ぎわが目立ちますから、遠からず規模縮小、人員の分散という方向で組織再編が進むはずです。必然的に我々の団体の入り込む余地が大きくなる。お互たがい協力しなければやっていけないという状態になるならば、妥だ協きようの余地も生まれるのではないでしょうか」

　原因と結果が逆だ、と思う。自分の組織を日本社会にねじ込むために、特別対策局を弱体化させるのだろう。残念なことに指摘できるほどの証拠は持っていないが、その程度のことは政治に疎うとい月子にも想像が付く。

「それでも……魔法士同士、仲が悪くなるようなことは、私は許容できません。どうしても対立が生まれるんじゃないでしょうか？」

「その通り。人が居れば必ず摩ま擦さつが起こり、対立が生じる。──だから、あなたが必要なのですよ、雛咲月子さん」

「…………」

「あなたの真しん摯しな姿勢、現状を何とかしたいという心からの願いは、きっと皆みなに通じるはず。ならば仲良くやっていけます。であるからこそ、ぜひ、あなたに協力していただきたいと申し上げているのです」

　能天気な理想論のようだが、実はそうではない。

　清せい廉れん潔けつ白ぱくなイメージで圧あつ倒とう的てき支持を集めている存在、それと対立するというのは、すなわち人々から『悪』だと認にん識しきされることを意味する。

　つまり──二つの陣じん営えいが反目し合った場合、月子のいる側が世論からは『正義』とみなされるのだ。これは確かに対立への抑よく止し効果を持つだろう。そしてマクスウェルや伊蔵を大きく利する要素でもある。

「わ、私は……私……」

　声は途と中ちゆうで小さくなり、尻しりすぼみに消える。

　反論することができない。負けてはいけないのに、反撃の糸口が見つからない。

　月子が返答に窮きゆうしていると、マクスウェルはわざとらしく顔を曇らせた。

「無論、あなたの賛同をいただけなくとも、私たちはこの計画を止めるわけにはいきませんが──ご理解いただけませんか？　どこかに問題がありましたか？」

　ない。少なくとも月子にはそれを指摘できない。

　魔法士の立場を変えたくて、魔法士同士の対立も望まないのなら、彼らに呑み込まれない理由がなくなってしまう。

「……あの、お祖父様はどう思われますか？」

　月子は苦くるし紛まぎれに祖父の顔を見た。

「月子は賢かしこい子だ。どうするのがいいかなんてことは、わしの意見を聞くまでもなく理解しているだろう？」

「…………」

「とはいえ、祖父としての心情から言わせてもらえば、孫に重責を負わせるのは酷こくでもあると思うなあ。どうしてもやれとはいわんよ、わしはな」

“〝孫思いの祖父”〟の表情で伊蔵は言った。

　言外に圧力を感じる。月子は見えない糸に絡からめ取とられていくような感覚を覚えた。

「いずれにしても、特別対策局任せでは限界は見えていますから、これは彼らを助けるためのプロジェクトでもあるのです。月子さんは、彼らの力になるのがお嫌ですか？」

　薄っぺらな建前。しかし同時に、月子が理想を掲かかげている以上否定することの許されない問いでもあった。

　だから答えられなかった。

　マクスウェルも伊蔵も自分とは違う価値観で生きる人間である。この人たちは魔法士の、いや、他人の幸や不幸をどうでもいいと思っている。

　不意に月子は叫び出したい衝しよう動どうに駆かられた。

　駄目なのだ、あなたたちでは。あなたたちのやり方では何も変わらないし、何も変えられないのだ。

　どうすればわかってもらえる？　どうすれば言葉が届く？

（先生──）

　傍そばに居て欲しい。手を握っていて欲しい。それだけでどれだけでも強くなれる。

　だが、今、月子の傍に十郎は居ない。



　と、そのとき、伊蔵の携帯電話が音を立てた。
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　十郎が階段を飛ぶような勢いで駆け下り玄げん関かんホールに出ると──唯里が壁かべにもたれて座り込んでいた。

「卯滝！」

　駆け寄って肩を抱だく。

　頭を垂れていたため一いつ瞬しゆん心臓が冷えたが、彼女はゆっくりと顔を上げて十郎を見た。

「あ、先生……」

「怪け我がは？」

「やー、大丈夫です。ちょっと絞しめ殺ころされかけましたけど」

　弱々しく笑う。喉にくっきりと痣あざが付いていた。声も少し嗄かれているようだ。

「痛みはあるか？」

「それほどでも。大したことないですよー、多分。……あー、あの女は逃げちゃいました。なんか、男の人が乱入してきて──」

「男？」

　どんな？　と尋たずねようとしたとき、玄げん関かん前まえに急ブレーキを踏んで到着した車と、そしてその中から駆け出してくる信乃が見えた。

　十郎は彼女を重傷者の元に連れて行くために立ち上がった。



　病院に到着後、淵上はすぐに手術室へ運び込まれた。

　現場で信乃が医い療りよう魔ま法ほうを施しすぐに搬はん送そうしたのだが、救命率はおそらく三〇パーセント程度だということだった。覚かく悟ごはしておいてくれと信乃に言われた。

　ちなみに十郎は打だ撲ぼくと肩の捻ねん挫ざ程度。軽傷である。唯里は念のため一日入院して様子を見るということだったが、こちらもおそらく大したことはないだろうという見立てだった。

（まったく、無茶なことしやがって……）

　快復したら、たっぷりと説教をしてやるつもりだ。

　十郎は病院の駐車場に駐とめた自分の車のシートに背中を預け、大きく息を吐いた。

　もう日が沈しずみかけている。淵上の手術が終わるまでにはあとどのくらいだろうか。

　同時多発した爆破事件は一応の収束を見ていた。ただ、犯行場所は二〇箇か所しよ余にも及およんでおり、正確な数字は不明だが犠ぎ牲せい者しやも相当な数だろう。容疑者の特定や確保も難航しているようだ。

　特別対策局はこれからさらに忙いそがしくなるだろうが──淵上を失ったダメージは大きい。

　誰が指揮を執とるのだろう。警察の捜そう査さ責任者に一任されることになるのだろうか。そうなるとおそらく警察との軋あつ轢れきは避さけられないものになる。

　まいったな、と呟く。

　特別対策局は今や烏う合ごうの衆となりつつあった。淵上だからこそ、あの人員をまとめ上げることができたのだ。彼が不在である今、統制を取ることも、他部署との円えん滑かつな協力体制を築くことも難しい。

　暗殺には失敗したものの、能勢は最低限の目的を果たしたということになるのだろう。

　彼とアデルが一いつ緒しよに行動していた。ということはやはり背後にいるのはあのマクスウェルだ。魔法士組織の弱体化が狙いだった──ということだろうか。何のために？

　──思考が空回りする。集中できない。

「能勢……か」

　十郎は小さく呟いた。

　結局問いの答えは聞けなかった。動どう揺ようしていたようにも見えたが、内心までつぶさに把握することなどできようはずもない。

　くだらない質問だと一いつ蹴しゆうされていたのなら、あるいはただ殺したいから殺したのだとでも言われていれば──割り切れたのかもしれない。ためらいなく憎にくんで、殺し合うことができたかもしれない。そして、生き残ることができたなら、自分に区切りを付けて心安らぐ温かな世界に戻ることもできたかもしれない。

　しかし──結局、中ちゆう途と半はん端ぱに放ほうり出されたままだ。

「……ったく、どうしろってんだよ」

　ハンドルに手を置き、ため息をつく。

　月子たち、育成校の生徒の顔が浮うかんだ。自分はまだあそこには帰れないようだ。

　と、そのとき、こつこつと窓ガラスがノックされた。

　特とく徴ちようのない顔をした見知らぬ男が、こちらを見つめていた。

「失礼、公安警察の者ですが、椎葉十郎一級特とく殊しゆ執しつ行こう官かんですね？」

「あ？　ああ」

　公安？　と眉根を寄せながら十郎は窓を開けた。彼の背後にも、そして助手席側のドアの傍にも、スーツ姿の男が立っている。まるでこの車を取り囲むように。

　その瞬間──マナが動く。

（魔法？）

　同時に視界が閉ざされた。

「な──に……？」

「視覚剥はく奪だつ処置執しつ行こう、完かん了りよう」

　声とともに車外に引きずり出され、抵抗する間もなく押さえ付つけられる。後ろに回された両手首に冷たい金属の感かん触しよく。

「一七時二八分。椎葉十郎、公務員法違い反はん、機密漏ろう洩えいの罪で逮たい捕ほ」



　　　　　＊　＊　＊



「え──？」

　月子は思わず立ち上がった。一瞬その言葉の意味が理解できなかった。

「あの、今、何と──」

「逮捕された、と言ったのだよ、月子」

　携帯電話をぱちんと畳み、伊蔵はいつもの爬は虫ちゆう類るい的な笑みを浮かべた。

「椎葉十郎一級特殊執行官が逮捕された、そう今連絡が入った。彼はここの教官で、お前も学んでいたのだったな。いやいや、残念な話だ」

「ど、どうして……？」

「機密漏洩だ。さっき話にも出たが、最近、連続出火事件が起こっていただろう？　椎葉はその犯人グループに荷か担たんして、特別対策局の動向をテロリストたちに流していた。もしかしたら具体的な指示をも送っていたのかもしれん。まあそれはこれからの取り調べでわかることだが」

　──違う。

　──違う。先生はそんなことをしない。絶対に。

　信じているのではない。確信しているのでもない。月子はただそのことを知っている。

　そして理解する。

　祖父が、目の前の、この人が──無実の罪を着せて捕まえさせたのだ。

　月子を思い通りに操るために。

「…………」

「どうしたね、月子。まあ、座りなさい」

「…………」

「月子」

　体が震ふるえる。拳を握りしめる。そして──

　そして、不意に全身の力が抜ぬけるような感覚に襲われ、月子はすとんとソファに腰を下ろしていた。

　奢おごっていたつもりはなかった。だが、やはりどこかで勘かん違ちがいをしていたのかもしれない。魔法士の中でも特別な才能を持ち、マスコミでもて囃はやされて、何かをなし得ることができると錯さつ覚かくしていたのかもしれない。

　すべては十郎が居てこそだった。彼が力になり、見守ってくれるから自分は自分であることができたのだ。

（私は……こんなにも無力なんだ）

　そのことをたった今、思い知らされた。

「……お祖父様」

　口を突いて出たのは、自分でも驚くほど弱々しい声だった。

「ん？　何かな？」

「椎葉先生が裁判で罪に問われるとして……どのくらいの刑けいを受けることになるのですか？」

「さて、わしは法律の専門家ではないのでな」

「内乱罪まではないでしょうが、もし今回の件の首しゆ謀ぼう者しやと認にん定ていされれば、殺人教きよう唆さということにはなるかもしれませんね。大勢亡くなっておられますから。つまり殺人罪が適用され、死し刑けいまたは無期もしくは五年以上の懲ちよう役えき。まあ軽くはないでしょう」

　マクスウェルがそう言った。

　月子は言葉を発することができなかった。

　ただ『死し刑けい』という単語だけが、耳の奥でわんわんと鳴なり響ひびいていた。

「さて、そろそろお暇いとまするとしようかね。わしの方にも仕事ができたことだし」

　伊蔵がゆっくりと立ち上がる。

「そうですね。では、月子さん、失礼します。──ああ見送りは結構ですので」















　マクスウェルもそれに倣ならう。そしてこのうえなく優しい笑顔で、付け加えた。

「いずれ、また」

「…………」

　月子は俯うつむいたまま、座っていた。

　ただ一人、取り残されたような感覚。そして大切な存在を喪そう失しつしてしまうことへの恐きよう怖ふ。

　彼かの女じよは自分の心が折れる音をはっきりと聞いた。

　そして悟さとった。

　自分のやってきたことは、今ここで終わった。

　結局なんの芽も出さないまま、潰ついえたのだ、と。



　ごめんなさい。

　ごめんなさい、せんせい。

　もう、わたしは、がんばれません。



　涙が溢れて、ゆっくりと頬ほおを伝った。







　　　エピローグ１　曇り硝子がらす覗のぞけば





「逮捕？　十じゆう郎ろうさんが？」

　額の傷を撫でながら能の勢せはアデルに尋ね返した。

　傷は超ちよう遠えん距きよ離りからの《千せん里り箭せん》によるものである。幸いにも掠めただけで済んだため自分の医療魔法で治せたが、しばらくは傷が残るだろう。

　とあるホテルの一室。幾いくつかある拠きよ点てんの一つである。

「なんでまた？」

「雛ひな咲さき伊い蔵ぞうの画策だそうです。おそらく雛咲月つき子こへの圧力かと」

「……ああ、なるほど」

　気弱な部分はあるものの、使命感に燃えた芯しんの強い子どもではあった。伊蔵に対しても盲もう目もく的てきに服従しているわけではなかったはずだ。ならば影えい響きよう力りよくを持つ大人とは幼いうちに切きり離し、完璧に支配下に置きたいということか。おそらく十郎は月子に言うことをきかせるための材料になるのだろう。

　様々な方面において月子の力は絶大である。伊蔵にとっては何があっても手放す気にはなれない価値があるということだ。

　滑こつ稽けいなことだ、と思う。老い先短い人間が宝を溜め込んでどうなるというのだ。金も人も権力も墓場までは持っていけないだろうに。

「さしあたって私たちの仕事に影えい響きようはありません。淵ふち上がみ竜りゆう生せいが一命を取り留めるようなら、確実に殺すこと。そして才さい賀が翔しよう太た郎ろうの奪だつ還かん。不可能なら処分」

「わかりました」

　淵上を仕留め損そこねたのは自分の責任でもある。もはや戦う力のない人間を殺すだけというのは味気ない作業だが、まあ文句は言うまい。

「──残念でしたか？」

　不意にそう問とい掛けられ、能勢は目を瞬かせる。

「何がです？」

「椎しい葉ば十郎と戦えなくなったことです。熱望しておられたようですが」

「……ああ、そうですね。残念といえば残念です。とはいえ、今日のはイレギュラーな事態でしたから、仕方ないでしょう」

　そもそも今回優先すべきだったのは淵上の暗殺である。才賀の元に向かった時点で、十郎は排はい除じよすべき障害ではなくなっていた。彼の帰き還かんが間に合ったこと、そして狙そ撃げき手しゆの登場が想定外だったのである。

　月子の前に姿を現し十郎を挑ちよう発はつ、その後に淵上を殺す。仕上げに怒いかりと復ふく讐しゆう心しんに燃えた万ばん全ぜんの十郎と対たい峙じする。以上が描えがいていた理想のプランだったのだが、そうそううまくはいかなかったようだ。

「雛咲伊蔵の手に落ちたのなら、居場所はかえってわかりやすくなるでしょう。機会は今後もあるはずです。待ちますよ。あの老人が妙な真ま似ねをしなければ、ですけどね」

　もし血迷って十郎を手に掛けたりするようなことがあれば──そのときは、生まれてきたことを後こう悔かいさせてやることになる。獲え物ものは預けてあるだけだ。譲ゆずり渡わたしたつもりはない。

　そのとき能勢は、ふと今日のことを思い出した。

　十郎に問われた。なぜ椎葉一いち花かを殺したのか。戦うことなく殺したのか、と。

　確かに彼女の実力は申し分なかった。殺し合う相手として魅み力りよく的てきだった。

　だが、あのとき能勢は、戦うことなくただ命を奪うばった。

　疑問を覚えたことはなかった。疑う必要すら感じなかった。あのときはそうするのが当然で、そうあるべきだった。

　今、初めて思う。

　──なぜ？

　──なぜ、自分は一花と戦う機会を放ほう棄きした？　なぜその選せん択たくを疑わなかった？

　能勢は考える。

　────

　そして答えを得たと感じる。

　彼女を殺せば、十郎にも自分と戦う理由ができる。十郎の目が、殺すべき対象として自分を見る。

　そう、つまり自分の望みがそれだったということだ。

　その想おもいがあまりにも強くて強すぎて──他の計算や損得勘かん定じようを消し去っていたのだ。

　説明が付いた。これで正解のはずだ。

　結論づけたとき、アデルが再び口を開いた。

「残念とは……どういう感情なのですか？」

　彼女は今まで見せたことのないような表情をしていた。困こん惑わく──だろうか。

「どういう、感情？」

　先ほどアデルに言ったとおり、それは今日、自分が彼の前から立ち去ったときの感情、その目を自分に向けさせ存分に殺し合うことを渇かつ望ぼうしてきた相手と、戦うことなく別れたあのときの感情──そのはずだ。

　それは……それは、果たして本当に残念と呼べる種類のものだったか？

「何か、ありましたか？　アデルさん」

　能勢は答えず、逆に問い返した。自分でもなぜそうしたのかよくわからなかった。

「……いえ、何も」

　わずかなタイムラグは何を意味していたのだろう。ふと気付いたときには、すでに彼女は普段の笑顔に戻っていた。

「失礼しました。──とりあえず今夜はお休み下さい。今後の詳しよう細さいにつきましては、また明朝にでも」

　わかりました、と能勢は答える。

　淵上は倒れた。月子は手の内に入った。

　連続爆破テロはしばらく猛もう威いを振るった後、突とつ如じよ現れた『民間ボランティア団体』により、鎮ちん圧あつされる予定になっている。

　あとは坂道を下るように、プロジェクトは加速していくだろう。

　もうマクスウェルと雛咲伊蔵を止められる者は存在しない。

（私にとっては、どうでもいいことですけどね）

　能勢は体の力を抜いて、目を閉じた。







　　　エピローグ２　萌ほう芽が





「ああ……うん、そうだね。……わかった、近いうちに一度会おう。じゃあ、また」

　乾いぬいが携けい帯たい電話を切ったとき、奥おくの部屋から長身の若い女性が姿を現した。ダイニングテーブル前の椅い子すを引き乱暴に腰を下ろすと、タバコに火を着ける。

「どうだった？」

「安定してるよ。しばらく熱が出るだろうけどね」

　その言葉に、乾は安あん堵どの息をつく。

「ありがとう、助かったよ、九く曜ようさん」

「そりゃこっちはプロだから」

　九曜晶あきらは面白くもなさそうにそう言った。

「だから金もしっかりもらうよ。払はらうあてはあるんだろうね？」

「えっと……」

　自分の口元が引きつるのを自覚する。

「いやあ、あの、そのあたりのことはまた後ほど相談ということで……」

　腹を撃ち抜かれて倒れていた駿しゆん介すけの容態は、非常に危険なものだった。おそらく普通の病院では対応できないだろうことが、乾にも見て取れた。

　そこで思い出したのだ。かつての同どう僚りようにして一流の医療魔法士が近くにいることを。

　幸こう崎さき──名な坂さか千ち早はやからの接せつ触しよくを受け、一時的に雛咲伊蔵の世話になることになったとき、気になってかつての仲間たちの消息を尋ねたことがある。そのときに晶の連れん絡らく先さきを聞いていた。どこかで生きているということがわかれば十分だと思っていたため、何もなければ連絡するつもりもなかったのだが──

　運良くすぐに電話は繋つながった。それで彼女たちのマンションの一室に駿介を運び込んだというわけである。

「とにかく、よかった。名坂さんにも感謝しないとなあ」

「でも結局、その雛咲とかいう政治家の命令であの人形女がアタシらを監かん視ししてた、ってことだよね。こっちにとっちゃ良い気分になれる話じゃないんだけど」

　晶の声は冷ややかだった。

「人形女はひどいと思うけど……でもまあ、そうだね。君にも旦だん那なさんにも迷惑を掛けた。それは謝あやまる」

「……いや、旦那じゃないから」

　晶は怒おこっているような困惑しているような、複雑な表情を作った。

「独り者より、家族持ちを装よそおった方が目立たないし便利だから一緒に居るんだよ。お互い後ろ暗いところがあるからね」

　その割には結構馬が合っているように見えるなあ、と思ったが口には出さないでおいた。

　彼女の相方であるところの眼鏡を掛けた青年は、今、奥の部屋で治ち療りようを終えた駿介に付き添そって容態を見ている。何か異変があれば知らせてくれるはずだ。

「で、あのガキ、なんなの？」

「えっと──」

　乾は事情を説明する。『ミラージュ・プラス』にてテロに巻き込まれたこと、そこで駿介を助ける成り行きになったこと。

「あー、育成校の子ね」

　妙に縁えんがあるな、と晶は呟つぶやいたようだった。

「娘むすめの命を救ってくれたわけだし、そして知り合いでもあるらしくてね。さすがに放っておけなかった」

「ふーん、物好きだね。──で、お嬢じようちゃんとあのガキ、どうすんの？　ずーと貼はり付いてて徹てつ夜やで看病とか言いだしかねない雰ふん囲い気きだけど」

「そ、それは……」

　乾は眉み間けんに皺しわを寄せた。

「美み優ゆ里りも彼も、まだ子どもだし、その、付き合うなら手順を踏ふんでもらってだね……そりゃ、僕ぼくだって娘の意思を最優先したいと思うけど……」

「何言ってんだ親バカ」

　呆あきれたような声で晶は言った。

「怪け我が人にんのガキとあんたたち親子が今日どうするんだって話。子どもの一人や二人くらいなら面めん倒どう見られるけど、あんたが寝ねるようなスペースはないよ」

「あ、ああ、そういうことか。あの子、えっと駿介君は動かしても大だい丈じよう夫ぶなのかな？」

「大暴れでもしない限り傷口は開かないと思うけど、まあ数日は絶対安静を勧すすめるね」

「なら、お願いしたいな。美優里は説得して連れて帰るよ。多分、明日にでもまた来ることになると思うけど」

「じゃ、それで。──で、話戻すけど、金は払えんの？　あんまり羽は振ぶり良くなさそうだけど」

　晶は乾の身なりを半眼で眺ながめながら言った。

「は、払う意思はあるけど……」

「可能か不可能かは別問題ってこと？」

「あー、えっと、まあ、そんな感じかも……。ちなみに、請せい求きゆうは幾らくらいかな？」

「ん」

　手元の紙にさらさらと数字を書く晶。乾は目を見開いた。

「え、ちょ……ゼ、ゼロが一つ多くない？」

「優秀な医療魔法士がどれだけ稀き少しようだと思ってんだよ。知り合いじゃなけりゃゼロ二つは増やしてるっての」

「せ、せめて分ぶん割かつで……」

「別にいいけどさ。ってか、そんな騒さわぐほどの金額？　稼かせぐ方法なら幾らでもあるでしょ、あんたの腕うでだったら」

「ああ、まあ、手段を選ばなければそうかもしれないけど──」

　少し考えて乾は続ける。

「実は、もう少ししたら魔ま法ほう士は廃はい業ぎようしようと思ってるんだ。やっぱり表でも裏でもろくでもない仕事をやらされることが多いしさ。少なくとも娘には胸を張っていたいから。今、堅かた気ぎの仕事を探してるんだけど、なかなか難しいね」

　晶は怪け訝げんそうな顔をした。

「廃業するのは勝手だけどさ──もう少ししたらって、何？」

「んー、葛かつ城らぎ君から連れん絡らくなかった？　ああ、今は氷ひ見み谷やって名乗ってるのかな」

「ないね。来ても無視するけど」

「彼から少し協力を求められててね。今、よからぬことを企たくらんでる人が居て、この国の魔法士を取り巻く状じよう況きようがちょっとおかしくなってるらしい」

「昔からおかしいよ。アタシたちがどう扱われたと思ってんの」

「そうなんだけど……このままだと、もっとひどいことになりそうな雲行きなんだ。葛城君は……その計画をぶち壊こわしたいって言ってた。それに手を貸すのが、僕の魔法士としての最後の仕事」

「ふーん、あのガキがね」

　好意の含まれない声に、乾は苦く笑しようする。

「ああ、そういや君たち、仲が悪かったっけか」

　晶は不ふ機き嫌げんそうにタバコを灰皿に押おしつけた。

「周りの見えてない子どもは嫌きらいなの。少しは成長したのかね、あいつ。──そもそもアタシたちの間に、仲の良さなんて存在しなかっただろ。葛城のガキが一花にまとわりついてた程度で。まだしも人並みの常識と社交性を持ち合わせてたのは、あんたくらいのもんだ」

「僕は──ただの小心者だよ」

　笑おうとしたつもりだったが、その表情は微び笑しよう未満で立ち消えた。

「揉もめ事ごとも面倒も嫌いで、ただ衝しよう突とつを避けてただけだ。戦場に送られた後も、殺すこと殺されることが嫌で、その多くのことを椎葉さんに任せた。そんなの誰だれだって嫌だろうにね。あの子は……自分が一番力が強いから、僕たちを守ろうとして最前線に立ってたんだ」

「────」

「で、椎葉さんが限界になったとき、僕は怖こわくなった。彼女なしでは戦力がガタ落ちで、死の危険が跳はね上あがる。そのことに耐たえられなかった。そう、君たち戦友より日本の家族より、自分が大事だった。地じ獄ごくのような光景を見るのが嫌で、殺し合いに疲れて──そう表現すれば聞こえはいいけど、僕に関して言えば結局は逃にげだったんだと思う」

　小さく首を振り、続ける。

「後悔し続けながらもだらだらと逃げ回って、ようやく日本に戻ってきて、他の人たちの消息を知った。椎葉さんと、石いし暮ぐれ君と、御み小こ柴しば君は死んだって聞いた。彼らは死の瞬しゆん間かん、何を思ったんだろう。後悔したのか、それとも満足したのか──そんな考えが、ずっと頭から離れないんだ。魔法士を辞やめようと決意してからもね」

　もう汚きたないことに関かかわるのはごめんだ。少し前にとある魔法士の少女と関わって、そう決意することができた。その選択は間ま違ちがっていないと確信できる。しかし、それでも──

「結局、過去に逃げたことを取り戻せるような何かがない限り、僕は満足して死ねないんだろうと思う」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい寝ね言ごとだね」

　晶は小さく鼻を鳴らした。

「アタシらはもう死んだんだ。ただの死人。からっぽの肉の塊かたまり。死人にできることなんかない。ただ人に忘れ去られるのをじっと待つだけ」

「死人って……生きてるだろ？　僕たち」

「修辞的表現」

　つまらない男だ、という視線で一いち瞥べつされる。

「あ、ああ、そういう意味か、うん。でも──でも、さ、生きてるよね」

「だからさあ──」

「事実として、生きてるんだよ……僕らは、まだ」

　晶は何か言おうとして、口を閉じた。

　呼吸をしている。心臓が動いている。ものを見る目があり、思考する頭がある。怒り、泣き、笑うことができる。ならば多分、できることがある。

「罪つみ滅ほろぼしにはならないのは承知の上だけど、最後にちょっとだけ頑がん張ばって、少しはマシな世界を作るのも悪くないかと思うんだ、僕は。──あの少年の生おい立たちや人格形成の過程やものの考え方を知ってるわけじゃないけど、事実として彼は身を挺ていして人の命を救うことができる人間で、その一点だけで僕なんかよりずっと優すぐれているんだよ。せめて、未来にこのくらいのものは残してやらないと、申し訳が立たないじゃないか」








　　　あとがき





　お久しぶりです、すえばしです。スクランブル・ウィザード６をお届けします。



　突然ですが、鍋焼きうどんって焼いてないですよね。

『焼きうどん』と名乗るからには、しっかり焼いてあったり、がっつりソースで味付けされていたり、タマネギやキャベツがたっぷり入っていたりするべきだと思うのです。焼くと言っておきながら、実は煮込んだだけというのは詐欺なのではないでしょうか！　まさに看板に偽りあり！　このような欺瞞を許していいものか！（バンバン）

　──ってなことを逆上気味に語っていたら、友人に『麺じゃなくて鍋の方を焼いてるんじゃないの』と冷静に指摘されました。納得。確かにそうだ。

　こうなってくると『鍋焼きうどん』という語のイメージも、がぜん異なる様相を帯びてきますね。『焼きうどん』に鍋がくっついているのではなく、鍋そのものを『焼く』わけです。そう、『焼く』──非常にストイックかつ力強い印象の、すばらしい言葉だとは思いませんか？

　例えばこれが『抜く』だったらどうでしょうか。『鍋抜きうどん』。間抜けな響きです。想像してみてください。店に入って注文します。やがて運ばれてきたそれは、ばしゃあとあなたの目の前のテーブルにぶちまけられます。なぜなら『鍋抜き』だからです。器である土鍋がありません。熱々の出汁と麺と具が、あなたの服に飛び散ります。クリーニングしなければ……いや、それ以前に火傷をしてしまいます。大変困った事態になるといえるでしょう。

　あるいは『裂く』──『鍋裂きうどん』だったらどうでしょうか。運ばれてきた鍋の蓋を外すと、湯気とほのかな鰹出汁の香りが鼻をくすぐります。しかし、さあいただこうか、とあなたが箸を取ったそのとき、異変に気付きます。なんと、うどんが蠢いているではないですか！　あなたが不審に思って手を止めたその瞬間、うどんはしゅばああっと鞭のように奔り、鍋をテーブルごと真っ二つに切り裂きます。危ない危ない。あのまま箸を伸ばしていたら腕を切断されていたでしょう。『鍋裂き』の二つ名は伊達ではありません。ああ！　向こうの客が袈裟懸けに斬られました！　これはまずい。何とかして奴らを完食しないと、人類が滅亡の危機です。あなたは油断なく箸を構えながら、じりっじりっとうどんとの距離を慎重に詰めていきます──

　…………あー、えっと、何の話でしたっけ。

　そうそう、鍋焼きうどんが熱々で美味しいのは、火で焼かれ、その体に熱をたっぷり蓄えた土鍋のおかげだということです。すごいな土鍋。根性入ってるな、お前。

　そんなわけで先日、マイ土鍋を買いました。鍋料理、うどんやラーメン等の麺類はもちろん、麻婆豆腐や白ご飯に至るまで、これで調理すれば熱々を美味しくいただけます。料理の温度って大事ですね。大満足。



　さて、本巻にも多くの方々のお力添えをいただきました。

　担当の前田様、イラストのかぼちゃ様、デザイン、印刷、取次、および書店の皆様、その他出版流通に関わる全ての方々に厚く御礼申し上げます。



　次の巻でこのお話も一つの区切りを迎える予定です。

　ではまた、七巻にてお会いいたしましょう。



二〇一〇年二月　　　　　

すえばしけん　　
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